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はじめに
以下に記述する遺物は，テル・グッバの発掘調査によって出土した小遺物（SmaUfinds）の一部である。この
中からビーズ，ペンダント，ガラス製品，紡錘車，金属製品，骨製品などについてのくる。
掲載した遺物の整理，および作業分担は以下のとおりである。
遺物整理は小谷仲男（富山大学)，八木和美（国士舘大学)，）||又正智（国士縮大学）丼の共同作業である。
遺物の実測は井が中心に行い，八木の補助を受けた（八木測図：Nos､６７～71,73,75-82)。
遺物写真撮影は小谷が担当し，一部を丼が補足した。
挿図トレースおよび版下作成は丼が行った。
文字貼込みには村田晋一，加藤毅（国士舘大学学生）の協力を得た。
使用した出土状況図，墓実測図などはおもに筆者が作成したが，このうちFig.５の実測図，Fig.１３中の土器
実測図は八木によるものである。
遺跡の発掘調査には上記した以外にも，多くの調査員の協力があった')。出土遺物に関する出版は，国士舘大
学イラク古代文化研究所の了解のもとになされたものである。ここに関係者に感謝を申し上げる。テル・グッバ
の基本的年代観を以下に示す。このほかにも，小谷・井〔1981〕，および丼〔1988〕を参照されたい。なお，本
文中ではジャムダトナスル期をＪＮ期，初期王朝期をＥＤ期と略記する。
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Ｉビーズ゜ペンダント，環，他
グッバの発掘調査では，極めて多量の装身具を発見する幸運に恵まれた。様々の材質や形をもつビーズ，ペン
ダント，アミュレット（？)，環などで，総出土量は2543点以上に達する。このうちＪＮ－ＥＤＩ期の層に伴う遺
物が2479点を数え，全体の95％以上を占める。ＪＮ－ＥＤＩ期層から出土したビーズ類を層位毎にみると，ⅥI層
：2321点以上，Ⅵ層：５点，Ｖ層：９１点，Ⅳ層：２７点，ＩＩＩｂ層：１点，帰属不明：７点となる。
１．ＪＮ～ＥＤＩ期
出土状況
Ｖ11層円形建物に伴うビーズ，ペンダントなどの出土地点は広範囲に及ぶ（Fig.1)。図中の黒点は出土地
点を，黒点に伴う数字は遺物番号を示す。遺物番号は通し番号とし，挿図および写真図版中の番号に対応する。
なおＧを冠した番号は，イラク考古庁への登録品であるが，実測図を伴わないもの。遺物名のみを記したもの
は図，写真，登録を行わなかった製砧である。
回廊３以内中央基壇やそれに伴う回廊１：Ｃｌ〔小谷・井1981〕からはビーズ類の出土はない。その外側に
位置する回廊（C2）からは19点（３，５４，５５）が出土した。ここは中央基壇に達する階段の下にもうけられた
狭いスペースで，人一人がかろうじて通れるほどの狭い空間である。調査の都合上，回廊と称したが，その機能
は回廊や部屋と呼ぶにはふさわしくない。遺物は厚く堆積した灰層中一ほぼ純粋な灰に近く，炭化物の混入は少
なかった－に混在しており，ⅥIb-VIIc層に伴うと推定できた。３回に分けて遺物を採集したが，本来はこの１９
点が－つのセットを成していたとみなしうる。管玉形の銅製ビーズ，環節形ビーズ，大型管玉など特異な例が多
く出土した。ファイアンス製ビーズの出土を２点としたが（Tableｌ参照)，このほかにも白く粉末状となった遺
物（？）が存在した。ファイアンス製ビーズの破壊したものと推測される2)。
Ｒ３の南側から中央基壇に達する階段の基部付近では４点のビーズ，環（４１，４６，５１，６７）を散発的に発見し
た。円形建物の終末期に近い時期（VIIa層）に伴うと考えられる。Ｒ２と称した狭い部屋状の凹み（？）の前面
には，初期床面に伴う径８０cm，深さ６０ｃｍほどのピットが存在し，その周辺には径５～８ｃｍほどの天然の円
礫が密に敷き詰めてあった。礫敷面にほぼ接して巻貝製品（64e）と貝製環（79）が出土した。このほか中心部
の回廊からはビーズ，ペンダント５点（５，２６，３２，３７，７１）を発見したが，いずれも単独出土であり，出土の
層位も異なる。巻末のリストを参照されたい。
建物の中心部から，上階もしくは屋上に達すると考えられる階段（ST2）のステップ上と，その基部からも
ビーズの出土があった。ステップ中では４点（64c，Ｇ338）を発見したが，場所が場所だけに層位を確定するこ
とが困難である。階下のおどり場には20-40才と推定される男性の頭骨〔IkedaetaLl984/85〕が，VIIa層の
床に接していたことから，この人物とビーズを関係づけることも不可能ではないように思う。
階段のおどり場では，壁面に接して，総数625個以上のビーズが出土した（60)。ビーズは壁に沿って垂直方向
に分布しており，あたかも壁面に沿って生じた隙間（クラック）に落ち込んだような状態であった。出土の位置
は，ほぼⅥIb層の床面と同レベルとなるが，前述のような出土状況も手伝って，直ちに層位を確定できない。
上方約３０ｃｍのⅥIa層で発見した人骨に伴ったものが，隙間に落ち込んだ，と見なすことも可能である。いず
れにせよ，ⅥＩａもしくはⅥＩｂ層に伴うことは確実であり，オリジナルに近い組合せを知ることができる貴重な
資料といえる。なおFig.３（Ｅｌ８０）に示した出土状況図は立面図である。
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Fig.１Findspotsofbeadsj pendantsandsheuringsofLevelⅥ1．
回廊４（C4）楕円形（卵形） 円形の張り出し部（R4）があり，その中プランでめぐる回廊の北側には，
心に井戸が掘られていた。 Ｃ４は比較的広い空間を有しており， ここではビーズ類に限らず極めて多くの遺物が
出土した。Ｃ４には，ＶｎｃとⅥＩｂ層に伴う 二度の大火の痕跡が顕著に残っており， 床面の上昇も他の部所に比
べて大きくはっきりしている。ビーズ類はＲ４と，Ｒ３の入口前面付近，
ていた･
および東南側入口付近に比較的集中し
にある井戸はⅥＩＣ層期と同時か， もしくはそれ以前に存在してし'たと考えられ， VⅡｂ層期までは使用ざ
出土ビーズ類の総数は
R４
れていたと推定される。部屋内の自然堆積は薄く， 床面の上昇は他の部所に比べ小さい。
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このほかにも数に加えなかった貝製品の小片が多くある。114点で，
(1)が仕
ⅥＩＣ層期の床而にほぼ接して貝製大型管系
他はⅥIb層の火事以降に伴うと考えられる崩壊層，が出土したが，
混在していた。Ｒ４
およびそれに付随する埋土（堆積）に
や土器片，焼けて焼成煉瓦状となったR4への流入土にはビーズと共に，甚だしい量の炭化小麦や土器片，
日干煉瓦片などを含んでいた。 室内の埋土が人為的になされた形跡はなく， すべて上部方向（より高い位置）か
ら急傾斜･で流入した状況を示していた。 出土遺物のうち貝製品などは直接火を受け， もろくなったり，灰色や黒
色を呈するものが存在した(Pls41， 42)。
Ｒ３の前面における出土状況も特異である (Fig.2)， ，ⅥＩｂ層の火事に伴う焼土層が，間層をIま
人頭大の円礫多数と，焼成煉瓦状となった
ビーズ，貝製品（５８，６１，６４a）などが狭
ここではVnc，
さんで明瞭に区別できる。 VⅡｃ層ではほぼ回廊の全面にわたって，
日干煉瓦が多量に遣存しており3)， それらの直下，もしくは混って，
い範囲から出土した。総数は125点で，本来，
型の骨角器，石製紡錘車（Fig.７，１５)，銅器
一連の首飾を形成していたと考えられる。 このほかにも10点の小
(183,194）などがビーズ付近から出土した。骨製品や貝製品では
灰一黒色に変色したものが存在する。 なお出土地点の床面は，階段のおどり場付R４出土例と同様に火を受け，
なだらかな扇状地状のスロープを示す堆積が認められた。近を基点として，
ⅥＩｂ－ａ層に伴う遺物（63,68）は，
を含んだ茶褐色土層中より出土した。
がっていた。ここではビーズ類と銅器
いたと思われるものがなく，多くは分
厚い灰層直上からＶⅡa層の直下までにある， 約１５ｃｍ厚の日干煉瓦片
±した。出土地点はＶⅡc層例より僅かに南側にずれ，およそ２，２ほどの範囲に広
（168,170）が水平，垂直方向に不規則に分布する。ビーズは連結されて
離していた。このなかにあって，水晶製ビーズとツノガイ製品は，図中の
円形建物に伴うビーズの過半数をこの部分のみで占めているが，円で囲んだ周辺からやや固まって発見された。
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なぜここにかくも多量の遺物が集中するのか，はっきりと説明できない。多くの可能性が考えられるが，現時点
では推測の域を出ない4)。なお，ここにはⅥIa層期に高さ４０ｃｍ，幅７０×55ｃｍほどの方形の台がＷ４に接し
てしつらえられ，この上面は深さ１０ｃｍほどの楕円形の凹みとなっていた。
東南入口部付近では11点（１７，２０，２２，４０，Ｇ339）が出土した。Ｎｏ４０はVIIc層期のピット中からで，他は
VIIa層に伴う。VIIa層期，ここは物を貯蔵する場所として利用されたと推測され，大型の粗製土器３個が回廊
を横断して並べられていた。そのうちの一つは印影土器〔井1988：Fig.4-87〕である。遺物は粗製土器付近の
床面から出土した。
Ｇ３３４はＮｏ６０と同質の緑色黒耀石である。ＶＩＩｃ層の床面上から計62点が出土し，数点は連結された状態で発
見された(PL43)。
回廊４に伴う他の装身具（８，１２，１６，５６，ツノガイ）は単独出土である。ⅥIC層に伴うもの（８，５６，お
よび番号なし：ピット９中）が多く，VIIa層からは２点（12,16）が出土した。
回廊５（C5）屋根で蔽われていた空間（部屋・通路？）で，ⅥＩｂ層期に増築された。調査範囲が限定さ
れているため，出土点数も少ない。６点（２，３０，３４，４５，４７，６４f，７２，G349c）が出土したが，いずれも単独
である。
回廊６（C6）ここには天井が架けられていなかった。遺物は４点あり，３点がピット16-VIIb層以前に
掘られた井戸と考えられる深い竪穴で完掘していない－の上部埋土付近から出土した（649,75,83)。ここは穴
のくぼみを利用して，石器製作等の工房として利用される。
Ｎｏ７７はⅥＩｂ層以前に存在した周濠の堆積中に混在した貝環２点である。
部屋Ｒ8-2,5外周壁と推定できる壁（Ｗ８）の内側には，VIIb期頃に方形の部屋が連続してしつらえら
れており，調査では６部屋（R8-l-8-6）を確認した。このうちビーズ，ペンダントはＲ８－２と８－５から出土
し，他の部屋には伴なわなかった。
Ｒ８－２は長方形の部屋で，外周壁と同時に築かれていた。初期には，戸および入口は３方向に開いており，８－
１，８－３と連絡する。部屋の正面の壁（中心側）には４箇所にバトレスがつく。部屋の中央には長き210,幅70,
高さ３５ｃｍ，の方形の台があり，この台の北側に接して方形の炉状施設が存在した。また，背後の壁（Ｗ８）に
接して小さな祭壇状の方形の台（聖台・供物台？）があった。ビーズ類は祭壇状の台と，部屋の中心にある台周
辺から出土し，いずれも床面下に敷き込まれたような状態で発見された。出土数は僅か８点にすぎないが，大理
石製ペンダント，カーネリアン，ノシガイなど，当時としては比較的貴重な製品と考えられるものがあった。こ
のほか部屋内からはテラコッタ製動物像も出土した。
Ｒ８－５は全体のプランを明らかにしておらず，部分的な確認に留まる。部屋はＲ８－２に近い大きさと想定さ
れ，壁のコーナー部にはバトレス状の突起が付く。内部は数回の改築が行われたことが判明しており，初期には
薄い壁で細かく仕切って使用されていた。その点Ｒ８－２と部屋の利用形態が異なる。ビーズ類はＪＮ期の最終床
面と考えられる層から出土した。部屋のコーナー付近に存在したピット中から，３２点のテラコッタ製品を発見
し，他はその周辺に散布していた，総数は46点でテラコッタ33点，ノシガイ1点，水晶１点，黒色の石1点，テ
ラコッタ製スペーサービーズ１点である5)。Ｒ８－２に比べ相対的に質の劣る製品を組み合わせていたが，ノシガ
イの発見は注目された。ちなみにノシガイ製のビーズ（？）はＲ8-2,8-5のみで出土し，円形建物の中心施設
では発見されていない。
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ＶI層６点（６，３５，４９，６４．，６５，７６）を発見した。Ⅵb層のピット中より貝製品（64.）が出土した
が，他はすべて単独である。
Ｖ層９１点（７，１１，１５，３６，３９，４３，４４，５２，５７，６９，７０，８０，G349d）を発見した。Ｎｏ５７はVa層に
伴い，床下に通気孔（ベンチレーション）をもつ小建物の，孔内の埋土に混じって出土した。７８個で構成され，
連ねると首に巻けるほどの長さとなる（PL39a)。テルの中心部から放射状に延びる狭い通路：Ｃｌ中（36）と，
通路２（７，７０）からも出土があり，さらに公共の建物と考えられるRooml4から１点が出土した。XII-l2区
では水晶製管玉２点（11,15）と貝環（80）を発見したが，遺構に伴うとは考えられない。ここは穀物倉庫と考
えられる小建物間にある空き地であった。
１Ｖ層２７点（１３，１９，２１，２４，２５，２７，２８，３３，８１，G349a，G349b，G349e）が出土した。テルの南東
側，即ちグリッドXIV～XVI-11,12区付近(Figl）に比較的遺物が集中した，ツノガイで18点あった。
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ＩＩＩｂ層カーネリアンの平玉形ビーズ１点を発見したが，図示していない。以上のＥＤＩ期に伴うビーズ
類は，Ｎｏ５７を除きすべて当時における遺失物と考えて良いだろう。
材質
金属製，石製，貝製，骨製，焼成品に大別できる（Table１，３)。
金属製では銅と，鉄製（前一千年紀以降）がある。石製では凍石，石灰岩，大理石，水晶，瑠璃，赤鉄鉱，花
崗岩，石花石膏，方解石，黒耀石，蛇文岩，ラピスラズリ（ＥＤ期以降)，カーネリアンのほか，不明の石が利
用きれる6)。貝製は二枚貝，巻貝，角貝および淡水産と考えられる貝である。骨製はすべて獣骨である。焼成
品，すなわち熱処理の施された製品には，テラコッタ，ファイアンス／フリット，焼いたか施釉した凍石
Glazed/bumtsteatite（以下，焼凍石という)，施釉，ガラスなどがある。このほか現代に近い遺物ではプラス
ティックと考えられるものも出土した。
凍石は灰色を中心として，黒色に近いものや，焼けたためか，白灰色を呈するものまで色調は変化に富む。石
灰岩についても白色や乳白色が主流ではあるが，赤色がかった例，灰色などが存在する。黒色系で石灰岩質の石
は"bitumemouslimestone”に相当すると推測されるが，ほとんど不明とした。大理石にもヴァリエーションが多
Table2CIassificationofmustratedbeads，pendantsandlings．
Shape(Type）
TI1hI1lnT
Cyljndrical
Disc
Numbers
l，２，３，１０，１１，１２，１３，５４a，５５a,５６，５７c，５７．，５９a，５９b，６３a，６３b，６３c，６３y,６３qq，８９h，８９Ｌ
15,39,43,45,49,54b,５７４５９c,６０h,６０i,６０k,６１a,631,63,,63丘,６３ss,８４b、
24,26,27,28,29,33,35,41,42,57e，５７h，５７i，５７j，５７k，５８b，58.,58e，582589,60a,６０b，
60c，６０．，６０e’６lb，６１c,６１．，６３．，６３e，６３r,８４a，
２３，２５，３１ｊ３４，３６，３７，３８，４０，４４，４７，４８，５２，５３a，５５c，５７９，５７１，５７，，５７，，５７０，５７p，５８c，５８h，
58k,599,59i,５９j,６０j,６lb,６２b(?),６３f〉639,63h,６３i,６３k,630,84c,84.,84e,８９e,８９j
62e,６３p，６３s，６３t,85..
21,50,51(mceted),５７b(?),５８i,５８j,601,60,,85Ｇ
１6,63x(?)，８５a(?),899(?)．
14,58a，８５b、
２２，４６，５８１，５９h，６３，，６３q，８８c,８８．，８９b，
30,32(?),６０f,609,63j(?),８９f,９２(?)．
87a,８７b,８７c,８９c,89.,90(?)．
59e，６０，，６３Ｖ、
63u，
１７，１８，６０o，６０p，６０q，６３Ｗ、
53b，５５b，
９，６３cc，65.
88a，８８b，８９a，91.
57a(biconvex),62.,89k,891(hand-shaped),９０．
４，５，５９．，６２a．
Discoid
Flangeddiscoid
Biconiml
Elongatedbiconical
FIattenedbiconfml
Barrel-shaped
Spherical
Flattenedoboid
Diamond-shaped
Triangular
Spacerbead
Segmentedbead
Double-holebead(?）
Cutbead
Othershapedbead
RightanglepeIfOration
pendant/bead
Pear-shapedpendant
Shellpendant/bead
SheUbea｡/button(?）
Bell-shapedpendant
Animal-shapedpendent
Longpendant
Othershapedpendant
Un6nishedbead/Pendent
Ring
6．
bivalve：５８，，６３z，６４f,649;gastropod：６０s，６２c，６３aa，６３bb，６４ｅ
６３Ｌ６３ｍｍ,６３，，６３００(?)．
63..,64a，６４b，６４c，64..
19,
8,59ｆ
20(square?),58,(hemispherical),６３pp(unlmownshBlped)．
7,21.
60r,６３ee(?))６３fL63gg,６３hh,６３ii,６３jj,６３kk,６６(openling),67,68,69,70,71,72,73,74,75’
７６，７７，７８，７９，８０，８１，８２，８３，８６ａ８６ｂ１８６ｃ．
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<，黄緑色（これはオニックスの可能性もあるが)，黒灰色，黒色と灰色のストライプ，白色などが観察され
た。水晶は全て透明なものを使用する。砺瑠には苔瑠璃と称されるものがあった。花崗岩とした石は火成岩で，
白色の地に黒色の斑点が存在する，黒斑は点状を成すことが多いが，筋状で白色の地に貫入することもある，白
色と黒色の割合はおよそ２：ｌであり，硬度４－５程度の比較的固い石である。黒耀石製では薄緑色を中心とし
て，淡緑色，黄緑色，緑褐色などの僅かな色調変化が観察できる。しかし文中ではすべて緑色黒耀石で統一し
た。蛇文岩は硬度の低い淡緑色の石をさす。不明の石には紺黒色の石（スレート/頁岩？）や，ヒスイ状の淡い
緑色で白濁を伴うものなどが存在した。
ＪＮ－ＥＤＩ期における材質ごとの出土傾向を見ると（Tablel)，加工しやすい凍石製ビーズが最も多く，緑色
黒耀石がこれにつづく。水晶も好まれた材質・製品の一つで，大理石やカーネリアン，石灰岩も比較的多い。詳
しくはＴａｂｌｅｌを参照願いたい。
形態分類
研究者間でも名称の統一を得るまでにはいたっていない。基本的にWooUey〔1934〕，MaUowan〔1947〕など
を参考とし，その名称を使用する。
ビーズでは管玉形Tubular，円筒形Cyljndncal，平玉形Disc，臼玉形Discoid，算盤玉形Flangeddiscoid，双円
錐形Bicomcal，長双円錐形Elongatedbicomcal，扁双円錐形Flattenedbicomcal，樽形BanEel-shaped，球形
Table3Materialofmustratedbeads,pendentsandrings．
Material
Coppe[ﾌﾟbronze
Bone
Terracotta
Faience/hit
G1nzFT1
GlnRR
GIazed/bumtsteatite
Steatite
Tjmestone
M月ThlF9
Limestonehnarble(?）
Rockcrystal
Agate
CamF1linn
Hematite
Granite
A1abaster
Calcite/gypsum
Obsidian(?）
Sementme
Lapislazuh
Unknownstones
Bivalve
Gastropod
Numbers
54a,553,56,633,63b,６３c,８６a,８６c(Iron)，
10,59.,63cc(?)．
43,44,45,46,47,48,49,50,51,52,５８Ｌ５８k,６３q,８４a,８４b,８４c,84.,84ｅ
２，１７，３０，５３b，５４b，５５b,６０f,609,60hj60i，６３h，６３L
89j,８９k,891,90,92.
87a,８７b,８７c,８８a,８８b,８８c,88.,89a,８９b,８９c,89.,89e,８９A８９Ｌ
32,55c,５８i,５９e,６０j,６０k,601,60,,60,,60p(?),６０q(?),６３v，
31,34,57h,５９b(?),５９c,６３j,６３k,631,63,,63,,630,63p,６３r,６３x(?)．
3(?),9,26,28(?),29,58c,５９i,600,63.,63e,６３u,６３Ｗ,82,83.
4,8,33,35,42,57i,５７j,５７k,571,57,,57,,58e,５８f,５９Ｌ６２ａ、
５，７，５８，，６２b、
６，１１，１５，５８b，６１．，６３s，６３t、
13,27,58.,899.
23,24,25,61cl62e，
16(?),36,37,57458h,５８１．
３８，５７０，５７p，６１a，６lb、
12.
20,21,53a
60a60b，６０c，６０．，６０e、
22,39(?),８５h
85c，85..
14,19,40,41,57a,５７b,579,58a,589,599,5911,59j,６３f,639,85a、
58,,63z,６４Ｌ６４ｇ(?),65.
1,59a,６０r,６０s,６２c,６３y,６３aa,６３bb，63..,63ee,６３ff,6399,63hh，６３ii,６３jL631d[’６４a,６４b，
64c,64.,64e,６６，６７，６８，６９，７０，７１，７２，７３，７４，７５，７６，７７，７８，７９，８０，８１，８６b、
３，５７c，５７．，５９a，６３qq，６３m63ss、
57e，62.,6311,63ｍｍ，６３nnj63oo，６３pp，８９h．
91(Plastic?)．
Dentali11m
UnlmownshPll
UnlmownmnfPrin］
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Sherical，扁楕円形Flattenedoboid，菱形Diamond-shaped，三角形IYiangu1ar，スペーサービーズSpacerbead，
双孔形ビーズDoubl-holebead，環節形ビーズSegmentedbead，カットビーズなどの用語を使用する。
管玉形と円筒形の区別は，高さが径の２倍以上あるものを前者とし，ｌ～２倍未満を後者とする。Ｔ玉形と臼
玉形は，高ざが径と同じかそれ以下で，側面が垂直に整形され，かつ上・下面が平行なものを平玉形と呼ぶ。同
じ高径比をもつものでも，側面形が平行でなくややいびつな例は白玉形となす。臼玉形のなかで側面の中央が稜
状に張り出したものを算盤玉形とする。算盤玉形と双円錐形の区別は，高さと径の比率をもって行い，ｌ：1以上
の高さのものを後者とする。様々なヴァリエーション，たとえば有面双円錐形Facetedbicomcalなどは基本分
類，即ち双円錐形の範嬬に含めた。
孔が製品の中軸線上を貫通していない例や，著しく偏在して穿たれていて，垂れ下がった状態で使用されたと
推測される製品を，ペンダントと呼び，ビーズと区別する。ペンダントについても多くの形がある。円筒形で上
小口面と側面に孔を穿ち，孔をＬ字状に連結させたものを直角孔形ペンダントRightanglepe]forationpendant
と称する。このほか洋梨形Pear-shaped，二枚貝製，巻貝製，釣鐘形BeU-shaped，半球形Hemisphericalなどが
ある。両端が丸くなって終わる長い製品,を長形ペンダントLongpendantと称する。一部の製品（特に貝製品）
については，ビーズであるのかペンダントか類別の困難なものが存在したが，ここでは説明の都合上どちらかに
組み込んだ。なお，用語の混乱をさけるため，大きさを表わす際にのみ「型」を使用する。
石製品他
管玉形ビーズ２０点以上が出土した（Table２参照)。径高比ｌ：２以｣=と規定したため，径に影響され，個体
差が著しく大きくなる。総じて巻貝の１１１１を原料とした製品（１，５９a，６３y）は，著しく大型で，最大長９９ｍｍ
に達する例（59a）が存在する。貝製品の模倣品と考えられるファイアンス／フリット製？（２）や石灰岩製
(3)，および凍石製（63x）も，径は１０ｍｍを超える大型である。このうちNo63xの側面には浅い螺旋状の溝
が刻まれており，貝製品を忠実に模して製作されたことが判る。また，Ｎｏ３の側面には径４ｍｍ，深さ２５ｍｍ
ほどの浅く不規則な円孔が存在する。これら大型の製品は，いずれも中央付近に最大径を有し，両端が僅かに細
くなって終わる。そのため長双円錐形ビーズとの区別が難しい例（63x）が存在する。ちなみに最大径に対する
端部径は，平均で67％に減少する。大型製品では完形品が少ないが，ほとんどが60-70ｍｍ以上の長苔を有し
ていたと推測して良いだろう。
長さ３５～45ｍｍの中型の製品も比較的多く出土した（１０－１３，５９b)。形態は大型と同じように中央部が僅か
に膨れている。小さい管玉形製品では長さ１０～20ｍｍ前後が多い。なお，銅製，ツノガイ製，環節形ビーズ
も，基本的には当該種の範蠕に含まれる。穿孔はほとんど両面から成されたようである。
円筒形ビーズ管玉形と平・臼玉形の中間形態を示す。このため出土数はさほど多くなく，おもに小・中型
の製品で占められている。石製品が主であり，貝製（ツノガイ)，ファイアンス，テラコッタ製などを含む。基
本的には側面が直線状をなすものが多いが，樽形に近い形のものもある。水晶や花崗岩などの固い素材を利用し
た製品はすべて両面穿孔，テラコッタや凍石などは片面穿孔が多い。最大例は２０ｍｍ（15)，最小例は３ｍｍ
(631）であった。
平玉形ビーズ円筒形ビーズよりさらに短く平らな製品で，出土量は比較的多い。しかし臼玉形や算盤玉形
との区別が難しい例が多かった。ほぼ小型の製品に限られており，材質は多'１皮にわたる（Table２，３)。出土品
中での最大径はｌ５ｎｍ（42,84a)，最小径は３ｍｍにすぎない（60a，６０b，６３e)。高さは１－７ｍｍの範囲にあ
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ろ。概観すると径６～１０ｍｍ，高さ３～４ｍｍのものが多い。穿孔は固い材質の製品はすべて両面から，比較的
柔らかい凍石や大理石製では一方向からなされている。Ｎｏ６０の緑色黒耀石製平玉を例にとると，径は３－５
ｍｍ，高さ（厚さ）は1-2ｍｍのものがほとんどで，側面形は僅かに丸味をもたせて仕上げてあり，平面形は
正円をなすものは少なく，なだらかな稜を残したものが多い，穿孔は例外なくすべて二方向からなされ，１－２
ｍｍの細い孔をなす。
臼玉形ビーズ厳密に平玉形ビーズと区別できないものが多い。球形ビーズとの中間形を呈する例（32,
63j，６３k）や，紡錘車に類似する形態をもつ貝製品（63U-63oo)，石製品（62b)，さらには仕上工程が雑なた
め，側面に面もしくは稜のある製品（hlceted）など，多くのヴァリエーションがあり，出土量は最も多い。側面
を丸く整形した石製品の平面形は丸く整っている。一方，側面の整形が雑な製品の平面図は整わず，方形に近い
ものもある。特に後者は大理石製や白と黒色の花崗岩製品に多く観察された。球形との中間形を呈する製品は，
凍石などの柔らかい材質で，比較的丁寧に製作されており，ほとんど小型ビーズに限られる。テラコッタ製品は
比較的大きい。法量や穿孔方法は平玉形ビーズとほぼ同じである。なお紡錘車状の製品についてはｐｌ７８を参
照願いたい。
算盤玉形ビーズ臼玉形ビーズのうち側面の中央が稜状に張り出し一周したものをいう。しかしＥＤｍ期
頃の製品に比べ稜はなだらかである。その点，前アケメネス朝期の墓から出土したラピスラズリ製品（85.）
は，典型的な算盤玉形ビーズといえる。ＪＮ－ＥＤＩ期では僅か４例の出土で，カーネリアン（62e)，水晶
(63s，ｔ)，凍石（63p）がある。径は５～10ｍｍ，高さは２～3ｍｍである。
双円錐形ビーズ－部の製品では樽形ビーズとの区別が難しい。テラコッタ製（５０，５１，５８j)と，焼凍石製
(58i，６０１，６０m）に，この形をもつものが多かった。石製では未完成品（21)，黒色の石（57b）などがある。テ
ラコッタ製品には面取を行ったものも存在した。Ｎｏ２１の稜は鋭いが他はゆるい。小型の製品はなく，最も小さ
い例でも７ｍｍほどの高さがある。さほど普及した形とはいえない。
長双円錐形ビーズ４例を挙げたが典型的な例は存在しない。管玉形ビーズのうち，胴部がふくれた例
(２，３）などを長双円錐形に分類する研究者もいる。グッバのＪＮ－ＥＤＩ期の製品にはあまり多くない。
扁双円錐形ビーズ２例（14,58a）が出土したが，No57aもこの変形といえる。比較的大形の製品が多
く，首飾の中心飾として配されていたようだ。材質も当時としては貴重な石が使用されたと考えられ，緑白色の
石（14)，マーブル/オニックス？（57a)，ヒスイ状の淡緑色の石（58a）などがある。整形は丁寧で，穿孔は両
面からなされている。ＪＮ～ＥＤＩ期に特徴的なビーズの一つであるが，出土数は少なかった。
樽形ビーズＪＮ－ＥＤＩ期の製品６点を図示したが，Ｎｏ５８に伴うテラコッタ製ビーズ29点のほとんどは高
さ６～8ｍｍの樽形である（PL40-b)。Ｎｏ５９にも10点以上の樽形が含まれ（PL40-b)，Ｎｏ６３にも３点のテラ
コッタ製品が伴う（PL40-a)。つまりＪＮ期の樽形ビーズの大部分はテラコッタ製なのである。
球形ビーズＪＮ期では６点を図示した。いずれも小型で（径２－４，高２－３ｍｍ）凍石，焼凍石，ファイア
ンスなどの柔らかい素材を使用し形成する。特にＮｏ６３の首飾（？）に伴うビーズの大部分は球形に近い白玉
形で構成されていた（PL40-a)。
菱形ビーズ３点（59e，６０，，６３Ｖ）がＶⅡ層から出土した。素材はすべて焼凍石で白色を呈する。形は一
辺が８－１０ｍｍを計る平行四辺形で表,裏面は平ら，断面形は台形に近いものがある。表・裏面には整形時に付
いた浅く並行する擦痕が残っている。孔は長い対角線方向に沿って，辺の中心付-近の４箇所から45度の角度で穿
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たれていた。結果的に対角線方向に平行する２孔を形成する（PL39-b)。
三角形ビーズ灰白色の石灰岩製である。著しく小さく，４面の三角形をもつ。このうちの２面にはドリル
技法による３個の装飾が施してある。孔は装飾のない２面から穿ち連結する（63u)。ビーズとすべきかペンダン
トとすべきか疑問である。
スペーサービーズすべてＶⅡ層に伴って出土した。材質はファイアンス／フリット，焼凍石，石灰岩，テ
ラコッタである。以下に一覧を示す。
Table4Detailofspacerbeads．叩一町四ｍ帥帥侭
０
ｐ
ｑ
ｗ
MatBrWI1
Faience/mt
Telracotta
Limestone
Glazed/bumtstenfi↑p
Glazed/burntstP河fife
Limestone
Color
White
gray
white
wmte
white
white
Shape
rectangular
elongatedovoid
rectangular
rectangular
rectangular
rectangular
Size(ｍｍ
２２ｘ８Ｘ５
３０×８×５．５
１５×５×４．５
１７×７×３．５
１７ｘ７５ｘ４
１７×６．５×４
Decoration
encircleddots(10＋10）
none
drimngs(6＋6）
encircleddotsUO＋10＋1）
encircleddots(9＋8＋1）
dnllmgs(6＋6）
Pemration
４
６
３
４
４
３
色調は白色系が多く，形は長方形が主である。長さは最大３０ｍｍ，最小１５ｍｍで比較的小さい。装飾を施す
例が多く，ドリル技法による円文，コンパスによる円（圏）点文が表裏と小口部（60p，６０q）にある。コンパス
による施文は１ｍｍほどの深さに達する例が在存する。No60pの施文は全体の形を整える以前に施されてい
た。孔は石灰岩製では二方向から，凍石やファイアンス／フリット，テラコッタ製は片側から穿つ゜No63wは
長期間使用されたためか，孔の周辺がすれ凹んでいた。
環節形ビーズ２例がＶⅡ層に伴って出土した（53b，５５b)。ともにファイアンス製で脱色し白色となって
いる。No53bには孔に直交して四つの環節を認める，しかし５５ｂは痕跡程度しか残っていない。このほかにも
ⅥI層出土のファイアンス製品では，調査時点においては明らかに環節を看取できるものがあったが，採取に際
して破存することが多かった。それらは小型で管玉形もしくは円筒形に限られていた。色調は白色が多いが，数
点表面に薄い青色が被膜状となって道存している例も存在した。
双孔形ビーズ石灰岩(9)，骨？（63cc)，貝（65）製がある。いずれもビーズとしては比較的長く（35-
72ｍｍ)，両端近くに大きめの孔が存在する。Ｎｏ９は自然石（？）を利用したため断面は厚いが，他の２点は薄
く，板状である。ビーズやペンダントと組み合わせて利用したと考えられるが，どのように展開するのか明らか
でない。なお直角孔形ペンダント／ビーズ（４，５，５９．，６２a)の一部についても，当該種と同じように双孔形の
製品があることが，ソンゴルＡ遺跡出土例〔KamadaandOhtsul988〕から明らかとなっている。
銅/青銅製ビーズ６点が出土した。いずれもⅥI層からである（54a，５５a，５６，６３a-c)。形態はすべて管
玉形である。叩いて薄く廷した板を巻き込んで製品となす。首飾などの部品として石製ビーズとともに使用され
る。Ｎｏ６３ｃの小口にはツノガイが挿入してある。技術的にも稚拙で，グッバでは中空の鋳造品を形成する技術
が未発達であったことを示唆している。
骨製ビーズ３点が出土した（10,59.,63cc？)，いずれもＶⅡ層に伴い，管玉形（10)，直角孔形ペンダ
ント／ビーズ（59.)，薄い双孔形ビーズ（63cc？）がある。３例とも石製品に似せた形をもつ。
半成品ＥＤＩ期の層からは２点の未完成品が出土した（７，２１)。Ｎｏ７にはゆるい８角形の面取りがあ
り，孔は３，ｍの深さまで達している。穿孔が完了したのち側面の稜を取り除くのか，あるいはこのまま残すの
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か不明である。Ｎｏ２１もビーズと考えられるが，孔は穿たれていない。
直角孔形ペンダント／ビーズ４点が出土した，層位不明のＮｏ４を除き他はすべてＶⅡ層に伴う。
NoM3fPTinlColorLength/height(m､）DiameterRemarks
３１
３２
ext6
ext33
Marble
Marble/lhnestone
Animalbone
Marble
6.5-8
7-9
3.5-4.5
6-8
。
．
３
０
〉
ｎ
ｚ
４
（
Ｆ
Ｏ
Ｆ
ｏ
（
０
gray
white
darkgray
white
blackenedbyire
brokenlnantiquity
白色系の素材を使用し，丁寧に磨いて整形する。径は孔付近が小さく下部はやや太くなる。Ｎｏ４と５は下部
が丸く仕上がっており，ほぼ完形品と思われるが，他の２点は下部を欠失するため，どのように展開するかわか
らない。ソンゴルＡ出土例を参考にすると，双孔形ビーズのごとく，横位置に釣り下げることもあったよう
だ。グッバのＪＮ期に特徴的な製品である。
洋梨形ペンダント水晶製品1点がⅥ層から出土した(6)。整形は丁寧とはいえず，面が残る，穿孔は二
方向からなされている。
動物形ペンダント／アミュレット平滑な紺黒色の石（ストレート？）を使用し四足獣を象る，頭部を欠失
する（19)。孔は胴の中央に両面から穿つ゜Ⅳ層出土。
長形ペンダントＶ11層から２点出土した（８，５９f)。ともに大理石製で，両端がなだらかに丸まって終わ
るよう丁寧に整形されている。孔は両面穿孔である。
方形（？）ペンダント石膏の結晶もしくは方解石を利用した製品で大半を欠く（20)。孔は大きく装身具
か否か不明である。
半球形ペンダント白色の石灰岩/大理石を利用する，側面に２孔が水平方向に穿たれている（58,)。
貝製品
二枚貝，巻貝，ツノガイ，淡水産二枚貝（？)，およびその製品が出土した。しかし専門家による材質鑑定は
行っていないので"種，，不明のものもある。
二枚貝貝殻本体をそのまま利用した例（58,,63z，６４f）と，部品を加工したと推測されるもの（63U－
００，６４９，６５）が存在する。このうちNo63U～００は二枚貝製であるのか，あるいは巻貝の一部を利用したのか
判然としない。さらにNo64gが}鍼水産か淡水産かについてもはっきりしない。貝殻をそのまま利用した例は，
殻頂から縁部に達する放射状の条線と溝を特色とする貝（ザルガイＱｚｍｊｉａａｃもしくはサルポウガイＡ"αdo、
？）である。殻高は最大42ｍｍ（64f)，最小２６ｍｍ（58m）であった。いずれも殻頂付近に径４－６ｍｍの孔を
穿ち，ビーズもしくはペンダントとして利用する。なかでもNo58mは長期間の使用のためか，孔の周辺は擦れ
滑らかになっている。このほかテルの端部で発見したＥＤＩⅡ終末期頃に比定できる墓からは，内部に化粧用の
黒色顔料が詰った完全な二枚貝を発見した（次号ラーフイダーンＸI巻参照)。
紡錘車に類似する平面形をもつ製品（63U-oo）の径は26-15ｍｍ，厚さは’一３ｍｍで，断面はカーブして
いる。表面は殻表を取り除き平滑に仕上げてある。Ｎｏ６３ｎｍと６３００には殻表を取り除いた際の擦痕がついて
いる。つまり完成品は陶器質の表面をもっていたのである。用途は明らかでないが，ビーズと同じか，環と同様
の使用形態を想定することができる。あるいはボタンとしての使用である。なおNo63ppが巻貝か二枚貝製か
は不明である。このほかⅥI層からは，明らかに未加工と認めうる二枚貝が出土した。淡水産と推定されるカラ
スガイ？（PL42-g，ｈ）と蛾水産のカキ（､sがgjmc/C池SSDS舵α？：PL42-e，ｆ）である。
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巻貝玉，垂飾，環などに利用される。最大の巻貝製品は長さ９９ｍｍ，径１３ｍｍの管玉形（59a）で，
グッバのＪＮ期を特徴づけるビーズの一つである。貝製大型管玉のほとんどはイトマキポラガイFascjo/αγia
t7TZPgzj況沈を素材としているとされ〔Gensheimerl984：６９〕，製品の側面に沿って，浅い螺旋状の凹みやヒビ割
れが観察できる（１，５９a，６３y)。いずれも表面は滑らかに仕上げられ，中央付近に最大幅を有し，両端は少し
細くなって終わる。孔は両方向から穿たれ貫通している。孔内にヤカドツノガイを挿入した２例を，貝製
(59a）とその模倣品である石製品（３）で確認した。端部の磨滅を防ぐための配慮とみられる。なおＮｏｌは
カーブしているが，これは二次焼成により変形したためである。
小玉（57ｅ：平玉形，６２．：扁円筒形）は丁寧な作りである。厚い殻もしくは軸部を利用しており，今日なお真
珠光沢を残す。
小型の巻貝製品では貝殻に大きな加工を施さず，穿孔を行うのみでビーズやペンダントとして利用された。側
面を穿孔したタカラガイCowriesheU（60s)，ノシガイＥ'Zgi“池β"`ｊｃａγjａ（62c，８４：ＰＬ４３参照)，不明の貝
(64e）や，殻頂をたいらに擦り切り，そこに孔を穿った種不明の巻貝（63aa，ｂｂ）などである。このほか特異な
例として釣鐘形を呈する一群の垂飾（63..,64a～｡）がある。これらは巻貝を横方向に半裁して製品と成す。す
べて頂部から５－１０ｍｍ下方に，径４－５ｍｍの小孔の痕跡があるが，孔が完存するものはない。このうちのＮｏ
６４ｄには孔と共に－条の沈線が配してある（PL42)。形態的には殻軸を残すもの（63..,64b，６４c）と，軸を取
り除いたと考えられるもの（64a）がある。
環は}鍼水産巻貝を輪切りとし，軸部を取り除
いて整形したものであり，多くはフデガイ
ConussheUを素材としているとされる
〔Gensheimerl984：６９〕・グッバではおもに
ⅥI層を中心として，ほぼＥＤＩ期を通じて３０
点以上が出土した。右に数値の明らかな環の計
測値をしめす（Table5)。
法量についてみると，外径は20-30ｍｍの
範囲にあり，平均値は２４．５ｍｍとなる。内径
は外径に比べ偏差が大きい。最小内径は３－４
mm，最大内径は１８ｍｍに達し，おおむね１１
ｍｍ以下と15ｍｍ以上に二極化するように思
われる。高さは４～１０ｍｍの範囲にある。側面
は平行な例と，片側が反対側の２倍に近いもの
がある。内径が大きな値を示すグループでは，
総じて丁寧な整形（みがき）が行われており，
断面も薄く，稜は取れ，丸みをもつ（63hh，
ii，ｋｋ，６７－７０，７３，７５)。一方，内径の小さい
例（60r，６３ee-gg，６３jj，７２，７４，７６－８１）の
断面は厚く，しかも不定形である。つまり，前
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者と後者では，明らかに製作工程に差が認められるのである。これは使用形態の差異を示唆しているのであろう
か。なお，No63eeは特異な例で，内面の加工は行なわれていない（PL41)。
ⅥI層出土の石製環（83）と層位不明品（82）は貝製品の模倣品とみなしうる。決状の貝製品（66）は環と同
じ技法で極めて入念な整形がなされている。断面は方形，両端は尖り気味に終わり，浅い一条の沈線が各端部付
近に施されていた。環と異なる使用目的の製品と考えられる。このほか未加工(？)の巻貝（PL42-c，。）も出土
したが種は不明である。
角貝グッバ出土のツノガイ製ビーズの多くは，殻頂から縁部に向って放射状に走る８本の丸い肋がある。
ヤカドツノガイＤＣ"､/j""zOcjzz)Zgz`/α如沈で，インド洋，ペルシア湾に多産するとされている〔アポット・ダン
ス箸1985；Beckl931〕・数点ではあるが，種が異なると思われる表面が滑らかな例（63rr）が出土した。総出
土量は約50点に達し，おもにⅦ層に集中していた。製品はいずれも管玉形をなし，比較的長いものには僅かな反
りがある。最長例は３１Ⅱ、（57c)，最短例は４ｍｍ（63ss)，平均的な長さはおよそ15-20ｍｍである。径は一
端がやや大きく，他端は僅かにすぼまる。平均すると４ｍｍほどの径をもつ例が多い。小口部分は水平に切り，
なめらかに仕上げてある。多くは首飾などの構成品として他のビーズと組み合わせて機能したようだ。前述した
が大型ビーズの孔の補強を目的として利用されることもあった。
構成
グッバ出土のＪＮ－ＥＤＩ期のビーズの多くは，遺失物もしくは不慮の事故に伴うと考えられ，オリジナルな使
用形態の判るものが少ない。この中にあたって，Ｎｏ６０は比較的原形に近い姿を留めた遺物であった。出土状況
は異例で（Fig3ハ図化にも限界があるが，組合せ方法などの一端を知ることができた。総出土数は625個。構
成は緑色黒耀石製平玉561点，焼凍石製の臼玉や双円錘形玉45点以上，菱形玉１点，スペーサービーズ２点。
ファイアンス製玉11点以上，ツノガイ１点，巻貝製環１点，タカラガイ１点，石灰岩製臼玉１点，スペーサー
ビーズ1点と，数に加えることができなかった白色のパウダー状ビーズ多数よりなる。全製品の現在の色調は淡
緑色と白色，および貝製品の真珠色が加わるが，シンプルで白と緑のあざやかなコントラストを演出する（ファ
⑥
⑭
。
〃Ｐｏ
ｓ
鬼電
6,, ､糠
０－$＆
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。 ①ｎｌｕＯ
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Fig.３SketchplanofNo，６０beadsかzslMZｲ，soUdblacksmdicatewhite-coroledsmallbeads．
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イアンス製ビーズに薄い青色を呈するものが数点存在した：６０９，６０i，カタログ参照)。出土状況から知られる
組合せは，スペーサービーズをほぼ等間隔に３個配し，間を小型の玉で充填する。スペーサービーズ間には77個
以上が配されており，まずスペーサービーズに接して両側に白色を呈するファイアンス玉か焼凍石を３～５個連
続させ，白色の区画をつくる。つぎに緑色玉16個，あるいは21個を連続させ7)，さらに白色玉数個を配し，これ
をくりかえす。即ち，各スペーサービーズ間は白一緑一白一緑一白一緑一白の区画となっていたと考えられる。
菱形ビーズと貝環および角貝がどのように使用されたか明らかでないが，出土時点では貝環の上に菱形ビーズが
乗り，緑色ビーズのラインが菱形ビーズの一つの孔に接していた。あくまでも推測であるが，菱形ビーズや環は
この首飾の端部仕末用の製品ではないかと考えられる。なおＰＬ３９－ｂに示した連結状態での写真はあくまでも
参考である。写真では白色ビーズが著しく少ないが，それは，ファイアンスや焼凍石が連結にたえないほど脆化
していたためである。また写真では３重連となっているが，これは石灰岩製スペーサービーズには孔が三つしか
ないためであり，この石灰岩製品は後補の可能性が強く，オリジナルは４重連であったと考えられる（Figl9a
参照）
Ｎｏ５７も首飾として使用されたと考えられる。中心節と思われる玉は２５ｍｍ以上の幅と長さがある。平玉や
白玉は微妙に大きさを違えており，これをたくみに組合せていたと推察される。角貝２点が伴うが，あるいは端
部仕末用であったかもしれない（PL39-aL
No63は総数1314個以上，連ねると４ｍにも達する。出土状況でも触れたが，これがすべて同一の首飾，もし
くは他の飾りに帰属するか否かは不明である。写真（PL40-a）でも判るように，この一括遺物の中心を占める
のは凍石製の小玉（臼玉形）である。あるいはこれらの小きい玉のみでもって，一連の飾りを形成していたのか
もしれない。またスペーサービーズが伴うことから，重連の首飾（？）が存在した可能性も否定できない。
このほかＮｏ５８や59は，連ねると首飾として使用できるだけの長さと数がある（PL40-b)。ともに大型の玉
を中心に配していたと思われる。
総数が少なく連ねてもその径が１０ｃｍにも満たない一括出土品は，腕輪として使用された可能性がある。
ディヤラ河流域のＥＤＩ期の墓や，シュメール地域の墓には腕輪を伴う埋葬が発見されていることも，その可能
性を強める8)。
なお，グッバ出土の印章に関しては，すでに前号で紹介したが〔井1988〕，円筒・スタンプ印章とビーズと
の共伴関係は，ＪＮ－ＥＤＩ期を通じて確認されなかった。それは，印章の保持形態を間接的に示しているといえ
るかもしれない。
２．ＥＤＩ期以降
ＥＤＩ期以降，現代までを包括するが，出土遺物は少ない。遺物の説明を行う前に，本論の主旨には沿わない
が，ビーズおよび指環を発見した二つの墓：墓ｌと墓２に関して，その概略と共伴遺物について記述しておきた
い。
墓１（Fig4）土壌墓，主軸方向は略東南を示す。砿は長さ190cm，幅80-100ｃｍの長方形で２段に掘
り込む。棺に相当する２段目の掘り込みも隅丸長方形で，上辺が狭く，下辺が僅かに広く掘削してある。内法は
156ｃｍで成人を伸展・屈肢葬するスペースはある。蓋は39-42×39×９ｃｍの日干煉瓦製で，それぞれ片側に４
枚を配し，中央で合掌形に合せており，部分的に３枚厚の日干煉瓦で被覆した箇所も存在した。目詰は灰色の練
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土が使用され（図中の濃いドット部分）煉瓦間を丁寧に覆う。被葬者は成人と推定されるが，墓の内部を棲家と
した小動物のため，著しい撹乱を豪っており，人骨は遊離していた。従って被葬者の頭位や，埋葬の状態は不明
である。このような状況にあって，土器のみはほぼ現位置を保つ遺物と見なしうる｡曠内の埋土はすべてフルイ
作業を行い，小遺物の検出にあたったが，４点のビーズ（85a-d）を発見したにすぎない。伴出した土器は，僅
かに外反するロ縁部，直立する頚部，ラグビーポール形のⅢ部，削り出されたボタン状底部を特色とする。色調
はピンク色がかったクリーム色で，胎土は水ごしした精良なもの，焼成は堅級である。整形は胴部外面の下半か
ら底部にかけ丁寧な篦削りを行う。外面には薄いスリップがかかっており，底部付近はリザーブ・スリップ状と
なる。この土器と同じ特徴をもつ遺物はグッバからは発見されなかった。一応，墓の構築年代をカッシート期以
降でアケメネス朝期以前であると想定している9)。墓の位置については次号ラーフイダーンＸI巻参照。
テル．グッバ出土の遺物１８３
伴出のビーズはラピスラズリ（85c，８５.)，サーペンタイン／クロライト？
(85b)，黒色の石（85a）製で，いずれも両面穿孔されている。形態は，扁双円
錐形（85b)，双円錐形（85c)，算盤玉形（85.）などである。ラピスラズリの
色調は深く濃い藍色を呈する。グッバ出土のラピスラズリ製ビーズはこの２例
のみである。
墓２（Fig.5）主軸方向を略東西にとる土壌墓。墓壊は楕円形で，長Iljll
l25cm，短軸約６０ｃｍを計る。城の残存は悪く，底面はほぼ平らである。被
葬者は仰臥屈葬の成人（女性？）であった。両手，両足を強く折り曲げ，手の
ビラで顔を覆っているように見える。副葬品は右手の指に嵌められていた指環
３個のみで，内側から鉄，貝，銅/青銅の順に並ぶ。墓の時代は不明である
が，鉄製環の出土を見たことから，前一千年紀以降の造営になると考えられ，
イスラム期以前の可能性が強い。後述する墓３，４に近い時期（パルティア／
ササン朝期）に比定できそうだ。
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銅製環は鍛造になると考えられ，断面が細くなる部分に合せ目が残っている（86a)。貝製環（86b）は丁寧に
製作され，断面も丸く滑らかに仕上げてある。外面には波状に連なる列点が施されていた。この環はより古い時
代の遺物を再利用した可能性もある。鉄製環（86c）は一部を欠失する，断面は丸く厚い。
No87～92はイスラム墓および表層出土の遺物で，中世から現代に属すると考えられる。Ｎｏ８７は赤紫色を呈
する扁楕円形のガラス製ビーズ10個で榊成される。No87bは最大例，８７ｅは最小例である。長さは９－１４ｍｍ，
幅は８～10ｍｍを計る。もろくこわれやすい（Pl43)。
Ｎｏ８８は表層付近で出土したが，イスラム墓にともなう遺物とみなしうる。９個出土し，カットビーズ４個
(白色２点，青色２点）と，樽形および球形のガラス製ビーズで構成される。ガラスの色調は青色３点，白色３
点，赤色１点，灰色２点である。比較的小さいビーズを組み合わせており，No88aが最大例である（PL43-
88)。
Ｎｏ８９は現代と考えられる小児墓からガラス製の輪（107）と共に出土した。これらのビーズには現在も悪臭
が残っており，極めて新しい遺物であることがわかる。総数は19個，ガラス製を中心として施釉，貝，砺瑞製品
で構成される。施釉ビーズはあざやかな青色を呈していた。円形で七つの孔をもつビーズは"７つの目”と称さ
れ，カルバラなどの門前町では現在も販売されている。また手の形をしたビーズ（891）も同じで，これらはイ
スラム教徒にとって護符の意味をもつとされる。ガラス製ビーズの色調は青，黄，白，緑色がある。砺瑠製
(899）は，８角形の面取があるユニークな製品である。この中のいくつかについては古い時代の製品を再利用し
たように思われる（PL43)。
Ｎｏ９０も悪臭を発する青色の施釉ビーズである。現代の製品であろう。
Ｎｏ９１は表層出土品，材質は不明であるが著しく軽いことからプラスティック製品と推定される。
Ｎｏ９２は薄緑色の施釉ビーズ。表面の一部は銀化している。
Ｇ343（PL43）は表層に近いイスラム墓より出土した。総数は16個で樽形３個と，球形のガラス製品で構成さ
れる。ガラスの色調には黄色と緑色がある。７点の黄色ガラスは高さ５～８ｍｍ，径は７ｍｍを計る。緑色ガラ
スは９点あり前者とほぼ同じ法量を示す。
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小結
ＶⅡ層の円形建物に伴うビーズ・ペンダントはすべて完成品のみで，半成品や製作工程を示す遺物は存在しな
い。苔らに玉磨き砥石，マイクロドリル，原料のぐずなども発見されなかった。調査区域が円形建物の中心部に
集中したため，工房を発見することができなかった可能性もあるが，調査範囲内では攻玉施設は存在しなかっ
た。全面調査を行っていない以上，あくまでも推測の域を出ないが，グッバ出土の玉類や装身具の多くは，完成
品が輸入された，といえそうだ。ただ，貝製品の一部については未加工のカキや二枚貝，巻貝が輸入され，貯蔵
されていたとみられることから，一部の製品はここで加工されたと考えてよい。銅製品や焼凍石，ファイアンス
などについても，その工房を発見することができなかった事実から，自給していたとすることはできない。しか
しテラコッタ製品についてはその限りでない。回廊Ｃ６に存在したピット1６（井戸？）の上部の窪みからは，石
製環の破片や紡錘車破片，接合可能な石器製作工程を示す剥片などが出土しており，簡単な石器関係の作業場と
して利用されていたらしいが，ビーズの製作は行われていない。
ⅥI層出土の装身具は2300点以上に達する。出土状況でも触れたが，極めて不自然な状態で発見されることが
多く，人物に伴う可能性が強い遺物はＮｏ６０のみで，他はすべて遺失物，もしくは不自然な状態で散乱してい
た。なぜ，かくも大量のビーズが検出されたのか興味がもたれる。円形建物には二度の大火災の痕跡が残ってい
た。火災が失火によるとは考えられず，むしろ攻撃・略奪などを想起させるものであった。建物内では，ⅥＩｂ
層の火事によって死亡したと考えられる，１７～18人を一括して埋葬(？）した竪穴を発見したが，どの人物もビー
ズ等の副葬品は伴っていなかった。このような状況にあって，ビーズは，円形建物中心部への入口の一つである
Ｒ３の前面付近を中心に，他の遺物と共に散乱していた。ここではVIIc期と，ⅥＩｂ層直後に２度の散乱がある
のである。推測をたくましくすれば，VIIc層期の散乱は，火事直後に建物の中心部に保管されていた貴重品
を，Ｒ３を経由して運び出したが，ここに散乱してしまった，と解釈することもできるし，ＶＩＩｂ層直後の散乱は
建物の上部に保管されていた製品が，ここに降りそそいだとみることもできる。また，すべてを火事直後の混乱
に起因する，とすることも不可能ではない。推測は興味が尽きないが，現時点では真実は不明といわざるをえな
い。
このように多量のビーズが発見された例としてテル・ブラクと，ニネヴェをあげることができる。ブラクでは
いわゆる“GrayEyeTemple''層から，日干煉瓦等に混じって極めて大量のビーズが出土したとされ，報告者は
聖地を清める意味をもっているのでは（－種のfoundationdeposit）と考察した〔MaUowanl947〕･一方，ニネ
ヴェでは，クユンジュクのイシュタルネ''1殿付近より約10000個のビーズが発見され，これらの遺物を“Vaulted
Tombs，，と関係させようとする報告がある〔CampbeU-ThompsonandHutchinso、1931：８２;CampbeU-Thompson
andHamjltonl932：７９〕。さらに，この建物に関係して，単なる墓ではなく巨大な収蔵庫で，その時代も前ニネ
ヴェ５期に遡るとする研究もある〔Algazel986〕が，時期や性格をめぐっては賛否がある'0)。この２例はとも
にグッバⅥI層に近い年代が提示されており，当時，多量のビーズが墓以外から出土することが知られている。
回廊４に集中していたビーズ類のうち，二度目の散乱について，テル・ブラクの解釈を当てはめると，納得いく
結果が得られるようにも思えるが，現時点では肯定も否定もできない。
材質からグッバのＪＮ－ＥＤＩ期のビーズを観察すると，金属製品は銅のみが使用され，すでにⅥI層期以前に
存在したとされる金'1)を発見することはできなかった。苫らに，ラピスラズリ，トルコ石も出土せず，当時の
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交易と対外関係に一石を投じる結果となった'2)。
VIIc層期の遺物中に琉珀と考えられるビーズ（589）が存在した。正式な材質鑑定を経たものではないが，琉
珀であるとすれば，小アジアを経由して，間接的に北ヨーロッパからもたらされたと考えられる'3)。いずれにせ
よ専門家による材質鑑定のまたれる資料である。
礪珊質の製品では，カーネリアンは多用されているが，ＥＤＩ期よりやや遅い時期にメソポタミアで好まれる
縞珊瑚は一点も出土しなかった。また苔珊瑚に関しても分析の結果をまちたい。緑色黒耀石はⅥI層から出土し
た，これはアナトリア／アルメニア方UHiからの輸入品と推測され，同じ材質の製品はテル・アハメド・ハッ
チョーのＥＤＩ期の墓地からも発見きれたというし'4)，テペ・ガウラⅥⅡ層の報告例もある〔Speiserl935：
134〕・水晶は比較的多く出土したが，赤鉄鉱の使用は少ない，これもグッバの特徴といえそうだ。
ファイアンス製ビーズはⅥI層に集中して出土した。形態には環節形のほか，円筒形，球形，臼玉形などがあ
り，形のヴァリエーションはテル・ブラクの“GrayEyeTemple”層出土例に類似する〔Mallowanl947：ＰＬ
８４；Stonel956：ＰＬ５〕が，ブラクほどの形の多様性は認められない。
焼凍石製品もＶⅡ層に集中していた。これは円筒印章におけるいわゆる“Glazed/bumtsteatiteSeal”もしくは
"PiedmontJamdatNasrStyle”の流行期と合致しており興味がもたれる。最近この焼凍石製印章およびピードモ
ント様式をＥＤＩ期に帰属させようとする議論があるが〔Wmsonl986；RoafandKillickl987：225〕，筆者はＪＮ
後/末期に特徴的な遺物であり，ＥＤＩ期まで継続して使用され，むしろＥＤＩ期が中心であると考えている。
従ってFrankfOrt〔1955〕等が提唱したＪＮからＥＤＩ期にかけての編年を変更する必要は，現時点ではないと考
えている。
貝製品の－部については種の不明なものがあり，現状では不確実な点が多いが，グッバ出土の貝製品の多くは
ペルシア/アラビア湾や，オマーン湾周辺にその産地が求められそうである。ＪＮ期におけるメソポタミアと湾岸
地域との交易は，極めて緊密であったことが，多彩文土器Polychromewareの存在からも良く知られている
〔Pottsl986〕･グッバは現在の海岸線から500kｍ以上も内陸に位置するが，より内陸に存在するニネヴェやブ
ラクからも，ペルシア湾産の貝製品が出土したとされており〔Beckl931jMaUowanl947〕’5)，これらはラピス
ラズリやカーネリアンなどと同じように，その交易路をたどって，内陸へ供給されたものと推測できる。大型巻
貝の殻I1Illを原料とした管玉形ビーズは，当11寺の貴重品と考えられ，その形，大きさや色調を模して，様々な材質
での模倣品が作られていることは，ビーズ中に占める貝製品の役割が大きかったことを示唆する。これらの大型
の管玉形ビーズはＥＤＩ期まで好んで使用された。キシュ遺跡"Y'，墓地のＥＤ期に伴う埋葬状態を参考にする
と，それらの巻貝製品は，“ガードル"として腰にまかれていた可能性が強いようだ〔Watelinl934l28〕’6)。し
かしながら当時の首飾や腕輪，あるいはガードルのすべてが，貴石や貝製品で構成されていたのではないこと
は，テラコッタ製の質素なビーズが出土することからも明らかである。
貝製品の多くが，本来の真珠色ではなく，黒色や黒灰色を呈していた。大多数については，明らかに二次焼成
を受け，構造が脆化したとみなしうるものであるが，数例，貝の構造はしっかりしているにもかかわらず，芯ま
で黒く変色したものが存在した（P1.41,42参照)。これら黒色・黒灰色を呈する貝製品のすべてが，火事などの
二次焼成によって黒変したのか，あるいはＢｅｃｋが推測したように，人為的な黒色処理が施されたのか〔1931：
432〕現時点でははっきりとしない。ここでは黒色の貝製装身具が存在する事実のみを指摘するに留め，その解
釈については後にゆずりたい。なお，巻末のリスト中ではすべて火により黒変したとしている。
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Table6SpeciHctypesanddecorationofbeads
Gubba JamdatNasr Diyalasites
VⅡ：１７，１８，６００
６０p，609,63Ｗ
PＬ７４－１４ Khafajah:Ｓｍｌｌ,Ⅱ1,1V(?）Spacerbead
Vm59e,60,
63Ｖ
Khafajah:Ｇｎ３(?),Ｇｒ､２５
Agrab:SharaTempleDiamond-shapedbead
VⅡ:53h55b P1．７２－５，１３
Segmentedbead
VⅡ:１，２，３，
５９ａ６３ｘ,６３ｙ
P1.71-13,14,
16,17,18
Khafajah:SmIII(?)，
1V(?),VIn(?）LongmbularsheUbeadandhnitation
RjghtanglepelfOration
pendant/bead
VⅡ４，５，
５９．，６２ａ
VⅡ：１７，６０ｐ６０ｑ Khafajah:ＳｍⅡ,１１１，
Ⅳ-(oncylinderseal）Motifofencircleddot
グッバのＪＮ～EDI期に特徴的と考えられるビーズ・ペンダントを，他遺跡出土例と対比きせ，上の表で示す
17）
o
大型巻貝製管玉形ビーズに関しては，Wmson〔1986〕とMartill〔1988〕の正鵠を射た指摘があり，この二人
の研究者は“その模倣品を含めて，共にＪＮ期の指標となる遺物と見なしうる”とする18)。筆者もその見解には
おおむね賛成であるが，使用期間はＪＮ期に限られず，少なくともＥＤＩ1期頃までは流行したと推測している。
グッバからは巻貝製品３点（１，５９a，６３y）と，模倣品３点（２，３，６３x？）が出土した。模倣品では貝製品
を忠実に模して整作されており，側面に螺旋を刻んだり，小さな円孔を穿ったりしていた。Ｎｏ３と同じように
端部に近い側面に円形の小孔を穿つ例がウルク〔Heinnchl936：Ｔａｆ３１〕，ファラ〔Martinl988：No287〕，ウ
チ・テペ〔Gibsonedl981：PL50-1〕などでも発見されており，ＪＮ－ＥＤ期にかけて比較的頻繁に行われたこ
とが判る。側面の孔は本来，像嵌用の穴と考えられるもので，それは動物形彫像における像嵌の流行期にも重な
る〔Behm-Blanckel979：Table3〕，ともに同じ発想に基づいていると推定してよいだろう'9)。
スペーサービーズでは，焼凍石製にコンパスによる円（圏）点文を施した例や，ドリル技法による石灰岩製品
が存在しており，同時代の印章の材質や，施文方法に共通点が認められる。円点文はファイアンス，焼凍石（凍
石）や，石膏/方解石〔深井・堀内・松谷1974：PL38-2;沼本1988：Fig.39-480〕などの硬度の低い石や貝な
どの小型製品に限って，金属器を使用して施文されたと考えられる。円点文の出現状況をみると（Table6)，類
例はウルク後期以降頃に集中しているように思われるが，テベ・カウラｘⅥ層例はやや先行する年代を示して
いる。報告者は"菱形ビーズ….白色のペースト状の材質….､ドリル（円点文）によるデコレーション…..”
〔Tobrell950：193〕とした。この帰属年代が当を得たものとすれば，円点文はウバイド期には出現していたと
せねばならない。さらに，この白色ペーストに関してStoneはファイアンスであろうと推定する〔1956：４１〕。
より古い年代を示すものとしてジャルモのJ-L7層出土例〔Braidwoodamothersedl983〕や，ヤリム・テペ１１
号丘下層例〔MerpertandMunchaevl987：Fig.11-6〕なども知られており，すでに新石器時代の比較的早い時
期には，円点文が装飾文様の一つとして確立していたのかもしれない。
菱形で２つの孔を側面に穿った製品は，出土数が少なかったが，スペーサービーズの一部と同じ材質で成形さ
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れていた。基本的には菱形のみ，もしくは他のビーズと組合せて使用され，好例をテル・アグラブのシャラ神殿
出土例に求めることができ〔DelougazandLloydl942：Figl98〕，ウルク後期～ＪＮ期頃に盛行するモザイクの技
法にも共通点が多い〔Heimichl936：Ｔａｆ３３;Lenzenl959：Ｔａｆｌ５〕・
スペーサービーズや菱形ビーズは，重連の首飾や腕輪に使用され，前者は隙間調整用（もしくは確保用の挿入
ビーズ）として機能するもので，ウルク後期頃からＥＤ期以降まで好んで使用された。ほぼ時期的にも近い
スーサやブラク，ジャムダト・ナスル遺跡などでも出土をみたが（Table6)，円点文を伴うスペーリービーズ
は，管見の限りではハムリン盆地内の３遺跡に限定される。
Ｎｏ６０の首飾を出土状況の観察から本来の姿に復元すると，Ｆｉｇｌ９ａのように復元が可能と思われる。緑色と
白色がたくみに組み合わされ－ファイアンスおよび焼凍石の表面が着色されたとすれば他の色となるが－当時の
人々の美意識のほどが窺えるものである。この首飾は初期王朝111期に属するウルの墓地から多量に出土した
"dogcoUar”タイプ首飾〔WooUeyl934：369〕の先駆をなすものであり，極めて重要な意味をもっているといえ
る。つまり，スペーサービーズの出現が"dogcoUar”の形成に重要な役割を果たしたと考えられるのである。そ
の意味からも，スペーサービーズの初源の追求は今後の課題といえそうだ。
双孔形ビーズとした３点については，その使用形態を特定できない。若干時代の降るウルの墓地出土例を参考
にすると，頭飾板"rronUet/fillet'，〔WooUeyl934：ＰＬ２１９〕に類似した形をもつ。特に，側面が僅かにカーブす
る２点（63cc，６５）は，ウル出土例の先行形態を示しているように思われるが，グッバ例は著しく小型である。
テベ・ガウラではグッバのＶⅡ層より遡る層位から，数例の双孔形の製品が出土しており，様々な使用形態が考
えられるとする〔Toblerl950：１９８，ＰＬ１７５〕・
扁双円錐形もしくは亀甲形ビーズは新石器時代以降，長期間使用されるが，この形は，ＪＮ期頃まで続く同形
のスタンプ印章の発展形とすることもできるが，はっきりしたことはわからない。このほかグッバのビーズで
は，算盤玉形ビーズが定形化しておらず使用量が少ない。有面（faceted）のビーズが少ないなども一つの特色と
いえる。
いつの時代でもそうであるが，手軽に製作できる平玉，臼玉形が最も普及しており，樽形はテラコッタ製を除
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<と顕著ではない。また直角孔形ペンダント／ビーズも，現時点ではハムリン盆地のＪＮ－ＥＤＩ期を特徴付ける
製品といえそうだ。
当時のビーズのほとんどが石製品であり，連ねると相当量の重さに達する。これに加えて，穿孔法がさほど発
達しているとはいえないため，小型のビーズなどでは特に孔の径が不安定となる。たとえばＮｏ６０ビーズの黒
耀石製品を例にとると，ほとんどが１～２ｍｍ未満の孔径しかない。このことはビーズを連絡する糸の径が著し
く細かったことを示している。今日ほど強くかつ丈夫な素材のない当時にあっては，おのずから身近にある細く
強い物質に頼らねばならない，たとえば毛髪，馬/オナゲルの毛，山羊。羊の毛，もしくは麻などである。従っ
てビーズの自重と連結材の弱さも相俟って，切断や失うことが多かったと推察される。それらが単独で，あるい
は数個単位で出土したのではないかと考えている。Ｎｏ６０ビーズと同一材質によるビーズが，およそ２０ｍほど
離れた異なる層から61点も出土した（Figl-G334;Ｐｌ４３)。それは上記のような理由によると推測するのは早計
であろうか。
以上，出土のビーズを中心に前四千年紀終末から三千年紀前葉の装身具を観察した。結論的なことを申せば，
グッバのＪＮ～ＥＤＩ期のビーズはNo.６０をのぞきラピスラズリ等の貴石を伴わず，比較的質素な素材を中心と
しており，ややローカルな色相が濃いといえるのではなかろうか。とりわけＪＮ期に伴うビーズの材質や形態は
テル・ブラクの“GrayEyeTemple"層およびファラのJN～ＥＤＩ期層出土例〔Martml988：59-62〕に多くの共
通点が求められるといえそうだ。なお，ほぼ同時代に属するデイヤラ河流域の神殿などからは，多量のビーズや
ペンダントが出土したとされるが〔DelougazandLloydl942;DelougazalldOthersl967〕，詳細については不明な
点がおおく，おしまれる。
Ⅱガラス製品一腕輪。容器一
グッバの調査では500-1000基にも及ぶイスラム期の墓を検出した。これらの墓はテルの頂部を中心として，
裾部に至るまで密に分布しており，場所によっては約lOOm2の範囲に’およそ50基が集中するほどであった
〔小谷・井1981：Fig.４断面図参照〕。これらの墓は中世から近世・現代にかけて営まれたと推定でき，調査開
始の10年ほど前まで，乳・幼児はここに葬ったとのことであった。調査開始時点での我々の調査計画は５ヶ月間
であり，遺跡の水没時期は迫っていると知らされていた。従って，これらの墓に対し十分な時間を割く余裕は無
く，一部の墓を除いて実測や写真撮影は行なっていない。
掲載した腕輪の多くは（Fig.23)，テルのほぼ中央部において，表土層からマイナス３０ｃｍ付近に集中し，し
かも被葬者に伴わず，むしろ遊離し，破片状態で検出されることが多かった。特に深い位置に埋葬面を持つ墓に
は遺物が伴わない傾向が強かった。これは，テルの中心部では，比較的古いと考えられる墓ほど埋葬面が浅く，
新しい墓は深く掘り込まれていることと関係する。つまり，墓地の造営期間が比較的長期に及んだため，風化や
浸食作用により，古い墓の埋葬面が次第に上部に出現したのである。このようなことから，新たな墓曠の掘削に
よって，人骨はもちろん，本来副葬品であった腕輪も被葬者から離れ，破片状態で出土したのである。
腕輪法量についてみると，大きく３つのグループに分けられる。第一は径８ｃｍを超え成人用と推測でき
るもの（113,114)，第２は径５５－７ｃｍを計るもの（93～96,99-103,112)，第３は明らかに小児用と考え
られるもの（97,98,104～111）である。
形態は，外縁の稜上に小さな突起をほぼ等間隔に配した例（93-100）と，突起装飾を伴わない例（101～
テル・グッバ出土の遺物１８９
114）に大別できる。後者には緩くヒネリ（１回）を加えた例（105,107）と，４条の線でもってヒネリを加え
て成形した例（112)，および外縁に沿って細線を螺旋状に張り付けた例（108,109,111）が存在した。
輪の断面形は，二等辺三角形状を呈するものが最も多く（９３－１００，１０４，１０７～109)，このほかＢ状（103,
110)，四葉状（112)，および三角形の辺の中央部に小さな段をもつ例（113）などがある。慨して手の擦れる部
分は滑らかに整形されている。
色調は，透明に近い薄青色：水色（104-106）や，薄い黄色（107）も存在したが，多くは不透明黒色ガラス
であった。黒色ガラス芯の製品では，この上に様々な色ガラスを薄く張り付け（かぶせ)，あざやかな色彩効果
を演出する。それには黄色，緑色，青色などが多用されていた。特異な例では赤色帯を配し，この上に黄色で
もって樹状モティーフを描き，さらに緑色の点を配した例（101）や，黄色帯の上に茶色の重弧文を配した例
(102)，黄赤色の螺旋状バンド（108)，緑色の螺旋状バンド（109,111）などを認めた。なお，外縁にある小突
起の色調はＮｏ９８を除きすべてあざやかな黄色である。
ガラス製容器（115-117）ササン朝期に属すると考えられる小 ニーーーーーー、■
児墓：墓３（Fig.6）から，後述の青銅製指環（Fig.28-209）と共に
出土した。話が横道にそれるが，ここで墓３の概略と遺物の出土状況
について触れておきたい。墓は主軸方向を南西一北東にとる土城墓で
ある。墓滅は長楕円形で長軸方向約８０ｃｍ，最大幅３５ｃｍ，協底はほ
ぼたいらである。被葬者は南頭位仰臥屈肢葬されており，下顎に認め
られた乳歯の状況から５才以下と推定された。副葬遺物はガラス製容
０ ４０cm
器が頭付近（117）と足付近（115,116）から出土し，指環は1句付近 Fig.６Ｇｒａｖｅ３：planofcontents．
で発見した。ガラス製容器は３個体あり，Noll6が完形で他は破片
である。いずれも細長い頚部，低い張付高台，－日_外反し内側に強く折り返された口縁部を特色とする。器肉は
底部が１２－２ｍｍを計るが，胴部や頚部は１ｍｍ以内の厚さしかない。現在の色調は風化により黄白色を呈す
る例と青緑色がある。ともにもろい。
小結
同様のガラス製腕輪は，付近の廃村や，グッバに近いテル・フバーリ，ハメディヤートでも表採することがで
きたし，ソンゴルＡ〔KamadaandOhtsul988：Figl7〕や，北イラクのテル・フイスナ〔沼本１９８８：PL18-
194〕などでも報告されている。比較的類似する形態をもった腕輪が，ウチ・テペにおいても出土しており，イ
スラム後期に伴うことが良く知られている〔Gibsonedl981：８１〕としてある。ただ，ウチ・テペ出土例とグッ
バのそれでは，多少形態に差がある。これは，あるいは若干の時間差を示しているのかもしれない。地域は異な
るが，ジョルダンのジェラシ遺跡からは，多量のガラス製腕輪が報告されており，マムルーク朝（1250-1516）
頃に最も普及する〔Meyerl988：216〕としてある。いずれにせよ中世から近世・現代に属する遺物と考えられ
る20)。さらに墓の構造や埋葬方位，方法はイスラムの慣例にかなっており，ここに葬られた集団はイスラム教徒
であったとみなしうる。現代の使用例などを参考にするかぎり，これらの腕輪は婦女子の副葬品であったと見て
大過ないだろう。あまり漠然としたことは控えねばならないが，出土状況の観察によれば，どちらかといえば突
起装飾のついた黒色ガラス製の腕輪が，無いものに比べ僅かに古いように思われる。
墓３出土のガラス容器は，ササン朝期頃に特徴的な器形をもつ。類似品がグッバに比較的近いテル・マッフー
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ズ〔Ponzil968/６９：Fig.153〕や，ヌジ〔Stan二1937：PLl40-k〕などから報告されており，マッフーズではガラ
Ｖス容器に伴ってSapurl世やSapurll世のコインが共伴したとされる〔Ponzil968/69〕･グッバのガラス器は，
底部の形状が上記遺跡例とやや異なることから，同時期とすることは}H来ないまでも，さほど隔たらない時期に
比定することは可能と思われる。
ⅡＩ紡錘車
５０点以上の紡錘車が出土した。これには石製，テラコッタ製，および土器片の再利用がある。このうち石製品
については，破片を含めほぼ全製品を所収した。しかし土器片再利用や，テラコッタ製品については，すべてを
掲載してはいない。このほかにもアケメネス朝期と考えられるⅡ層の建物からは，球形や扁球形の±玉（CIay‐
ball,もしくはLoomweightと称される）が多量に出土したが，今回は記述を行なわない。さらに，ＪＮ期～ＥＤ期
の層では，いわゆる車輪形±製品“chariotwheel”と称されるものを若干発見し，一部の製品は紡錘車に類する
形態をもつものが存在したが（PL45-b左上)，それについても，次回にテラコッタ製品でまとめて述べる。
出土状況
ＶⅢ層円形建物に伴う紡錘車，及びその機能を有したと考えられる遺物は28点である（Fig7)。石製とテ
ラコッタ製があり，土器片を再利用したものは発見されなかった。図でも明らかなように，出土地点が比較的集
中する傾向が窺える。しかしながら，出土地点＝利用・保管場所という図式は成立しそうにない。既に「ビー
ズ」でも触れたが，たとえばＮ0118,120,141は回廊４（C4）の北東部で，中心建物への入口部前面付近に集
中していたが，ここで使用されたとはとうてい考えられない。なんとなれば，ここでは他にも多量のビーズ，銅
/青銅製品，骨角器などが集中し，しかも混在しており，明らかに別の要因を考慮しなければならない。また，
N０１３５，１４２は井戸を伴う部屋から出土し，このほかにも図示はしていないがタイプ４（Fig8）のテラコッタ
製品を発見した。ここでもビーズやその他の遺物が不自然な状況で出土しており，現位置を保つ遺物とは考えら
れない。さらにＮＣ119,122,144についても覆土中に混在しており，厳密な意味で，現位置を保つ遺物とする
ことはできない。
Ｎ０１２１，１２３，１５０は床面上から出土しており，層に伴う遺物とみなしうる。ここはVIIa層期には回廊が仕切
られ，貯蔵庫的な利用をされた.ＮＣ127,128は井戸（？）の上部埋土に混って出土した。ここではこのほかに
も石器の製作工程を示す破片や，半製品が出土しており，石製品の工房として一時的に利用されたようだ。図示
した他の紡錘車は床面に伴い，ほぼ現位置を動いていないと推定してよい。
ＶⅢ層以降出土場所，状況については，とりたてて述べることはない。多くは土器を廃棄したピット中
や，通路上，室内の床面から散発的に発見された。この中で注目できるのは，ＶＩｂ層に伴う貯蔵庫と考えられる
ピット出土品（136,143,146）で，このピットからは紡錘車に限らず，多くの土器や，銅/青銅製品，７点の
印章関係遺物〔井1988〕などが伴出した。
形態分類
出土した紡錘車はその形態（特に断面形）によって，凸レンズ形（タイプｌ)，円盤形（タイプ２)，半球形
(タイプ3)，裁頭円錐形（タイプ4)，双円錐形（タイプ5)，曲盤形（タイプ6)，およびここでは触れないが，
両面の中心部が軸受け突起状に膨らんだ車輪形Whee]-shaped（タイプ7）に分類できる（Fig8)。しかしなが
らすべての製品が，この分類で正確に区別できるのではなく，中間形を示すものも多く存在した。特にタイプ１
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Fig､８TypesofspmdlewhorlfomTeUGubba．
Typel Type５ UDB６
と２において分類の困難な例が多かった。
タイプ１１５点が出土した（118-128,130,131,135,136？)。石製に限られる。出土層位はNol36を
除きすべてⅥI層に伴う。径高比は１：012～0.19で，出土品中で最も薄い。
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タイプ２８点が出土した（129,132-134,137～140)。出土層位はⅥI層（129,132-134)，Ⅵ層
(137,138)，Ｖ層（139)，Ⅳ層（140）である。特にⅥIa層に４点が集中していた。このほかビーズでのべた
No62bはこのタイプに属する（Figl9参照)。径高比はｌ：０１６－０２２の範囲にあり，タイプ１についで薄い。
タイプ３石製（143,145,146）とテラコッタ製（147？）が存在する。出土層位はNol45がⅥI層で，
他はＥＤＩ期の層に伴う。Nol43にはほぼ等間隔にドリル技法で穿った浅い孔が４ヶ所にある21)。Nol45は石
製品としては最大・最重量である。径高比は１：0.25-0.37である。
タイプ４石製（141,142）とテラコッタ製（144,148）が出土した。出土層位はおもにⅥI層で，タイプ
ｌに共伴する。Nol44の側面には，縦方向の２条の浅い線刻が４ヶ所に配してある。径高比は１：041-0.63
である。
タイプ５テラコッタ製でIⅡ層から出土した（149)，紡錘車か，あるいは他のもの（車輪）であるのか判
断に迷う。径高比は１：０６８，出土品中で最大の値をしめす。
タイプ６石製容器を再利用した例（150,151）と，土器片を再利用した例（153～166）がある。石製容器
利用の２点はⅥI層に伴い，他はＥＤＩ期（153-162)，およびＥＤＩ期の終末からＥDII期頃と推定されるIⅡ
層に伴う。径高比は１：016～0.26で，ほぼタイプ２と同じ数値を示す。
Nol52は極めて良質の白色大理石製であるが，どのような形となるのか，紡錘車であるか否か不明である。
中心側に比較的径の大きい孔の痕跡があり，ここから縁部に向って浅い溝が延びている。断面形はタイプ１にち
かい。
法量
出土紡錘車のうち径と高さの数値が明らかなものを，図中にプロットする（Fig9)。縦軸は高さを，横軸は径
を示す。図中の黒塗りは数値が明らかなもの，白ヌキは不確定要素を含むものである。また，円は石製，三角は
テラコッタ製，四角は土器片を再利用したものである。この表現はFig.１０についても同じである。
径高比より大きく５つの群（A-E）に区分できる。
Ａ群紡錘車状の形態をもつ最小グループで，径は２０ｍｍ以下しかない。
Ｂ群テラコッタ製と石製の一部を含む。形態分類のタイプ３～５で占める。高さのばらつきは比較的少
30m
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ないが，径のばらつきは大きい。
Ｃ群おもに石製で，若干の土器片利用を含む。径は25-50ｍｍ，高さは４～１０ｍｍである。タイプｌと
２および６で構成される。Nol46はＢ群とＣ群の中間付近に位置する。値が大きい付近（径45-47ｍｍ，高
さ６～8ｍｍ付近）に集中する傾向がある。
Ｄ群土器片利用の製品で，明瞭なグループを成す。数値のばらつきは他の群ほど顕著でない。
Ⅱ群最大の径と高さを示すグループで，100ｍｍ以上の径を計るものが存在する。
重量
紡錘車の最も重要な要素の一つで，回転力や回転運動の連続性と深く関わる。形態や法量（高さ，径）に関係
するが，使用された材質により大きな差をもつ。Fig.１０に重量分布をプロットしたが，形態と同じように集中
化傾向を見せることがわかる。大きく６類（a～f）に大別でき，わずか19r前後のｆ類では，紡錘車の機能は果
せなかったのではないかと推察され，このNol35は紡錘車以外の可能性が強くなる。ａ類は僅か４９rから８９ｒ
ほどの重さしかなく，径も３０ｍｍ以内である。紡錘車として機能したとすれば，特に細く厳選された糸を紡ぐ
ために使用されたと考えられる。ｂ類はばらつきの幅が比較的大きいが，これは材質による差であり，重量分布
は８９r以上189ｒまでにある，出土量も多いことから，最も好まれた大きさといえそうだ。ｃ類はほぼ統一され
た規格で（Ｃ群中の大型のグループがこれに当る)，このうち径が46-47ｍｍの製品では，重量差も少なく（1９
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－２４５９r)，何らかの統一規格が存在していたのではないかと思わせるふしがある。それはタイプｌにおいて顕
著であった。
材質
石製，テラコッタ製，土器片製がある。石製では，大理石（118-120,122,123,125,128，130,131,
135,145,151,152)，石灰岩（121,126,127,133,134,137－140,142,146)，黒色の石：頁岩？（129,
136,143)，プリント？（132)，不明の石（124,141,150）などが使用されていた。色調は白色もしくは灰白色
を呈するものが多い。なかでもＶⅡ層出土の石製では，大理石製の占める割合が大きい。このほか可能性として
貝製品や木製品を利用することも考えられる。
製作上の特色
ⅥI層出土の製品では製作工程を示す遺物は少なく，完成品がほとんどであった。製品の表裏面は極めて滑ら
かに仕上がられており，整形時にあらわれる擦痕さえも認められなかった。このことは使用のためばかりでな
く，極めて入念な製作が行なわれたことを示唆している。特にタイプｌの紡錘車においてそれは顕著である。
タイプ２はｌほど入念な仕上がなされておらず，製作時の擦痕を残すものが多く，製作工程をうかがうことが
できる。まず円盤状に整形ざｵ１－穿孔が先であったか後であったかは判らない－つぎに縁部を両方向（表裏）か
ら磨いて薄くし，全体として車輪状の断面形をなす製品に仕上げられていた。孔は両方向から穿たれることが多
かったようだ。またＮｏｌｌ９は補修孔をもつ例で，大理石製の紡錘車が大事に使用されたことを示唆する。Ｎｏ
ｌ５１は石製容器片を再利用しており，曲面を円盤状に擦り切り，縁部に微調整を加えたのち，穿孔を始めている
が，孔は貫通していない。
芯棒と紡輪の固定には歴青（bitumem）が使用されたようだ。実際，Nol38の内外面と孔内には，ビチュメン
の付着が確認されたし，より古い前ハッスーナ期頃から，同じようにビチュメンが接着・充填剤として使用され
ている〔松谷1976：285〕・
小結
出土の紡錘車では多くのタイプが観察されたが，ⅥI層出土例にかぎると，タイプ１，２が超勢を占めてお
り，テラコッタ製はさほど顕著ではない。このことはグッバの特徴といえよう。タイプ１，２とした薄手の石製
紡錘車の出土例は，同時代のメソポタミアの遺跡では少なく，ファラから11点〔Martml988：196,197〕，スー
サのアクロポリス13層において２点〔LeBmnl971〕が報告されているにすぎない。ファラ遺跡の製品はおもに
石灰岩とサーペンタインで製作されており，薄手の石製紡錘車はＪＮ期には存在せず，ＥＤＩ-11期に限って発見
されたという〔Martinl988：５５〕・グッバでの出土傾向が主にＪＮ期であったことと比べ好対称をなしている。
一方，スーサでは，報告者は紡錘車との特定を慎重にさけ，石製有孔円盤とした〔ＬｅＢｍｎｌ９７１：Fig.69-1,2〕
が，この２点はグッバやファラ出土例からみて紡錘車を疑う余地はないと思う。
同時代から若干時代の降るＥＤＩ11期頃の遺物に“button，'とされる装飾（主に刻文）の施された円盤形や円錐
形の製品がある〔LeBrunl971：Fig70-6-8;Postgateedl985：４３，５６;Readel973：PL67-b〕。これらがど
のような根拠に基づいて紡錘車と区別されているのか，報告書は説明していないが，おそらく，装飾が伴う，径
が小さい，複数の孔を持つものが存在する，などを判断基準としていると推考される。“ボタン，'が当を得た解釈
とすれば，グッバ出土の石製品中の最小グループ：ｆ類やａ類などがまさにこれに相当する。さらに貝製品での
べた６３U-63ooもこの範蠕に含まれることになる。あるいはビーズとしての使用である。
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すでに松谷氏の指摘があるように，石製有孔円板と紡錘車，ボタンなどの区別は形態のみからではむずかし
く，極めて慎重に判断を下すべきである〔1976〕。その際，重量は一つの決定要素たりうるのではないだろう
か。
このほかiiilll受凸起をもつ，いわゆる車輪形のテラコッタ製品が，紡錘車であるか否かの問題もある。これは
チャリオット問題とも関係しており，慎重な対応を余儀なくさせる。すでに触れたが，グッバではⅥI層期に車
輪形の土製品が出現する。
Ili1Ilは紡輪の孔径に左右される。３ｍｍほどの孔径から椎ＭＩＩされる軸は！著しくﾙⅢいものとなる。植物質の材料
を使用したとすれば，さほどの強度があったとは考えられない。したがって，これらの小孔径をもつ石製紡錘車
には，骨製，あるいはキシュＡ墓地で発見ざれた例〔Mackayl929：４３〕のように，銅製品の使用を想定するこ
とも可能である。
以上，紡錘車について観察した。形態による分類ではさほど明瞭に画することはできないが，重量分布は明ら
かな集中化を示すことが判明した。そのことは紡錘車が，重量を第一に考えて製作されたことを暗示しているの
かもしれない。さらに使用者も対象となる糸の太さによって，異なるものを使い分けしていた可能性もないとは
いえない。またＣ群ｃ類では何らかの統一規格を窺わせるような数値を示す例があり，あるいは専業（半専
業）工人によって一括製作された可能性もすてきれない。特にタイプ１における統一された形態は，それを十分
に暗示しているのではないだろうか。グッバでは直径４６～48ｍｍが集中顕著な数値である22)。グッバにおける
紡錘車の形態的変遷は，ⅥI層期に平らなものが，Ⅵ層期には甲高な例が，Ｖ－Ｉｖ層期では土器片再利用製品が
主流を占め，時代により若干の形態差をもつことを確認した。
1Ｖ金属製品一銅/青銅，鉄一
グッバ出土の銅/青銅製品は58点であるが，これには前項「ビーズ」で触れた管玉形製品６点を含む。層位別
ではＶⅡ層37点（167a－．，１６８～170,174～176,178,180-184,189～201,およびNo54a，５５a，５６，６３a～
c)，Ⅵ層５点（185-188,204)，Ｖ層３点（177,202？，203)，Ⅳ層１点（173)，ＩⅡ層なし，１１層６点
(205,207,208？，212-214)，表層および墓に伴うもの５点（206,209～211,232)，帰属不明１点（172）で
ある。ＪＮ－ＥＤＩ期に限っての出土傾向を見ると，ⅥI層出土例の占める割合が圧倒的に多く，およそ全体の
80％に達する。
出土状況（Figll）
図でも判るように，出土場所がビーズや紡錘工|工の出土地点に重なる（Ｆｉｇｌ，２，７参照)。これは，前項でも
述べたが，本来の位置を保っているのではなく，建物の崩壊，もしくはその他の要因でここに集中したためであ
る。
ただ，ＶⅡ層では，本来の位置を保っていると考えられる遺物が少なからず存在した。たとえば，Ｎｏｌ６７ａ－ｄ
は第５円周壁（Ｗ５）の壁中に設けられた小さなスペースの中に，先端を壁中に向け，組合せて納められていた
(Fig.12)。ここは丁度，壁本体の内側に設けられた控壁（バトレス）の基部にあたり，ⅥＩＣ層の床面より約１０
ｃｍ高い位置である。埋納方法を見ると，壁中に日干煉瓦約１丁分ほどのスペースが確保され，この中にやや黒
色を帯びた純粋な砂質土が詰められ，この上にノミを納め，次に２本の斧を十字形に組み，最後に鋸状の平板な
道具を乗せていた。調査時点で，これら銅器の茎部は僅かに壁面の外に出ていたが，壁に上塗りが施されていた
テル．グッバ出土の遺物１９７
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すと れぱ，これは壁中にあり， 外部からは見えなかったと考えられる。あ と 工具セットは，後に定型化す
工事の安全と建物の護持を祈
～P
正れ これらの>え￣
鎮壇具あるいは埋納物"fblmdationdeposit，，の意１床を有していたと考えられ，あ 1１ 勿具 を 有 しろ る ａ ’乙
念して壁中に奉納されたものと推定する。すざ
な性格をもつと考えられる出土状況であり，また，Ｎｏｌ７５と176は上記と同じよう 生 と上 同 ０１７５は穀物倉庫と推定倉で Ｎ
される日干煉瓦造建物の外側コーナー付近に，ト 先端を下に向け，ほぼ全体が床面下に刺さっていたし，Nol76〒 床 ざ て．
はそれからおよそ1ｍ離れて，同じように先端を下に向け， 壁面に接して床面下に差し込まれていた。国れ じ し 面 差 ましＦ れ このほて
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Fig.１２ Sketchplanofcoppelﾌﾟbronzeobjectsasa"fOundationdeposit''0fLevelVⅡc，
かにも，円形建物の中心部では，入口部の壁中より小型の銅製品（192）が刺さった状態で出土した23)。
どのように使用きれたか推測の域を出ないが， これらはいずれも入口部に近い位置に集中して』馬蹄形金具が，
出土した（194-197)。利器のＵ
の出土はなかった。このことは，
いずれにせよⅥI層出土の銅
利 出土状況をみると， ほとんどが回廊Ｃ４とＣ５に集中しており，Ｃ３より内側から
この建物の使用状況や性格を暗示しているのかもしれない。
より内側の円形建物中心部に集中しており，Ⅵ /青銅製品は， 回廊Ｃ５ ここが極め
までもないであろう。て特殊な区画で，
Ⅵｂ層ではピッ
重要な機能を有していたことは言及する
ト（貯蔵穴）から多くの破片が出土した。 このほかＶ層より上部の層での出土状況は散発的
これといった特色や傾向は認められなかった。で，
銅/青銅製品
ａ)ＪＮ～ＥＤＩ期
犠形斧（167b，167c，168,170-172）帰属不明の１点とNol71を除き，４点がＶⅡ層に伴う。いずれ
も鋳造品で，先端はするどく砥出されている。基部は狭く，先端に向って次第に幅を広げ，ハマグリ刃状の刃を
もつ。最大厚は中央よりやや先端側にあり， 基部と先端部の1幅の比率はおよそＩ :２の割合である。基部の形状
は，たいらな例（167c，170）と，やや丸みをもった例（167b，168,171,172）が存在する。先端部付近の開き
加減も，ほぼストレートに刃に達する例（170）と，弧を描いて開く例（167b，167c，168,171）がある。重量
もほぽＮｏ１６８に近い重量と思われる。lまＮｏｌ７０が2759rで最も重く，Ｎｏｌ６８はl17grである。Nol67b，ｃ
特に171の刃の状態は！ 相当の強い刀が刃部に加わったこには使用による刃こぼれが観察でき，Ｎ0168,17］
相当の外力が働かない限りこのような破存は生じないとを示している。Nol72はほぼ中央部から折れており，
と考えられる。刃こぼれの状態より見る限りでは，これ 斧のような作業に使用されたと推測でら擢形の製品は，
きる。なおNol93は同種の斧，もしくは大型ノミの破片と考えている。
』形式的な茎部をもつ製品である。薄く大きな身部と短し 両例とも平面形はほぼ類鋸形製品（167a，169）
似するが，Nol67aの左
に段が付く。167ａは欠ｌ
片側の刃部（右側）は士
ともに先端から ､５ｃｍ付近で欠けたよう,167ａの左側面はわずかにくぼむ。
l67aは欠けた部分を砥ぎなおし，
になっており，ここ２
刃は身部の全面に付けられ鋭い。ＮＣ刃付けをしていた。 169の
あるいは目立てを行なっていたのかもしれないが，はわずかに凸凹があり， 銑のため明らか
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にできない。身部の厚さは１～1.5ｍｍしかなく，身の中央付近が最も厚い。ほぼ同時代の出土遺物を参照する
かぎり，鋸として利用されたようにも思えるが，刃付（目立）が明瞭でなく，かつ茎部が著しく貧弱であり，使
用目的を特定できない。断面形や刃の状態からは“Saw-edgedKnife”〔Postgateedl985：１４〕とも推測される。
もちろん槍先などの武器とも考えられなくもないが，工具とセットであることから，工具とみなす方が妥当なよ
うである。しかし，現時点では用途不明の製品としておきたい。
剣（173～175,189）いずれも両刃で先端が尖り，明瞭ではないがわずかな縞がある。刃部は関付近に最
大11肩を有し先端に向って幅が狭くなり，先端は丸みを帯びて終る例（173,175）と，反りをもつ例（189）が存
在した。関はなだらかで茎部に続く。茎部は長方形断面で，残存部が短いためか，目釘および目釘穴のたぐぃは
認められない。形態はウル出土例〔WooUeyl934:PL228〕や，キシュ出土例〔Mackayl929:ＰＬ１７〕に共通する，
しかしグッバの製品は小型に限られていた。
ノミ法量から大型：全長１５ｃｍ以上，中型：約１０－１５ｃｍと考えられる例，小型：１０ｃｍ以下の３タイ
プに分類できる。
大型ノミ（167.,176,180,186,187）いずれも鋳造になると思われるが不明な点もある。刃は両刃で，
片側がわずかに凹んだ断面を見せる例（167.,176）があった。身部は方形断面で，叩いて面取を行なった例
(167.,176）が存在する。茎部は短く方形断面で，端部に向って次第にすぼまる。茎部の先端は直接たたかれ，
僅かにつぶれている。このことは，このノミには柄が伴わず，直接茎の端を敵いて使用したことを示唆してい
る。Nol80aは176とほぼ同種のノミの葉部付近の破片，ｌ８０ｂも身部の破片である。Nol87は敲打による衝撃で
先端部が欠けたものと考えられる。
中型ノミ（178,179,185）身部の断面形は方形（178）と円形（179,185）がある。刃の形状も両刃
(179,185）と，片刃（178）が存在する。Nol78の側面形はゆるく弧を描いており，特殊な用途に使用された
ようだ。茎部の形状は大型ノミと同じで短く，基部に向ってすぼまる。Nol79の端部は曲っている。
小型ノミ（184,188？）Nol84の形状は大，中型のそれと変らない。刃は片刃で鈍い。No188もノミの
破片と推測されるが，その確証はない。
刺突具（177）方形断面の身部と茎部からなる。先端は円みをおびた断面で尖っている24)。
針（181）長さ５６ｃｍを計る。先端が細く，円形断面，中心部よりやや上は方形に近い断面を呈する。
針の穴は地金（身）を折り返して形成する。
両頭製品（182,183）両例とも著しく小さい製品で，Nol83でも３５ｃｍの長さしかない。いずれも身部
中央付近の断面は方形，両端が円形断面となり，尖り気味に終る。使用目的のはっきりしない製品である。直線
釣針，もしくはキリの可能性もあるが，現時点では不明といわざるを得ない。
馬蹄形金具（194-197）Ｕ字形の平面形をもつ板状の製品で，このうちの３例には円形の打出し装飾が
施してある。装飾のある３例はほぼ同じ大きさと幅，厚さをもつ。これは同時に，しかも同一工人の手によって
製作された蓋然性が大きい。Ｎｏｌ９７には装飾が伴わず，前記の３例に比べ僅かに小型であるが，同じ使用目的
であったと見て大過ないだろう。すべて厚さが１ｍｍ以内で，工具であったとは考えられない。特殊な装身具，
もしくはその他の装飾品と考えられる。
板状製品（192,199,200）なんらかの製品の破片であるが，その本来の形を知ることはできない。Ｎｏ
ｌ９９は全体がゆるくカーブしており，あるいは大型の馬蹄形金具の破片であるのかもしれない。No200は端部
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破片で，丸みのある小口をもつ。なおNo200の現断面形はややレンズ状であるが，これは銃による膨張で，本
来は板状であったと考えられる。
棒状製品（198,202,203）方形断面をもつ例（198）と円形断面（202,203）がある。いずれも工具の破
片と考えられる。No203には木質の付着があり，木製品に挿入して使用されていたらしい。Nol98はノミの破
片とも考えられる。
釣針（204）タトアグをもつ大型釣針の破片で，１Ⅱ'１の上半部と先端を欠失する。アグは痕跡程度しか残って
いないが，断面の形状からも，ここが細く，かつ鋭く整形されていたことがわかる。フトコロは比較的狭い。
不明製品（190,191,201）Nol90は平滑な面をもつ製品で，残存部は半月形もしくはニワトリのトサカ
状の形態をもち，端部の全面に浅いキザミが施してある。使用目的は不明。Nol91は「〈」の字形で'1｣形断面
をもつ，これで完結していたのか，あるいは何かの破片であるのか判らない。No201は三角形の断而をもつ製
Ａｉｌ１で一端は鋭く尖る。
ｂ）アケメネス朝期以降
鑓（205,206）ソケット付の三翼鎌で鋳造品である，刃は鋭く砥出されている。而例とも形態は極めて類
似するが，刃の角度や厚さなどは微妙に異なる。いずれも建物に伴わず，表層近くで採集したが，Ⅱ層建物に伴
う遺物とみなしうる。
座金物（207）鋲もしくは釘の座となる。鋳造品である。半球形で12弁花文状を呈する。肉は比較的厚
く，頂部にはいびつな円孔が穿ってある。
フィブラ（208）三角形に近いＵ字形の形状をもつ製品で，先端は薄く延され，身に対し約90度の角度で
折れ曲る。他端は丸みをもっており，ここから針が延びていたと推定できる。アケメネス朝期の遺物と考えてい
る。
指環（209）小児墓（Fig6）からガラス器と共に出土した。上下に方形のキザミがほぼ等間隔に配してあ
る。断面は方形。この環に銃着して別の環の破片も出土した。
耳環（211）環本体は円形断而，平面形は楕円形に近い。装飾部は小環16個からなり，２段に配されてい
る（上部に１１個，下部に５個)。付請していた布は綿と考えられ，織密度は１２×９条/cm2でやや荒い。イスラ
ム期の墓より出土した。
鈴（210,232？）No210はイスラム期と考えられる墓からビーズと共に出土した，２つの半球形を溶接
して形成してあり，頂部につりさげるための突起と孔がある。孔には綿と考えられる紐が遺存していた。全体に
薄く（1-15,ｍ)，頂部のつりさげ突起のみやや厚い（３５ｍｍ)。鈴の内部には径６ｍｍほどの自然石が入れ
てある。両側面には文字とも文様とも区別できない浅い線刻が存在する。
No232は墓４から出土した。鈴もしくはボタンと考えられる遺物である。著しく小さく，半球形を上下方向
でつなぎ製品となす，この合せ目が帯状に隆起し一周する。頂部には著しく薄い銅板が溶接されており，これが
かっては環状をなしていたと思われる。球体部は薄く１ｍｍ以下の厚さである。
首輪（214）一本の銅線から一体形成されており，装飾部は三日月形を呈する。棒状部はほぼ装飾部と同
じ長さをもち，両端が折り返され連結できるように加工してある。断面形は装飾部のみ平らで他は丸い。Ⅱ層建
物の床面より出土した。
板状品（212,213a，213b）厚さ１－１５ｍｍの薄板２点がⅡ層から出土した（212,213b)。Ｎｏ２１２は|幅
テル,グッバ出土の遺物201
の広い板の破片で－側面は直線状をなし，内側に1111げられている。No213bはこれで完結する製品(？）と考えら
れる。全体がカーブしており，幅はほぼ一定に保たれ，両側面の端がわずかに内面に折れ曲る。表面は平滑であ
るが，内面にはかすかな凸凹を認める。Ｎｏ２１３ａはＩ層とⅡ層の中間付近より出土した。３例とも使用目的は
不明である。
鉄製品
多くはアケメネス朝期と考えられるⅡ層建物中と，グリットIX-14区に営まれていたパルティア/ササン朝期
頃と推定される土擴墓：墓４（219-227,229)，およびイスラム墓？（230,231）から出土した。ここで墓４の
概略と遺物出土状況について触れておきたい（Fig.13)。墓４は主軸方向を略東西にとる土壌墓である。墓城は
楕円形を呈し，長靴方向１４０ｃｍ，最大l1IFilOOcmを測る。砿の掘り込みは比較的急になきれ，漉底はほぼたいら
である。被葬者は西頭位で，仰臥屈葬された成人（男性？）である。この人物は革製品を敷いたか，くるまれて
埋葬されたらしく，左肩や胴および足付近に炭化した革製品の薄い断片があった。足首付近と，足の甲部分には
交差する１１'高１ｃｍほどの革紐が認められ，被葬者が革製サンダルを履いていたことを示している。副葬品は土
器，砂岩製砥石，および鉄製品（219-229)，銅製品（232）で，被葬者の右側の腰付近に集中していた。しかし
剣（223）のみは他の遺物からやや離れた位置から出土した。土器は金属製品から離れ，立てられていたようで
あるが，発見時には大腿骨上に倒れていた。高さ３２ｃｍ以上，胴部径約２３ｃｍを計る中型の把手付壺で，頚部
から肩部には３箇所に配された平行線間に，それぞれ浅く広い波状の刻文を施す，内面の全面にはビチュメンと
考えられる黒色物質が塗付してある。
鎌刃（215,216,224）明らかに鎌と判るものは墓４出土のNo224のみである。Ⅱ層建物に伴って出土
したＮｏ２１５と216は，僅かに内反が認められることから鎌刃と推定した。Ｎｏ２１６は全体が逆Ｓ字状の形態をな
し，柄の部分は方形断面である。３例とも刃の断面は二等辺三角形状で厚い。
ナイフ：刃子（217,225～228）長さ１０ｃｍ前後の破片が多く，完形砧は存在しない。刃部と茎部の区別
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が明瞭でなく，関の認められるのはNo225のみである。目釘は３例に認められ（217,226,227)，二つ
(217,227）と，－つ（226）がある。No227のそれは２個の銅釘である。身の断面は三角形で，比較的厚い。
鞘のわかる例はNo225のみで，鉄製の鞘尻金具を伴う木製鞘に収められていたらしい。茎部には木質の痕跡を
残すもの（217,226）と，革と思われる痕跡が認められる例（227,228）があった。
飾り釘（218）１１層建物中央室の床面付近から出土した〔小谷・丼1981：Fig.10〕・大型の釘もしくは鋲
である。半球形の頭と方形の座がある。鋳のため身部はふくれている。１Ｍ:面は円形であったと思われる。
剣（223）刃渡り２２ｃｍを計る剣で鑑のため剣身がふくれ，正確な厚さが判らない。断面を著しく厚く図
化したが，これは現状の断面状態である。剣身には布の圧痕（識密度は経11-12,緯11-12/cm2）と柾目の木
質が，茎部にも木質の付着がある。茎部の残存状態は悪く目釘は残っていない。剣身に残る痕跡から，鞘は木製
で内面に布が張られていたか，あるいは剣身を布に巻き鞘におさめていたことが判る。関付近には鍔状の鉄製金
具が残っていた。
小結
ＪＮ期に属するⅥI層の建物は２度の大火災を豪っているため，極めて多くの遺物を発見することができた。
銅/青銅製品もその例にもれず，多くが遺存しており，初期銅/青銅製品（たぶん銅であろう）の貴重な実例を
示すことができた。発見された製品は，工具を中心として，武具とその他の金具，もしくは装身具に大別でき
る。この中でも，工具には多くの種別があり，銅/青銅が広く活用されていたことが判る。ノミは種類も豊富で
あり，大，中，小型の製品を，その使用目的に即して使い分けしていたと推測できる。大型のノミは製品を直接
手にもち，小口を直接たたいて使用したらしい。しかし小型や中型の製,砧には柄に類するものが伴ったと思われ
る。また１点ではあるが，側面がカーブするものがあり，曲面の加工（特に石製容器の内面調整など）に使用さ
れたと思われる。このほか片刃の製品も存在しており，今日のノミの基本的な姿がすでに揃っていたといえる。
同様なノミはＥＤＩ期でも生産，使用されるが，ＪＮ期のノミの断面形が方形であったのに対し，ＥＤＩ期では円
形断面をもつものが出現する25)。
銅/青銅は様々な用途に使用されたと考えられる。しかしながら小片のため使用目的のはっきりしない遺物が
多かったのも事実である。この中で馬蹄形を呈する一連の製品は注目できるが，どのように使われたのか椎ilUの
域を出ない。これらはすべて小型で著しく薄く，装飾を施したものも存在することから，特殊な使用形態を考慮
せねばならない。貝製品の中にＵ字/馬蹄形に復元しうる薄手の製品の破片があるが（Fig20-64g)，両者を関
連づける証拠はいまのところない。“三日月形ペンダント”と称される製品とも考えられなくもないが，孔および
吊り下げるための突起は存在しない。現時点では類似する例は存在せず，今後発見されるであろう類例が，その
使用目的を特定してくれると期待している。
メソポタミアにおける漁携活動は極めて営んであったとされ〔前川1984：479〕，グッバでは漁師を描いたと
考えられる彩文土器がＥＤＩ期中葉の層から出土した（Fig.14)。この土器には漁師のほか，舟，水鳥，魚など
も描かれており，それはグッバ付近の環境をも暗示しているといえるものである。ＥＤＩ期前菜ころの屑から
は，この時期に典型的な外アグをもつ釣針が出土した。メソポタミアではウルク後期～ＥＤＩ期を通じタトアグ式
の釣針が一般的で，内アグをもつ釣針の出現はＥＤＩ11期頃までまたねばならない26)。グッバの製品を復元すれ
ば，ほぼジャムダトナスル出土例〔Mackayl931：PL75-4〕や，ハブーバ・カビーラ例〔Strommengerl980
：Abb40〕に近い大きさとなろう。
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特筆すべき事例としてＪＮ期における“fbundationdeposit"の発見があった。時代が降ると，銘文や彫像，その
他を伴って埋納されるようになるが， グッバのそれは明らかに初源的な様相を呈していた。 我々は幸運にもその
事例を検出することが出来たのではあるが，このほかにも建物の数箇所で，同じようなことが行われていた可能
性は否定できない。特にこのようなモニュメンタルな建物にあっては，調査に際して留意する必要があるといえ
そうだ")。
出土傾向については最初に触れたが，ＪＮ期に続く ＥＤＩ期層では著しく出土数が減少する。 それには副葬品
この地域におけ二次的な要因も加味せねばならないが，として墓へ埋納されたりするなどの， それにも増して，
るグッバの地位や， 影響力が低下したことが主な原因とせねばならないだろう。
現在JＮ～EＤ I期の製品の科学分析は進行中であり， その結果がまたれる。すでに完了したNo175の鉛同位
鉛成分はウル遺跡出土遺物に極めて近い値を示すことが判明しており，体比法による分析では，
可能性，もしくは同一』
ウルとの交易の
くは同一産地由来が示唆されている〔Hiraol981：216〕･
フィブラは層に伴う遺物ではないが，その形態はStronach分類のIⅡ１タイプに類似しており，アケメネス朝
期頃に比定しうる〔1959：194〕。 三翼鎌もアケメネス朝期頃の特徴を良く示す遺物といえる 〔Stronachl978
FYg94〕・
れるに，
アケメネス期の建物に伴って出土した鎌刃は時期的にも近いヌーシ ジャン遺跡に類例が求めらイ
〔Curtisl984：Fig.5〕。
性別を特定するまでにはいたらなかった。墓４の被葬者は箪製のサンダルを履く成人であったが， しかしその
副葬品は鈴状の製品を除き，ビーズ等の装飾品を伴わず，武具と工具によって占められていた。これは被葬者の
男性の可能性を強く示唆しているように思う。 Ｓ字状の柄を伴う鎌は，若干先行生前の職業を暗示すると共に，
〔Chirshmanl939〕， この形態の鎌が長い伝統をもつことがわかる。するシアルクＢ墓地から多数出土しており
ほぼ同時代と考えられるノールズマハレＡ－Ｉ，Ⅱ号墓より出土
1966：５５〕。
副葬されていた剣と同様の鍔状金具をもつ例は，
しており，詳しい考察がある〔江上・深井・増田
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Ｖ骨製品
グッバ出土の骨角器および加工痕のある骨製品（？）は59点に達する。これには前項「ビーズ・ペンダント」
でふれた３点（10,59.,63cc）が含まれる。
製品の破片，および使用・加工痕のある骨製品（？）を含む層位毎の出土数は，ＶⅡ層41点，Ⅵ層５点，Ｖ層
２点，１Ｖ層５点，ＩⅡ層なし，Ⅱ層６点であり（Table8)，ＶⅡ層出土例が全体の半数以上を占めている。
Table8Classiiicationandapperrancehequencyofboneobjects．
Level
Total
number
２
Type
pm -
Needle
AwMIypel）罎一
Awl(Type2）：艇
Awl(Type３） ￣霧
一Awl(Type４）
Awl(Type5）喧孑－
．．mb…rG）簔壽
M……（Q
SpatulamiOrm腰一塁
Workedbone
Bead/pendant
Ⅵ Ｖ 1Ｖ 、 ⅡVⅡ
ｊ
２
１
７
７
３
３
４
６
Ｐ
１
１
８
２
４
４
７
６
２
５
５
３
１
１
１
４
１
１
２
１
１
５
１
４
３
Totalｎｕｍｂｅｒ 4］ 旧■ Ｚ ５ ﾛ ６ 鴎
出土状況
ⅥI層円形建物に伴う出土地点と製品を図中にプロットした（Figl5)。出土地点を概観すると，回廊Ｃ３
とＣ４，および壁８の内側に連続してしつらえられたR8-l-8-5と，その前面の周濠中からの出土が多い。反
面，回廊Ｃ５やＣ６では比較的出土が少ない。
以下，タイプ別（Table8）に出土状況・地点をみる。
ピン・針は回廊４の東南入口付近より２点（233,235）と，回廊Ｃ６（234）から出土した。No.２３３，２３５付
近ではVIIa層に伴ってビーズや紡錘車なども出土している（Fig.１，７参照)。
錐タイプ１は出土地点に統一性がなく，Ｃ３において１点（242)，Ｃ４の入口前面に存在したピット中から１点
(241)，Ｒ４の埋土に混じって２点（239,243）が出土した。同一タイプの破片と推測されるものはＣ５より１点
(237)，Ｒ8-2（236）からも出土をみた，周濠の埋土中に混在した１点（240）も製品と考えた。
錐タイプ２は円形建物の中心部にはなく，VIIc層に伴う回廊Ｃ４にて２点（246,250）が出土し，他は周濠埋
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中より２点（247,255）と，Ｒ８－２から２点（245,253)，Ｒ８－４より１点（248）を発見した。他のタイプに他見士 FBC､■凸面
比べ出土地点が限定されている おう に思われる。片､､､ れよ
錐タイプ３は円形建物中心部：Ｃ３とＣ４に限って出土した（256-258)。
錐タイプ４は，オープンスペースである回廊Ｃ６（262）と周濠中（260,263）から出土した。
錐タイプ５は回廊Ｃ４に存在したピット中より１点（264)，回廊Ｃ３に達する枢上から大型製品（267）が出
した。このほかＲ８－５より１点（265)，Ｒ８－１に伴う破片（270）もこのタイプと考えた。
土建物プ
周プオ
枢 上 大型中廊 ３、■、
占
DB､土
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櫛状具およびそれに伴う歯は，Ｒ３前面の回廊Ｃ４に集中していた。ここにはNo271と酷似する形態の製品
が，他にも１点以上存在していたとみなしうる。Ｒ8-2でも同様の製品・道具（274）が使用されていたと推定
して良いだろう。
箆状の製品（277）は周濠の埋土中から発見した１点のみである。
加工・使用痕のある骨製品は回廊Ｃ３より２点（286,288ｌＣ４にて２点（284,285）が出土した。
Ⅵ層錐５点が出土した。このうち３点（251,261,269）は，貯蔵穴と考えられる堅火中から他の遺物
(ビーズ，紡錘車，銅器片，印影土器など）に共伴した。
Ｖ層錐２点（259,266）が伴うが，特異な出土状況や傾向は示さない。
１V層５点（244,249,252,254,278）を発見した。このうちの３点（249,252,278）はグリットＸＩＩ－
７区に集中しており，ここに骨角器を必要とする生産。加工施設が存在した可能性は高い。
ＩⅡ層出土をみなかった。
Ⅱ層６点（279-283,287）が回廊中に存在した方形の貯水槽/ピット〔小谷・井１９８１：ＦｉｇｌＯ参照〕か
ら出土した。不要品が廃棄されたものと思われる。
材質
すべて動物の骨が使用され，角と考えられる例は存在しない。種別では，ヒツジもしくはヤギ（264,268,
269)，シカ？（248,249)，ウシもしくはオナゲル/ロバ/ウマ（267)，トリ？（280）と考えられるものがあっ
た。このほか種別の判然としない長管骨製の製品についても，多くはヒツジ/ヤギなどの中型動物の骨を使用し
たと考えられる。部位の明らかな骨は中手骨/中足骨（241,243,246)，脛骨（242,248,249,286)，尺骨
(264-269）があり，これに肋骨と推測される例（281）が存在した。製品に加工された骨の大部分は長管骨であ
り，それには骨体のみを利用した例と，骨体と近位もしくは遠位（端）のいずれかを残して製品とした例があっ
た。
形態分類
基本的にピン/針，錐（タイプ１－５)，櫛状具，箆/磨き具，箆状具，ビーズ/ペンダント，加工・使用痕の
ある骨に分類可能である（Table8)。なお，錐の細分は骨の加工状況に加え，特に全体の形状を重視した。
ピン/針ＶⅡ層から３点（233～235）が出土した。No233は上端付近に両面穿孔になる径２ｍｍの孔があ
り，針として使用されたと推定できる。No235には孔がなく，基部はたいら’端部は丸味をもって終わる。い
ずれも長管骨を裂き，これを丁寧に磨いて製品となす。長さは，完存しないNo234が５６ｍｍと短く，他の完
形の３点は９０ｍｍ以上を計る。中部から先端にかけての断面は丸く，平均厚は５ｍｍほどである。３例とも先
端付近は使用により滑らかになっており，僅かながら光沢を認める。中央から基部にかけては，製作時の擦痕が
身に直交してついている。
錐長管骨利用の製品（タイプ１－４）と，尺骨を利用した製品（タイプ５）に大別できる。長管骨を使用
した製品では縦方向に半裁した例（タイプ１）と，長管骨をそのまま利用した製品（タイプ２）がある。後者に
は近位もしくは遠位端をそのまま残し，握りあるいは把状とした例と，骨体のみを使用した管状の製品がある。
なおタイプ３と４も基本的には長管骨の破片を利用した製品であり，タイプ１のヴァリエーションとみることも
可能である。以下タイプ別に説明する。
タイプｌ：８点（236～243）出土した。No240はＶI層出土，他はすべてＶⅡ層に伴う。完形および完形に近
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い製品は３点（238,241,242）で，他は破片となっている。中型動物の中手骨/中足骨を縦方向に半裁して造
形した例（241,243）と，右脛骨を利用した例（242）がある。これには近位端（241,243）を残して把状とし
たものがあるが，それ以外は破片となっているため，当初から近・遠位端が存在したか否かは判然としない。
製品の側面形は骨の中心線に沿っていることから，中心線に沿ってすり切るか，あるいはクサピ等を使用して
裂いたのちに，整形（磨き）が行なわれと思われる。完成品を参照すると，ほとんどの製品が基部（近・遠位）
に最大'11月を有し，先端に向って次第に細くなり，先端は針状に鋭く尖る。特にNo241は丁寧な加工の認められ
る精製品である。No242は長さ２０ｃｍに達する大型品であるが，形や製作工程はNo241と同じである。破片
となっているＮＣ236,237,239,243も同一形態とみなしうる。このタイプに共通することは極めて丁寧な磨
きが行なわれた点で，いずれも使用による光沢をもつ。たとえばＮｏ２４１では，使用による光沢の範囲は先端か
ら８ｃｍまで及んでいる。これは，タイプｌの錐が深く刺す作業に使用されたことを示唆しているといえる。
タイプ２：12点（244-255）が出土し，Ｖ11層と1Ｖ層に集中していた。径12～25ｍｍの長管骨を使用してお
り，近・遠位端を残す例（246,248,249,250）と，それらを取り除いたか，あるいは道存しない例（244,
245,247,251-255）がある。このほか後述のタイプ３に分類したNo260は当タイプの可能性もある。現状で
の最長例は130ｍｍ（249)，最短例は５５ｍｍ（255）で，12点の平均値は８３ｍｍであった。
先端はタイプｌに比べ総じて鈍い。先端の造形は，長管骨を石などに打ちつけて折ったのちに行なわれたらし
い。このために，尖った先端の基部付近に不規則な割れ目（折れ目）を残した例（248,249,251,253,254）
があった。最終調整は砂岩などを利用して荒く磨き，尖らせる。使用による光沢は三角形の先端部のみに限られ
円形断面部には及んでいない。
タイプ３：長管骨の破片を使用して整形されており，先端の形状はタイプ１に近く，比較的鋭い。４点（256
-259）をこのタイプとしたが，No258はタイプ２の先端部分の破片とみることもできる。出土の層位は、層
から３点，Ｖ層に１点（259）が伴う。造形方法はタイプ１，２に類似し，特に先端のみを入念に加工する。使
用による光沢は鋭い先端部のみに限られ，たいらな部分には及んでいない。タイプ３とした４点はいずれも短く
(20～44ｍｍ)，本来の形状を留めているとは考えられない。形態はタイプｌと２の中間形といえるもので，使用
形態も中間的であったと推測される。
タイプ４：長管骨の破片を利用する。典型的な例はＮＣ262,263で，小型でやや鈍い先端を特徴とする。他の
２点（261,266）はこのタイプとすることもできるし，タイプ２や３の破片とみることもできるが，便宜上ここ
に含めた。使用による光沢は先端から２ｃｍほどの範囲に認められる。
タイプ５：中型動物（ヒツジ・ヤギ？）の尺骨を利用し，先端のみを鋭く尖らせて製品となす。近位端をその
まま加工せずに残し，これを把として利用する。把部分は長さ約４０，，，１１J厨約２０ｍｍ，厚さ約１０ｍｍで，手の
ひらにすっぽりおさまる手頃な大きさである。把尻が破存したようにみえる２点（265,269）があるが，調整に
よるものか，あるいは近位端が分離・欠落したのか判然としない。先端の形状はタイプｌと２の中間形態を示
す。しかし使用による光沢は顕著ではない。完形品のNo268は長さ７７ｍｍ，最大１幅は２６ｍｍで，他の破存品
もほぼ同程度の大きさを有していたとみなしうる。
No267はウシ／ウマもしくはオナゲルなど大型動物の尺骨を利用した製品であり，長き123ｍｍ，幅は４６ｍｍ
を計る。形態や使用状況はヒツジ/ヤギの尺骨利用製品と同じであったとみなしうる。整形はあまり丁寧とはい
えず，基部は打ち欠きのみで，先端や中央部付近を荒く磨く。先端や中央付近には磨きに伴って現出した擦痕に
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くわえ，タガネ状具により付けられたと思われるキズが観察される。先端は使用により滑らかになっているが，
光沢はない。No270は錐の先端部分の破片と考えられる。中実であることや，形の特色からNo267に類似する
形態と判断した。
櫛状具および歯土製の把に骨製の歯を埋め込み製品となす，この組合せが櫛状の形態をとる，これを一種
の櫛と推測した。歯は長管骨の破片を利用し，先端のみに微調整を加え，丸みをもたせるが，錐ほど鋭く尖って
いない。完形品はNo271に遺存する１点と，272,275で，ほぼ統一された長さ（46～49ｍｍ）をもち，’１１局と厚
さもほぼ揃っている。また，先端が中Ｉｌｌｌ線上になく，僅かに偏しているのも共通する特徴といえる。
No271には完存する1本と，先端部を欠く1本，および圧痕が残っており，本来，骨製の歯３本を並列して
いたことがわかる。把中への歯の埋込みは深く，外部に出ていた部分はおよそ１０ｍｍほどであったと思われ
る。従って，使用による光沢も，先端から１０nｍほどの部分に限られている。No274も櫛状具の歯と推定さ
れ，先端の形状などは共通する。しかし，側面の整形は，他の出土例に比べより丁寧であり，断面は長方形に整
えられていた。No276は角もしくは歯状であり，若干趣の異となる製品であるが当該種とした。なお，No271
の把は微砂粒を含む胎土で成形されており，高さ約５０ｍｍ，幅約４０ｍｍ，厚さ約３０ｍｍの楕円形に復元可能で
ある。
篦もしくは磨き具ⅥI層より１点（277)，１Ｖ層から１点（278）が出土した。No277は長管骨を半裁し製
品となす。側面が並行し，一端は尖っていたと思われるが，破片となっているため正確にはわからない。側面は
なめらかになっており，断面は僅かにカーブする。No278は部位不明の薄く平らな骨を利用していた。表・裏
面は平滑で，弧を描く部分は使用により滑らかとなっている。
箆状具いずれもⅡ層ピット中より出土した。大型動物の骨（肋骨の可能性がある）を利用し表・裏を丁
寧に磨いて製品となす。完形品は少ないが，平滑な板状の製品で一端が尖り，他端は丸みをもって終わっていた
と推定される。完形に近いNo279は現存長１０１ｍｍ，111扇２１ｍｍである。llIEiは，破片で残る他の製品も含め１８
～21ｍであり，ほl封前っているといえる。厚さは１５－２２ｍｍしかなく，側面は僅かに反っている。使用によ
ると思われる光沢が表・裏と全小口部に認められる。No281は同種の製品（？)，もしくは製作途上の破片で，
表面には擦痕を認めるが，内面は調整を行なっていないようである。
使用・カロエ痕のある骨No284は錐の破片と考えられる，近/遠位が残り，表面には使用によると思われる
かすかな光沢がある。
No285は火を受け黒灰色を呈する。長管骨を半裁しており，表面には人為的な二条の加工痕を残す。
No286は道具との硴証はない。脛骨の遠位が残り，骨休はなめらかで使用されたように見えることから，何
らかの道具の破片と判断した。
No287には人為的な調整痕がある。その本来の形は明らかではないが，おそらく錐状の製品であろう。
Ｎｏ２８８は関節部分を残している。骨体の中央付近が滑らかになってはいるが，道具として使用されたか否か
は判然としない。
ビーズ。ペンダントＶⅡ層から３点が出土した。詳しくは前項「ビーズ．ペンダント」および巻末のリス
トを参照されたい。
小結
ＶⅡ層の円形建物に伴って41点の骨角器が出土した。銅石併用期の遺跡とはいえ，通例の出土傾向に比べ，異
テル・グツバ出土の遺物２０９
状に多い出土数といえるかもしれない。これはグッバvII層の特色でもあり，骨製品が依然として多くの用途に
利用されていたことがわかる。
Table8からも知られるようにＶⅡ層では，錐を中心として様々な形態を持つ骨製品が製作されていた。錐は
細分が可能なほどのヴァリエーションがあり，使用目的に即した形態に加工されていたと考えて良い。ＥＤＩ期
での骨製品の使用状況をみると，一点の例外（282）を除き，錐に限って利用される。特にⅣ層ではタイプ２
のみが残存し，他のタイプは製作されなかったようにみうけられる。このことは，骨製品に変る，新たな材質の
道具の出現があったことを間接的に示しているのかもしれない。いずれにせよＥＤＩ期のグッバでは，骨製品の
使用が極端に減少することは確かである。
ところで骨製錐の使用目的については，比較的柔らかい材質の製品に穴を開ける「穿孔/刺突具」との解釈が
一般的である。この場合の対象物は織物，皮革，綱物などであったと推測される。もちろん武器として使用可能
な大きさと鋭さをもつ製品も存在したが，出土は数点にとどまる。錐の出土地点をみると，部屋内やオープンス
ペース，比較的広い回廊からであり，これらの回廊や部屋が，錐を必要とする軽作業の場として供されていたこ
とがわかる。円形建物の中心部に限っていえば，出土地点が紡錘車の発見地点に重複している，といえなくもな
いが(Fig.７参照)，両者を結ぶ決定的な証拠はいまのところない。土製の把をもつ櫛状の製品についても，整髪
具とするよりは，むしろ上記した軽作業の－担をになっていたと推測される。たとえば，織物や敷物を製作する
際の"ピーター"としての使用である。
アケメネス朝期と考えられるⅡ層のピットからは，一端が尖り，他端が丸くなって終わる箆状の製品を発見
した。同様の形態をもつ箆状品はニネヴェ〔CampbeU-ThompsonandHamiltonl932：９３〕，ヌーシ・イ・ジヤン
〔Curtisl984：Fig.13〕，パサルガタエ〔Stronachl978：236〕，キシュ〔Mooreyl978：fichel-CO2〕などでも発
見されており，前一千年紀以降の西アジア世界に通有の遺物である。その使用目的については判然としないが，
織物生産にかかわる道具ではないかと推定されている〔Curtisl984：４５〕。
なお，巻末のリスト中で登録ＮＣを有する遺物はすべてバグダッドのイラク博物館に，ナンバーのないものは
ハムリン盆地内バヒーザに所在する考古局の倉庫に収蔵・保管されている。
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注
1）遺跡の発掘調査には文部省科学研究費の補助（課題番号：304146,404153,504348）を受けた。調査参加者は藤井秀
夫（研究代表者）・小谷仲男・八木和美・｣Ⅱ又正智・筆者：考古学担当，堀内清治・西Ⅱ|幸治・浜崎一志・岡田保良・
松原隆治・星和彦・伊藤重剛・井口直巳・吉沢正巳：ＶⅡ層建築遺構担当，石田英実・河畑正敏・欠田早苗・和田祥：
形質人類学担当である。現地調査では他遺跡担当の調査員：鎌田博子，大津忠彦，横山昭一，青木繁夫，篠原徹，大沼
克彦，松本健の協力があった。このほか，イラク考古局の物・心両面にわたるサポートがあったことはいうまでもな
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ぃ。考古局長官MuaiyadSaidDameUi博士，ハムリン調査計画責任者BehnamAbuas-Soof博士をはじめとする多くの
方々，SalahdeenHamedFerid氏ほかのイラク考古局共同調査官の方々には並々ならぬ御世話になった。ここに深甚の謝
意を表したい。
2）ファイァンス製のビーズは残存状態が悪く，発見時には本来の形状を留めているが，取り上げに際してパウダー状に
なる例が多い。さらに，二次焼成を受けた貝製ビーズや，焼凍石にも著しく脆弱な例があり，数に加えることのできな
いものが多かった。
3）Fig.２中のVIIc層平面図には礫のみを図化し，焼煉瓦状となった日干煉瓦はこの図から省略してある。
４）ＶⅡｂとＶⅡc層では出土状況が異なる。ljJ能性としてｌ：内部に貯蔵されていた製品を火事の際に取りだし，ここま
で運んだ。２：屋根の崩壊と共に天井（２階）から落下した。３：清めの意味をもたせて，ここに奉献した。４：ここ
で焼け死んだ人がいるなどである。
５）那訳すれば間隔調整用もしくは確保用ビーズとでもいえるが，木文中ではスペーサービーズをそのまま用いた。
６）極めて特徴的な色調や硬度をもつ製品については，問題があるとは思われないが，例えば石灰岩と大理石，ステアタ
イト，クロライト，サーペンタインなどや，“Bitumeniouslimestone',とされる黒色の石，デイオライト，あるいは
ジェードなどは不明な点が多い。さらに施釉したか，もしくは焼いた凍石"Glazed/bumtsteatite”（本文では焼凍石で統
一する)，焼いたか焼けた石灰岩，フリットとファイアンスの区別など，例を挙げれば限りがない。多くが原産地に関係
し，交易問題にも拘わってくるので，｜真正な判断を下したいが，はっきり申し上げて管見の及ぶ範囲をこえた例が多く
存在した。従って，ここに記した－部の材質については，変更の余地を-'一分に残している。参考までに本文および巻末
の遺物リストにおける記載上の注意点を記すと，二つの材質を並記した例はどちらとも決定しかねるもの，材質の後に
（？）を付記した例は多少の不確定要素をもつもの，石の色のみを記した例は材質不明を示す。
７）緑色ビーズが35個連続したように見える部分もあったが，出土状況からは連続していたのか，あるいは別のラインが
ここに接していたのか明らかに出来なかった。側面や背面では，緑色ビーズが21個以上連続して配されていたようにも
見える。
８）デイヤラ河流域のＥＤＩ期の遺跡では，ビーズを連ねて腕輪とした例や，ガードルと考えられる使用があったことが
判明している〔Delougazandothersl967〕。また，シュメール地域の初期王朝111期の墓でも同様の使用形態が明らかと
なっている〔Postgateedl985〕。
９）調査概報ではこの土器について，Ⅱ層と同時か，もしくは多少遡る可能性を示唆するに留め，正確な時期の言及をさ
けていた〔小谷・井１９８１：４１〕。極めて特徴的な"ボタン状底部，'をもつ土器は，カッシート期に盛行し〔Starrl937；
BoehmerandDammerl985〕，新アッシリア期頃まで連綿と生産されるが，カッシート期の土器の底部は，グッバ出土例
に比べ相対的にやや高く，むしろ脚に近い形状をもつ例が多い。一方，新アッシリア期のそれは著しく形骸化しており
〔Oatesl959：137;Mallowanl966〕，グッバ出土例のようにやや偏平な宝珠形に近い例は少ない。つまりグッバのこの土
器は，底部の形状から判断すると，両方の特色を兼ね備えているといえそうなのである。かかる点から筆者は，墓１お
よび土器の年代を，カッシート期の後半以降，もしくは新アッシリア期の前半頃に推定したい。即ち前一千年紀初頭頃
である。
10）発掘者はこの建物のはっきりした年代を示しておらず，出土遺物中にはラピスラズリ製の像があり，前三千年紀の特
徴をもっているとし，その性格については墓であろうと想定した〔CampbeU-ThompsonandHutcmnsonl931：８２〕・一
方，出土のビーズを研究したＢｅｃｋは，古い形態をもつビーズも存在するが，ウルの王墓より多少先行するものの，当
時の編年で290OBC、を遡ることはないと考えた。さらに出土状況についても疑問視しており，多くの残屑の存在か
ら，工房に伴ったものが小さな小川，または谷筋に沿って椎積したのであろうと推定し，“Vaultedtomb”との関係を間
接的に否定した〔Beckl931：427,436～7〕。最近この巨大なヴォルト/アーチ構造に注目したAlgazaは，ほぼ同時代と
考えられる時期に大規模なアーチや，ドーム状構造物があるとし，その例としてグッバ，ウチ・テペ，アブカーシム，
ガウラＶIⅡ層のアーチの家とされるものを示し，構築時期も前ニネヴェ５期（ウルク後期）まで遡ると示唆した
〔1984〕。しかしながら，彼が例示したハムリンの建造物は全て迫出弩塵構造で，ニネヴェのヴォルト／アーチ
〔Campbell-ThompsonandHamutonl932：Ｐ1.48-2,3〕とは根本的に異なっている，彼がこの事実を知らないはずはな
い。昨年，Roafはこの建物の立地および日干煉瓦のサイズ等から見て，この建物が，アルガゼのいうように前ニネヴェ
５期まで遡る可能性は少ないと指摘した〔mpress〕･
'1）テペ・ガウラでは，金製のビーズや他の装身具が，グッバｖⅡ層よりはるかに遡るとされる墓から多量に出土してい
る〔Speiserl935〕。またグッバとほぼ同時代と考えられるテル・ブラクの「目のﾈllI殿」では，祭壇のプリーズに金の延
板が使用されていた〔Ma]lowanl947〕。この時代，極めて重要な建物や，豊富な副葬品を伴う墓には金製品が共伴する
のである。
12）ラピスラズリの交易を問題としたＧ,HeImlannのすぐれた研究がある〔1968〕。彼女によれば，メソポタミアへの最
初のラピス・ラズリの輸入はガウラｘｌⅡ層期に遡るという。しかしながらメソポタミア底地での初現はやや遅れ，ジャ
ムダト・ナスル期頃までまたねばならない。この間に交易路の変更や，何らかの政治的，社会的な動きがあったと考え
テル・グッバ出土の遺物２１１
られている。なお，メソポタミア低地の遺跡でも，ラピスラズリを伴う遺跡（ウルク，ウル，ファラ）と，発見（出
土）されない遺跡（ジヤムダト・ナスル）が存在しており，グッバも後者に属する。
13）嘘珀であるとすれば極て重大な問題となるが，積極的に肯定する根拠をもち合わせていない。前二千年紀の中頃にな
ると，覗珀が錫と共にシリアやメソポタミア（？）までもたらされたらしい〔クレンゲル著，江上・五味訳１９８２：
192,228〕。しかしながらそれより1000年以上も昔から，交易があったかどうかは判らない。多くの人．地域を経て間接
的に搬入されたとすれば，可能性はないとはいえない。
14）ハイデルベルク大学DSurenhagenの教示による。
15）貝製品のすべてがペルシア/アラビア湾・インド洋産であるか否かは判らない。遣物はバグダットに保管されている
ので，専門家による鑑定を希望してやまない。ちなみにニネヴェiLu上の貝製品では，インド洋．ペルシア湾より：マク
ラガイ，ヤカドツノガイ，ツノガイ，ソデガイ，イモガイ，ミダレシマヤタテガイ，ニシキアマオブネガイ，ノシガ
イ，ウミニナなど９種。地中海より：アフリカタモトガイ，ゾウハゲタカラガイ，タカラガイ，シロハラョフバイ，チ
レニアイモガイ，トヤマガイ，ブドウタマキガイなど８種，これに淡水産の貝の存在が判明している〔Beckl931〕。
16）キシュ遺跡の"Y"地区の深堀では，洪水層の下層からＥＤ期に伴うと考えられる多くの墓が検出された。このうち貝
製の大型管玉は墓370,430,463,478,527,686,687に伴う。これらは地表下４．５ｍから６ｍ付近に営まれており，
おもに６ｍ付近に検出されたＥＤＩ期頃の墓に比較的集中していた〔Mooreyl978：nche〕。このほかウチ・テペの小児
墓でも，被葬者の腰付近から一点の貝製管玉が出土した〔Gibsonedl981：ＰＬ５０〕･
'7）表は以下の出典による。Beckl931;Mackayl931;Watelinl934;Heimichl936;Ｄｅ]ougazandLloydl942;MaUowan
l947;Toblerl950;Frankfortl955;WooUyl955;DelougazetaL1967;ＬｅＢｕｍｌ９７１；深井・堀内・松谷1974;Moorey
l978;Forestl979;Carterl980;Behm-Blanchel981;Gibsonedl981;Braidwoodedl983;Howel983;Postgatel983;井・
川又1984/85JWillsonl986;KamadaandOhtsul988;Martinl988;沼本1988.
18）Wmsonl986によれば，Longtubularshellbeadの模倣,hHがガウラにあるとされているが，ガウラのそれは〔Speiser
l935：PL83-29〕螺旋状というよりは，むしろtwistedに近い形態を示す。Postgateはアブサラビーク西丘の調査にお
いて出土したテラコッタ製品に注目し，他遺跡出土例を列記し，注意を喚起した〔1983：９１〕･
'9）側面に小孔を穿つビーズは，出土例も少なく不明な点が多い，類例の増加がまたれる。また，直角孔形ペンダント／
ビーズは，基本的には貝製管玉の模倣を出発点とした，と解することも可能である。特にソンゴルＡ出土例〔Kamada
andOhtsul988：Fig.19-17〕は，その可能性を強く示唆しているように思われる。つまり長さ１０ｃｍにもおよぶ孔を穿
っ苦労から開放され，かつ側面に－つの孔を穿ったように見せる方法が，直角孔という解決策を見出した，といえるの
ではないだろうか。しかしながら現時点では，直角孔形ペンダント/ビーズの出土は，カリムシャヒル例〔Howel983：
Fig.11-13〕を除き，ハムリン内の過跡のみに限定されており不明な点が多い，今後の類例の増加を待ちたい。
20）ユーフラテス河中流に存在するアナ島の遺跡から，５点のガラス製腕輪が報告されている。多くは層に伴わず出土し
たが，コイル状の外観をもつ１点は中イスラム期の層から出土したとあり，同様の輪は８－１４世紀頃まで中近東の遺跡
から出土すると述べられている〔NorthedgeetaLl988：125〕。また，ジョルダンのジェラシ遺跡出土のガラス器を研究
したMeyerは，螺旋状のガラス製腕輪が，すでにローマ時代に存在し，長期間盛行するが，出土層位のはっきりした例
が少ないと述べる〔1988：２１６－７〕。
21）孔はおよそ２ｍｍほどの深さをもつ。おそらくこの孔には，色の異なる別の材質が像嵌されていたのであろう。
22）偶然にもジャムダトナスル遺跡からも径46-48ｍｍを計る製品３点と，その２倍の径：９４ｍｍをもつ大型の石製
紡錘車が報告されている〔Mackayl931：267〕，それはあまりにもできすぎた数値の類似である。より拡大解釈を行う
と，グッバのNol45が示す径７２ｍｍは47-48ｍｍのおよそ1.5倍であり，これらの数値を統一された規格と見ること
もできる。ファラでも42-50ｍｍを計るテラコッタや石製品が多量に出土しているが，怯量や重量に関する正確な記述
がないのはおしまれる〔Martml988：196-7〕。しかし資料が乏しい現状では早急な判断は下せない。今後出現するであ
ろう多くの例証がそれを決定してくれると思う。統一規格が存在しないとしても，いわゆる"手頃な大きさ"はあったと
思われる。それが前記した数値ではないだろうか。なお紡錘車の観察には，重量をも加えた細かいデータの提示が必須
であると痛感する。
23）円形建物の完全な解体を行えば，類例はさらに増えたと考えられる。
24）ウチテベ出土例〔Gibsoned､１９８１：PL50-12〕や，ウル出土例〔WooUeyl934：ＰＬ２２７〕に類似し，槍先と解釈きれて
いる。
25）グヅバでは円形断面をもつノミがＪＮ期に存在しなかっただけであり，他の製品（ＮＣ181,191）では円形を採用して
いる。
26）報告例が少なく不明な点が多い。現時点で最古に近いと推定される内アグ式の釣針は，テロー〔PanDtl948：
PL21〕，キシユＡ丘〔Mackayl929：PL39-4〕，ニツプール〔Gibsonl975：Fig96-21〕，アスマル〔FrankfOrtandothers
l940：Fig.106-9〕などから出土しており，大略260OBC・頃を境として外アダから内アグ式への変換がおこったらし
い。なおデイヤラ河流域の調査ではハファジェのHouse８期以降，数点の出土が知られているが，その詳細は不明であ
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る〔DelougazetaL1967〕・メソポタミアの漁師および漁具については別の機会に論じる予定である。
27）やや時期は降るが，ＪＮ－ＥＤＩ期の過渡期頃に営まれたテル・アプカーシムの，外周壁の内面コーナーには，壁中に
小さな方形のスペースが確保されており，発掘者はそれをfoundationdepositを納めるための施設と解釈していた。
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CatalogueofFindsfromTellGubba
Beads,PendantsandShellRings
bUows：RegisbntionnumberofGubba・IraqMuseumnumber(1Ｍ.）Level：findspot、Mate面al,color,shape
ant,height/length：h/l)maxnnumdiameter：maxp(mmUUmeter)．Descriptionandremarks．
VⅡ：Ⅸ-10room４．SheU,Ｆ“cわ/α"ａｔ”B2jzJ?"(?),gray,longtubular,ｈ/l：81,ｍａｘＪ：13,blackenedby[ire．
VⅡa-b：XIV-9corridor5・Faience(?)，whitecoreandgraysmace，longtubular，ｈ/1：８０，ｍａｘｄ：１３，
blackenedbyfire．
ⅥＩｂ：XII-10comdor2・Whitestone(burntlimestone?),tubular1M：38,max｡：１２．insertedaDB"ｈｚｌｊ"?〃
ocmgzz【α血”mtoapelforation,side-holeneartotheend・
UnstratiliedPendant,marble,gray,cylmdrical,Ｍ：31,max｡：8.5．rightangleperforationitomtoptoside・
Vnb：XIII-10conidor3・Pendant,marble/ljmestone,white,cylindrical,ｈ/l：32,ｍａｘｊ：９，shapeandperfbra‐
ｔｉｏｎａｓｍＮｏ,４．
Ⅵ：Ｖｎ－９ｓｍａＵｒｏｏｍ、Pendant,rockcrystal,transparent,peal岩shaped,ｈ/ｌ：20,max,width：13,rougmycut、
1Ｍ.89938.Ｖ：X-12comdor2、Unfinishedbeadorpendant,creamy-whitestone(marble/Umestone?),mceted
cylind1ical,Ｍ：33,maxの：９．
VⅡｃ：XII-9conidor4・Pendant,marble，blackwithwmte-graystrip，cylindricalwithroundedend，ｈ/l：４６，
max｡：９．
V/Ⅵ：Ｘ－９ｏｎｔｈｅｒｏｕｎｄｗａＵ５Ｌｉｍｅｓｔｏｎｅ，creamy-gray，tubularwithroundedend，ｈ/l：７２，ｍａｘｄ：１４，
perfOrationneartothebothends．
VⅡ：XII,ＸＩⅡ-15．Ａｎｉｍalbonebead,tubular,ｈ/l：44,max｡：９．
Ｖ：XII-12，Rockcrystal,transparent,tubuler,ｈ/1：42,ｍａｘｄ：１４.TogetherwithNo､１５．
１Ｍ.89939.ⅥＩａ：XIn-1LAlabaster,yeUowish-white,tubuler,ｈ/I：38,max①：１０．
１Ｍ.89937.Ⅳ：XVI-9，MossagateorMochaagate,semitransparentUghtgmy,tubuler,ｈ/l：38,max。：１０．
ⅥI：Ⅸ-10room４．Whitish-greenstoneOade?),ilattenedbiconical,ｈ/l：13,max,width：１２．
Ｖ：Ｘ11-12．Rockcrystal,transparent,cyljndrica1,Ｍ：18,max｡：９．５．
VⅡａ：XIII-1LHematite(?),darkbrown,elongatedbiconicaLh/l：20,maxめ：８．
ＶＩＩａ：XII-12corridor4，Spacerbeadwithencircleddots，fourperfOrationsJhience/hit，grayish-wlnte，rec-
tangular,Ｌ：22,Ｗ。：８，Ｔｈ：５．
ＶⅡ：XV-7room8-5・Spacerbead，tenPacottajdarkgray,sixperfOrations,elongatedovoid,ｈ/l：30,max､width
：８．
１Ｍ.89940.Ⅳａ：XlV-1LAnhnaI-shapedamulet,bluish-blackstone(slate/shale?),max,width：３２
ⅥＩａ：Xn-12comdor4・Unlimshedpendant/beadoramulet(?),calciteorgypsum1tmnsparent,ext・width：２７．
ⅣＩＸＩＩ,XIII-9,10．Unlinishedbead(?),calcite,transparent,biconical,ｈ/l：20,maxp：２０．unpelfbrated
VⅡｃ：XII-11co1ridor4pit4・Serpentain,greenish,balrel-shaped,ｈ/I：8.5,ｍａｘｄ：7.5．
UnstratiliedCameUan,discoid,ｈ/l：４，max｡：７．
１Vａ：XIV-12・CameHan,disc,ｈ/l：３，ｍａｘｄ：６．
Ⅳｂ：Ⅸ,Ｘ-9,10．CameHan,discoid,Ｍ：４，ｍａｘｄ：７．５
ⅥI：Ｘll-11roomLLimestone,reddish,disc,l]/l：2.5,max｡：７．
Ⅳｂ：XIV-12・Agate,reddish,disc,ｈ/l：４，ｍａｘｄ：１１．
Ⅳｂ：XII,ＸⅡ1-9,10room６．Limestone(?),creamy-yeUow,disc,ｈ/l：２，ｍａｘｄ：８．
VⅡ：ＸⅥI-10room8-2Limestone,white,disc,ｈ/l：５，max②：１１．
ⅥＩｂ：XIV-9conidor5，Faience,white,spherical,ｈ/l：２，maxめ：２．５．
ⅥI：XV-9conidor6pit・Steatite,whitish-gray,discoid,ｈ/l：２，ｍａｘｄ：a
VIIa？：XII-10comdor2-3・Glazed/bumtsteatite,whitish-gray,spl1erical(?),ｈ/l：２，ｍａｘｄ：３．
Ⅳｂ：XVI-9Marble,gray,disc,ｈ/l：５，ｍａｘｄ：１０．
ⅥI：X-9coIridor5・Steatite,gray,discoid,Ｍ：５，max｡：１１．
Ⅵ：XV-1qMarble,gray,disc,ｈ/l：３，maxめ：９．
Ｖ：VIII-12co丘idorLHematite,darkbrown,discoid,ｈ/l：10,max②：１３．
Vnb：Xll-11conidor2・Hematite,darkbrown,discoid,ｈ/l：１－３，ｍaxp：９．
Unstratified(ProbablyLevelVII)，Granite,blackandwmte,discoid,ｈ/I：７，max②：11,roughlymade．
Ｖ：XVI-9，Serpentme(?),darkgreen,cylindrical,ｈ/l：５，ｍａｘｄ：４．
ⅥＩａ：XII-12corridor4･Graystone,discoid』ｈ/l：７，max‘：１１．
DescriptionsareasfOUows：RegisbntionnumberofGu ba・lraqMuseumnumber(Ll
ortypeofbead/pend ：maxp(mmUUmeter)．
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VⅡ：XI-10coIridor2、Graywithreddish-stnpedstone,disc,ｈ/l：２，max①：７．
Unstratilied，Marble,darkgraywithwhite-stlipe,disc,ｈ/l：７，ｍａｘＰ：１５．
Ｖ：ＸⅥI-12Telracotta,gray,cylindrical,ｈ/l：５，ｍａｘｄ：５．５．
Ｖ：XVI-12Terracotta,gray,discoid,ｈ/l：７，max①：９．
VⅡ：Xm-13corridor5・Terracotta,。arkgray,cylmdlical,ｈ/l：７，ｍａｘｄ：７．
ⅥIa？：XI-10corridor3Terracotta,creamy-gray,balrel-shaped,ｈ/l：８，maxめ：７．
ⅥI：Ⅸ-11conidor5‘Tenacotta,gray,discoid,ｈ/l：７，maxめ：１０．
Surfase：〕CKIⅡ,XXIV-10Terracotta,gray,discoid,ｈ/l：10,ｍａｘｄ：１３．
VI：XV-10Te】racotta,gray,cylindrical,ｈ/l：11,max①：９．
UnstratiiiedTerracotta,darkgray,biconical,ｈ/l：11,ｍａｘｄ：９．
VⅡ：XI-10comdor3、TenFacotta,creamy-gray,biconical(faceted),ｈ/l：11,maxの：１０．
Ｖ：XII-11rooml4Terracotta,darkgray,discoid,ｈ/l：12,ｍａｘｄ：１８．
VⅡ：Ⅸ-10room４．（totall6）
Gypsum,wmte,discoid,ｈ/l：７，ｍａｘｄ：８．
Segmentedbead,fnience,wmte,ｈ/l：８，max‘：３．
ⅥＩｂ－ｃ：XII-10coIridor2，（total9）
Copper/bronze(probablycopper),tubuler,ｈ/l：10,ｍａｘｄ：４，hammer-made・
Faience,white,cyljndrical,ｈ/l：５，ｍａｘｄ：３．
VIIb～ｃ：Xn-10corridor2．（total9）
Copper/bronze,tubuler,ｈ/l：９，ｍａｘｄ：４，hanmer-made、
Segmentedbead,Iaience,wmte,ｈ/l：45,ｍａｘｄ：2.5.
GIazed/bumtsteatite,wmte,discoid,Ｍ：２．５，ｍａｘｄ：４．
Vnc：XI-9conidor４．Copper/bronze,tubuler,ｈ/l：17,ｍａｘｄ：５，ｈanⅡner-made．
Ｖ：XVII-9．（total78）
Marble/onix?，yeUowish，biconvex/Hatteneddoubleconoid，ｈ/]：23,max･width：２８．
Unknowndarkbrownstone,bicomcal,ｈ/l：25,max②：１５．
DC"、J加加ocmgzｲﾙﾉzz机,tubuler,white,ｈ/l：31,max‘：６．
皿"、J雌"zocmgzｲﾉα如柳,tubmar,ｈ/l：14,ｍａｘｄ：４．
SeasheLpearl-white,disc,Ｍ：３，ｍａｘｄ：６．
Hematite,sUver-brown,cylindrical,ｈ/l：13,max｡：８．
Unlmowngreenishstone,discoid,ｈ/l：５，ｍa”：７．
Steatite,gray,disc,ｈ/l：2.5,ｍａｘｄ：９．
Marble,grayandwhite,disc,ｈ/l：３，max②：a
Marble,grayandwhitish-gray,disc,ｈ/l：４，ｍax‘：8.5．
Marble,blackish-gray,disc,ｈ/l：４，ｍａｘｄ：l0
Marble,grayishdiscoid,Ｍ：３－５，max①：10,rougmymade・
Marble,grayish,discoid,ｈ/l：4-6.5,ｍａｘｄ：10,roughlymade，
Marble,blackish-gray,faceteddiscoid,ｈ/l：５～4,ｍａｘｄ：10,rougmymade
GmiteⅢblackandwhite,faceteddiscoid,ｈ/l：６，maxd：12,rougmymade，
Gmite,blackandwhite,faceteddiscoid,ｈ/l：８，max①：13,rougmymade、
Ｖｎｃ：X-11comdor4．（totallO3）
Jade-lU[ｅｓｔone,greenjsh,Hattenedbicomcal,ｈ/l：23,max･width：２３．
Rockcrystal,transparent,disc,ｈ/l：３，ｍａｘｄ：７．
Limestone,creamy-white,discoid,ｈ/l：４，ｍａｘｄ：７．
Agate,reddish,disc,ｈ/1：3.5,maxの：８．
Marble,darkgray,disc,ｈ/l：2.5,max①：a
Marble,darkgray,disc,ｂ/l：３，maxd：８．
Amber(?)orretinite(?),yellwish-brown,disc,Ｍ：５，maxめ：１０
Hematite,sUver-brown,discoid,ｈ/l：４，max‘：ｖ7.5．
Grazed/bumtsteatite,wmte,bicomcaLh/l：７，max①：ｖ4．
Terracotta,blackish-gray,biconical,ｈ/l：９，ｍa”：９．
Terracotta,creamy-gray,discoid,Ｍｌ７,max‘：９．
Hematite,silver-brown,barrel-shaped,ｈ/l：９，ｍａｘｄ：１０．
SeasheLbivalve(Anadora/Cardiidae?),max・width：２６．
Pendant(?),hmestone/marble,wlntish-gmy,ｈ：12,ｍａｘＪ：18,twohorizontalpelfOrations、
1Ｍ.89941.ＶⅡ：Ⅸ-10ｒｏｏｍ４．（total94）
Ｇ350.
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Ｓｅａｓhell,Ｆ[zscj0Jaj,ｉＵＴ”ezj"伽(?)，ｄａｒｋｇｍｙｍｓｍｆａｃｅ,longtubular1h/l：99,ｍａｘ６：13,blackenedbyfire，
msertedadentaliumintoperfbmtion．
Steatite(?),creamy,tubular,Ｍ：28,ｍａｘｄ：１２
Steatite,grayish,cylindlical,ｈ/l：７，ｍａｘｄ：５．
Pendant(?)1anhnalbone,dark-gray,ext.h/l：６，maxめ：4.5,blackenedbyire,ＳｉｍUershapeandperfbrationasm
Nos､４and5
Glazed/bumtsteatite，whltish，diamond-shaped,ｈ/l：11.5,thiclmess：3.5,twoperfOrations(perfbrateddiago‐
nally〕
Pendant,marble,creamy-white,ｈ/l：25.5,maxp：a
Blackishstone,discoid,ｈ/lF6,max‘：１４
Unlmowngraystone,balrel-shaped,Ｍ：9.5,ｍａｘＪ：１０．
Limestone,creamy-wmte,discoid,ｈ/l：５，max①：９．
Blackishstone,discoid,ｈ/l：10,maxd：１５
１Ｍ.89942．Vnb(?）：xⅡ-11colridor3．（total625）
Obsidian(?),semitransparentUghtgreen,disc,Ｍ：１，ｍａｘｄ：３，smallestbeadofgreenobsidian
Obsidian(?),brownish-green,disc,ｈ/l：１，ｍａｘｄ：3.5．
Obsidian(?),hghtgreen,disc,Ｍ：２，ｍａｘｄ：５．
Obsidian(?),Ughtgreen,disc,ｈ/l：1.5,ｍａｘｄ：５．
Obsidian(?),Ughtgreen,disc,ｈ/l：２，ｍａｘｄ：５，biggestbeadofgreenobsidian
Faience,wmte,sphencal,ｈ/I：ｖ2,max‘：2.5．
Faience,Ughtbluesurfaceandwhitecore,sphericaVdiscoid,Ｍ：２，ｍａｘｄ：３．
Faience,white,cylmdlical,ｈ/I：４，maxd：3.5．
Faience,Ughtbluesurfaceandwhitecore,cylmdlical/barrel-shaped,ｈ/I：4.5,max‘：3.5．
Glazed/bumtsteatite,wmte,discoid,ｈ/l：2.5,maxp：a
Glazed/bumtsteatite,white,cylindncal,ｈ/l：５，ｍａｘｄ：3.5．
Glazed/bumtsteatite,wlite,biconical,ｈ/l：７，ｍａｘｄ：3.5．
Glazed/bumtsteatite,white,biconical,ｈ/l：７，max①：４．
Glazed/bumtsteatite,white，diamond-shaped,max.h/ｌ：12.5,thiclmess：４，perfOrateddiagonally・
Spacerbead,limestone,white，ｈ/l：15,widUl：６，sixdrmngsonobversandrevers，threepelforations・
Spacerbead,glazed/bumtsteatite(?),white,ｈ/l：17,width：７，tenencircleddotsonobversandrevers,andone
onupper-end,fOurperfbrations、
Spacerbead,glazed/bumtsteatite(?)1white,ｈ/l：17,width：7.5,nmeencircleddotsonobvers,eightencircled
dotsonreversandoneonupper-end，fOurperfOrations
SheUnng,gastropod,pearl-wmte,max②：24,11eight；５．
Beads/pendant,seasheIl(Cowlieshell),Ｍ：25,ext,width：111brokelL
De"'α/izJ加ocZmZgzl/α如加Ｄ,ｈ/l：15,ｍａｘｄ：４，（notmiigureseePL39-b）
VIIc：X-11corlidor4．（total21）
Granite,blackandwmtejcylmdrical,ｈ/l：115,max①：６．
Granite,blackandwhite】disc,ｈ/l：３，ｍa”：７．
Camelian,red,disc,ｈ/l：３，ｍａｘｄ：a
RockcIystal,transparent,ｄｉＳｃ,ｈ/l：３，max‘：８．
ⅥI：ＸⅥ1-9,10room8-2．（total5）
Pendant,marble,whitewithUghtgraystrips,cymldlica1,Ｍ：33,max①；８，shapeandpelforationasmNos､3,4
and59d,broken
Beadorspmdlewhorl,marble/limestone,white,ｍａｘｄ：19,11eight：４．
SheUbead,Ｅ廼加ﾛﾌﾟﾉzc）zdjca池/Eｿ２９碗α２０"αJfs,bandedshdpesofwhiteanddarkredcolors,ｈ/l：10,width：6.5．
Shell，gastropod/bivalvejcreamy-white,biconvex,Ｍ：７，width：６．
Camelian,red,Hangeddiscoid,ｈ/l：3.5,max‘：7.5．
VIIb-a：X-11conidor4．（totall289＋24）
Copper/bronze,tubular,ｈ/l：20,ｍａｘｄ：５，hammer-made
Copper/bronze,tubular,ｈ/l：２0,ｍａｘｄ：4.5,withsteatitebeadof4nInlongand3nⅡnindiameter,hanmer-made、
Copper/bronze,tubular,Ｍ：18,maxめ：５;Ｍ：14,max①：３，ｈanⅡner-made,adentaUummsertedmtobigger
one，
Lilnestone,wmte,disc,ｈ/l：１，maxd:4．
Limestone,white,disc,Ｍ：1.5,max‘：a
Reddishstone,discoid,ｈ化２`5,maxp：７‘
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テル・グッバ出土の遺物２１９
Blackjshstone,discoid,ｈ/I：２，maxp：3.5．
Faience,blackishsurfaceandwhitecore,discoid,ｈ/l：３，max｡：４．
Faience,white,discoid,Ｍ：２～2.5,ｍａｘｄ：３．
Steatite,gray,spherical(?)!ｈ/I：1.5,max‘：2,5,smalleststeatitebead・
Steatite,discoid,ｈ/l：２，ｍａｘｄ：3.5．
Steatite,cylindrical,ｈ/l：３,maxp：３．
Steatite,ｂａｴrel-shapedwithIrianguralsection,ｈ/l：3.5,ｍａｘｄ：2.5．
Steatite,cylindlical,ｈ/l：６，ｍａｘｄ：３．
Steatite,discoid,ｈ/l：４，max①：６．
Steatite,Hanged-discoid,ｈ/l：２，ｍａｘｄ：５．
Te[racotta,baIrel-shaped,ｈ/l：５，max②：６．
Steatite,disc,ｈ/l：2.5,ｍａｘｄ：7.5．
Rockcrystal,bransparent,Hanged-discoid,ｈ/l：3.5,max‘：a
Rockc][ystal,transparent,Hanged-discoid(?),ｈ/l：３，ｍａｘ６：１０．
Pendant/bead,umestone,grayish-white，tnangular,ｈ/l：８，maxwidth：５，threedrillingsontwofhces・
Grazed/bumtsteatite，wlute，diamond-shaped，max.h/l：14.5,thickness：３－５，twoperfOrations（perforated
diagonaUy)．
Spacerbead,limestone,gmyish,ｈ/l：17,max､width：6.51sixdnllingsonobversandrevers,threeperfOrations、
Steatite(?),grayish,tubular/elongatedbiconical(?),Ｍ：30,ｍａｘｄ：12,spiral-grooving,inntationoflongtubular
sheUbea｡,broken
SheU,Fzzsc巾/α”αTmPczj"）",darkgray,tubular,ｈ/l：27,ｍａｘ：８，blackenedbylire・
Pendant/bead,seashelLAnadara(?),ext､width：１７．
Pendant/bead,seashell,gastropod,darkgray,ｈ/l：12,ｍａｘｐ：９，blackenedby【ire・
Pendant/bead,seasheU,gastropod,darkgray,ｈ/l：15,ｍａｘｐ：12,blackenedbyire・
Bead(?)，animalbone(?)，gray,ｈ/l：必,max・width：８，sUghtlycurvingmsection,pelfOrationneartotheboth
ends,blackenedbyire・
Pendant，seashell,gastropod，ext.height：３１，blackenedbyfra
SheUlingorbead,gastropod(Conusshell?),gray,ｍａｘｄ：23,l1eightl10,blackenedbyiire・
SheUling,gastropod,gray,max｡：28,ｈeight：９，blackenedbylire
Shellring(丘agment),gastropod,darkgray,ｍａｘｄ：30,ｈeight：５，blackenedbyHre、
SheUring,gastropod,darkgray,ｍａｘｄ：25,ｈeight：６－９，blackenedbylire
SheUmg(mrgment),gastropod,darI[gray,max②：２７(?),ｈeight：10,blackenedbyfireo
SheUring(fargment),gastropod,darkgray,max①：28,ｈeight：７，blackenedbyiire、
SheUring,gastropod,gray,ｍａｘｄ：25,ｈeight：８，blackenedbyfire、
SheUbead/button(?),gastropod/bivalve,darkgrayldisc-shaped,max‘：26,ｈeight：4.5,blackenedbyfire・
SheUbead/button(?）（hagment)，gas位0pod/bivalve，gray,disc-shaped，max①：２２?，haight：３．５，blackenedby
ire
Shellbead/button(?）（hagment)，gastropod/bivalve，darkgray,disc-shaped,max96：？，height：？，blackenedby
fira
SheUbead/button(?）(fragment),gastropod/bivalve,darkgray,disc-shaped,ｍａｘｄ：15,ｈeight：３１blackenedby
fira
Pendant，seashell,gastropod/bivalve，gray，ｈ/l：13,width：６，blackenedbyhre，brokenmantiquity・
DC"ｉｎ/ｍ"zocfα"解ﾉａｔ"机,gray,tubular,ｈ/I：13,max①：４，blackenedbylire・
DentaUum,darkgFay,cylindncal,Ｍ：4.5,maxp：2.5,blackenedbyfire，
Dentalium,gray,cylindncaljM：４，ｍａｘｄ：３，blackenedbyfire．
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VⅡｃ：X-11corridor4･Bell-shapedpendant,seasheU,gastropod,gray,ｈ/l：30,maxp：27,blackenedbynre．
VⅡ：roundbuHding、BeLshapedpendant,seasheU,gasiropod,pearl言Cream,ｈ/l：34,ｍａｘｄ：２３．
ⅥI：XI-11staircase・BeU-shapedpendant,seashell,gastropod,unlmowncolor,ｈ/l：２１.max‘：１５．
Ⅵｂ：XV-9mthepit，Bell-shapedpendant(hagment),seashell,gastropod,creamy-white,ｈ/l：26,max・width
：１８，mcisedlinesurroundedneartotheupperGnd・
VIIb：XI-11colridor2，Pendantorbead,seashell,gastropod,pearlcolor,ｈ/l：３４.max‘：２６．
ⅥＩｂ：XIV-9comdor5Pendant(?),Anadora(?),creamy-white,max・width：４２．
VⅡ：XV-10pitl6・Fragmentofinlayor“crescent-shapedpendant"(?)，hesh-watersheU(?)，white,Ｍ：１８，
width：９－１０．
Ⅵ：XV-10Bead(?),ＳｅａｓｈｅＵ(bivalve?),creamy,peZfOrationneartothebothends,length：34,simUarshape
G348
G347．
ｏ
５
Ｐ）Ｐ△０』［ソ。
65.Ｇ310.
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ｔｏNo.９ａｎｄ６３ｃＱ
ＶⅡｂ：Ⅸ-10ｒｏｏｍ４．SheUopen-nng(earring?),creamy-white,maxめ：22,ｈeight：４，９roovedhesnearthe
bothendS
VIIa：XI-10colridor2-3SheUling(hagment),gastropod,creamy-white,ｍａｘｄ：21,ｈeight：５．
ⅥIa-b：X-11corridor4・SheUnng(hagment),gastropod,crealny-white,maxめ：23,ｈeight：７．
Vｂ：XV-10、SheUIing(fragment),gastropod,white,max｡：22,ｈeight：６．
Ｖ：Ⅸ-12,13corridor2SheUring(hragment),gastropod,ｍａｘｄ：？,height：４．
VⅡｂ：XII-10colridor3SheUring(tagment),gastropod,pearl-white,ｍａｘｄ：27,ｈeight：６．
VIIb：Ⅸ-11coIridor5，SheUring,gasbDpod,creamy-wmte,ｍａｘｄ：２３．height：５．
VⅡa～ｂ：XVm-9room8-2、SheUring,gastropod,creamy-wbite,ｍａｘｄ：23,ｈeight：７．
VⅡｂ：Ⅸ-10room４．Shellling,gastropod,black,ｍａｘｄ：27,ｈeight：７，blackenedbylire
VII：ＸＶＬ１０pitl6SheUrmg,gastropod,creamy-white,maxd223,height：５．
VIb：ＸⅣ-9．SheUring(hagment),gastropod,creamy-white,ｍａｘｊ：21,ｈeight：４．
VⅡ：Vn15mthemoat，SheUring,gastropod,creamy-white,max①：20,ｈeight：４－６．
VIIa～ｂ：ＸⅥI-10room8-2・Shellring,gastropod,pearl-wmte,max‘：24,11eight：６～９．
VⅡｃ：ＸＩ=l1conidor2・SheUring,gastropod,creamy-white,maxp：26,ｈeight：８．
Ｖ：ＸⅡ-12ｂetweenroomllandl4・SheUnng,gastropod,creamy-wbite,maxの：23,ｈeight：３～７．
Ⅳｂ：XIV-9room5、SlleUring(nearlysquaremshape),gastropod,creamy,ｈ/l：26,width：20,ｈeight：７．
G320.66.
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Unstratiiied・Limestonenng,creamy-white,max①：28,11eight：５，imitationofsheUring．
ⅥＩ；XV-10pitl6・Limestonering(fragment),white,heightl4｡
ⅥＩ：XV-7room8-5．（total37）
Terracotta,darkgray,disc,ｈ/l：６，ｍａｘｄ：l5
Terracotta,gray,cylindricaLh/l：13,ｍａｘｄ：１３．
Telracotta,browllish-gray,discoid,ｈ/l：9-10,ｍａｘｄ：lL
Terracotta,gray,discoid,ｈ/I：６，max②：８．
Tenacotta,gray,discoid,Ｍ：５，ｍａｘｄ：６．
Gravel：XV-1LUndertheAchaememanlavel．（total4）
Blackstone,elongated-biconical/cylindrical,ｈ/l：14,ｍａｘｄ：６．
Greenstone(probablyserpentain)Hattenedbicomcal,Ｍ：15,width：12.5．
LapislazuLdarkb]ue,biconical,ｈ/l：９，max‘：５．
LapislazuLblue,Hanged-discoid,ｈ/l：2.5,max‘：５．
Grave2：ＸＶ－１ａｈｏｎａｇegrave．（total3probablyParthian/Sasanianpeliod）
BronzeHngerring,max‘：26,ｈeight：３－５．
Shelliingernng,gastropod,white,ｍａｘｄ；25,ｈeight：６～7,wavymcisionofdotsalongtheoutside
Ironfinger】ing,（hagment),max｡：30,ｈeight：５～8,broke､．
'：XIV-8(totallO：probablyMedievallslamicl
GIass,violet-red,Hattenedovoid，ｈ/l：11,width：８．
GIass,violet-red,Hattenedovoid,lyl：14,width：９．
Glass，violet-red，Hattenedovoid，ｈ/l：９，width：７．
１：ⅥⅡ,Ⅸ-11,12．（total9：probablylslamic)．
Glass,whitish,cutbead,Ｍ：６，ｍａｘｊ：７．
Glass,bluish,cutbead1M：５，ｍａｘｊ：５．
Glass,gray,barrel-shaped,ｈ/l：5.5,ｍａｘＪ：６．
Glass,reddish,balrel-shaped,ｈ/I：5.5,max‘：3.5.
1Ｍ.89944．Islamicinfantgrave,ＸＩⅡ-7,（totall9)TogetherwithNo､107．
Glass,blue,cutbead1M：７，max、：９．
Glass,yellowish,barrel-shaped,ｈ/l：13,max①：１０
Glass,bluish,Hattenedoboid,ｈ/l：12,width：9.5．
Glass,whitishHattenedoboid,h/1:12,width:8.
Glass,red,discoid,ｈ/l：６，max②：１０．
Glass,greenish,spherical,Ｍ：７，ｍａｘｄ：９－
Agate,creamy-white,facetedelongatedbiconical,ｈ/l：22,max‘：a
Seashell,ｃreamywhite,tubular,ｈ/l：13,max‘：5.5．
Glass,bluishtubular,ｈ/l：15,ｍａｘｄ：５．
Glazed,blue,discoid,ｈ/]：６，max‘：１５．
Glazed,blue,ｓｏｃａＵｅｄ“Seven-eyesj'fOrMoslempeoplesjh/l：５，ｍａｘｄ：１７．
G351.
G337.
G346.
G344.
Ｇ345.
テル・グッバ出土の遺物２２１
Glazed,blue,ｈａｎｄshapedwithfOurperfOrationsjmax,width：16．
Islamicgrave：Ｘ-9．GIazedbead，blue，HattenedoboidwithtwoperlOrations，ｈ/ｌ：４，max､widUl：１２．
Surfacelslamicormodem,unlmownmateｴial(plstic?),black,faceted(mold-made?),ｈ/l：11.5,max‘：９．
Islimicgmve：Ⅸ-13．Glazedbead,greel]isll,spherical(?),ｈ/I：11,maxp：１３．
VIIc：X-10corridor4，Total６２(greenobsidian？：61,dentauum：１),ｓｅｅＰＬ４３
ＶＩＩ：ＸＶ,XVI-7room8-5Total8(grayterracotta：３，grayishmarble：４，ｂ]ackstone：１),ｓｅｅＰＬ４３．
VⅡ：XI-11steircaseofcorridor3、Total３(creamytelracotta：１，graysteatite：１，blackstone：１),ｓｅｅＰＬ４３．
１，
９０．Ｇ341.
91.Ｇ342.
92.Ｇ３４ｑ
Ｇ３３４
Ｇ３３５
Ｇ３３８
Ｇ３３９
Ｇ３４３
Ｇ３４９
ａ
ｂ，
０
．．
ｅ、
noneＮｏ．
ⅥＩａ：XlI-12colridor4.(total7：whitish-graysteatite),ｓｅｅＰ1.43.
ｍ.89943．Islamicgrave：ＸＸ,XXI-9Glassbead,totall6(yellow：７，green：９),ｓｅｅＰＬ４３．
(total20）
IVa-b：XVI-12，Dentahumjtotal3,ｓｅｅＰ１．４２centerofthirdrow．
ⅣIXVI-12・Dentalilmn,ｓｅｅＰＬ４２ｃｅｎｔｅｒｏｆｓｅｃｏｎｄｒｏｗ．
VⅡａ：XIII-12conidor5・DentaUum,ｓｅｅＰＬ４２ｃｅｎｔｅｒｏｆｓｅｃｏｎｄｒｏｗ．
Ｖ：Ⅸ,VIn-12,13．DentaUum，ｓｅｅＰＬ４２ｃｅｎｔｅｒｏｆｓｅｃｏｎｄｒｏｗ．
Ⅳａ－ｂ：ＸＶＬＸＶⅡ-11southcomer・totall4(｡e､taUum：13,camelian:１)seepL42rightofsecondrow、
IIIb：XVI-11，CameUan,discoid,Ｍ：４，max‘：８．
Glassbottoleandglassbracelets
XIII-9．Blackcorewithlightgreenband,yeUowpmjection,丘agment,max①：６５～70(?)．
XVI-1qBlackcorewithyeUowish-green,yellowprOjections,hagment,max‘：６８～70．
XIⅡ-9．Blackcorewithlightgreen,yellowishprOjections1bngment,max①：６２．
XIII-9・Blackcorewithbluecolor,greenband1yellowprOjection,hagment,max①：60-62．
Surface、BlackcorewithyeUowcolor,yellowpmjections,丘agment,ｍａｘｄ：５０
１Ｍ.89933．B1ackcorewithgreencolor,elevenprOjectionsofbrowncolor,complete,max‘：４６．
XIn-9・Blackcorewithredcolor,yellowprOjections,hagment,max①：６８．
XIII-9・Blackcorewithbluecolor,yeUowprOjections,hagment,max①：65-70．
XIV,ＸＶ-9,10．Blackcorewithredband,yeUowandgreencolorsoftree-m[emotiLfragment,maxめ：？．
X111-9．BlackcorewithyeUowcolor,concentricsemicirclemotifofbrowncolor,hagment,ｍａｘｄ：７３(?)．
XⅡ[,XIV-10Black,hagment,ｍａｘｄ：６６(?)．
XⅣ-8．Lightｂｌｕｅ,complete,ｍａｘｄ：４０
１Ｍ89932．XIV-8、TogetherwithNo1O4,blue,complete,maxの：４０．
１Ｍ.89935．XII-10Infantgrave,ｂ]ue,complete,max‘：３８．
Xm-7・IslamlciniantgPave,lightyeUowIcompleteImaxp：44,togetherwithNo､８９．
XV-9、B1ackcorewiththreebandsofreddish-yellowcolor,丘agment,ｍａｘｄ：４４．
IM89934XV-1qBIackcore(nowsUver-black)withtwogreenbands,complete,maxめ：５０．
Ⅵ11-9．Blackjcomplete,max‘：４２．
Ⅵ11-9．TogetherwithNo,110,blackcorewiththreerowsofgreenspiralbands,complete,max‘：４２．
１Ｍ．89936.ＸＩⅡ-11,12Ｇrave、Blackcore(snversmface),twisted,complete,ｍａｘｄ：５８．
VIL9,10．Adultgrave,blackcore(nowsUversumce),complete,maxp：８５．
１Ｍ,89945.Ｖ11-9,10．TogetherwithNo､113,blackcoresUversurfnce,completejmaxd：８５．
Ｇｒａｖｅ３：XII-6・IniantgraveoftheSasanian(?)period,bottle,silvercolor,ext.height：63,ｍａｘＪ：３１．
ｍＬ８９９３ＬＧｒａｖｅ３:XⅡ-6．BotUewithfragileling-base,height：107,max｡：３２．
Ｇｒａｖｅ３：ＸＩ1-6．Bottle,height：95-100(?),ｍａｘｄ：３０．
Spindlewhorls（）：extantgram
９３．
９４．
９５．
９６．
９７．
９８．
９９．
１００．
１０１．
102.
103.
104.
105.
106.
107.
108．
109.
110.
111.
112.
113.
114.
115．
116.
117.
G296.
G300
G295
G30L
G302．
G299．
G298
G297、
G30a
G352
G353．
G294.
VⅡｃ：X-11comdor4Marble,white,hagment,maxの：44,ｈ：６，hole。：４，Ｗeight：(9gram),smoothsurface
homuse
G278・ＶＩＩｃ：XI-10colTidor3Marble，grayish-white,fragment,ｍａｘｄ：42,ｈ：６，Ｗeight：（109r)，smooth
andshinysurfacefromuse，twomendingholes
ⅥＩＣ：X-11conidor4、Marble,wmte1max｡：47,ｈ：８，hole①：５，Ｗeight：２３gr,wellpolishedsulface．
ⅥＩｂ－ｃ：XII-12corridor4・Limestone,white,ｍａｘｄ：25,ｈ：４，１１０led：３，Ｗeight：４９r,smoothsurfacefrom
uSe
VII：XIII-11colridor4・Marble,grayish1max①：47,1]：７，hole。：４，Ｗeight：249r,smoothsulfacehDmuse・
Vna：XI-10colridor3・Marble,white,ｍａｘｄ：37,ｈ：５，hole。：３，Ｗeight：l0gr,smoothandshiI1ysmface
homuse，
VIIa：Ｘ-9．Wlutestone,hagment,ｍａｘｄ：４５(?),ｈ：６，holeJ：５，Ｗeight：(69r),damagedsurface．
118.
119
G27a
G266．
1２０．
１２１．
G265.
Ｇ262.
122.
123.
124.
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ⅥＩｂ：Xn-11conidor2，Marble，grayish，hagment，max｡：５１(?)，ｈ：７．hole｡：５，Ｗeight：(79r)，well
poHshed
Vna？：X-10conidor4Limestone，pinldsh,maxp：３３，ｈ：４，hole①：３，Ｗeight：９９r,smoothsuliacehom
uSe
VII：XV-10pitl6‘LimestoneIwmte,hagmant1max‘：？Iext,ｈ；５，weUponshed．
ⅥI：XV-10pitl6・Marble,white,hagment,ｍａｘｄ：39,11：５，hole。：５，Ｗeight：(5.59r),smoothandshiny
surfacehomuse
VⅡa-b：ＸⅡI-13comdor6・Shale(?)，black,max②：31,ｈ：６，hole。：６，Ｗeight：９９r,smoothsurfncefrom
uSe
VII：Ｘ-11．Marble,wmte,ｍａｘ６：26,ｈ：５，hole。：３１Ｗeight：５９r,smooUlsurface,“button',/bead(?)，
ⅥＩｂ：XIV-10conidor5・Marble，gmyish-white，丘agment，max②：２８(?)，ｈ：４，Ｗeight：(2江)，damagedby
fire，tracesofcopperrustonobverse．
ⅥIa？：ＸⅣ-10well、Flint(?),gray,maxp：38,ｈ：８，hole①：５１Ｗeight：１８５gr,shinysmacehDmuse,traces
ofrubbmg
VII：XII-5room8-6oLimestone(?),gray,max‘：48,ｈ：９，holei：９，Ｗeight：30.59r,tracesofrubbing．
、L89928.ＶⅡａ：XIII-11conidor4Limestone，whitish-gray，ｍａｘｄ：３５，ｈ：６，holeJ：４，Ｗeight：１３gr，
smoothsurfacefromuse．
ⅥＩｂ－ｃ：Ⅸ-10Room4Marble1white,hngment,maxp：18,ｈ：３，hole。：４，Ｗeight：(0.59r),wellpolished
surlace,“button"/bead(?)．
VIb：XV-9pit、Shale/slate(?),black,ｍａｘｄ：47,ｈ：７，hole。：８，Ｗeight：(notmeasured),tracesofmbbingon
bothsides．
Ⅵ？：XVm-10、Limestone,white,ｍａｘｄ：28,ｈ：６，holed：５，Ｗeight：7.59r,smoothsurfncehomuse,traces
ofrubbmg．
Ⅵ：XV-10comdor，Limestone(?)』darkgray,ｍａｘｄ：46,ｈ：10,holeの：10,Ｗeight：299r,coatedbybitumen
Vb：XV-9・Limestone,pinldsh,max①：46,ｈ：８，hole@：９，wei9ht：24.59r,tracesofmbbmgonbothsides、
1Ｍ.89927.Ⅳｂ：XIV-9room7・Limestone,white,ｍａｘｄ：32,ｈ：７，hole@：６，Ｗeight：119r,smoothsurface
fromuse，
VIIc：X-11conidor4Creamy-whitestone,max②：22,ｈ：９，hole①：5.5,Ｗeight：６９r、
VⅡｃ：Ⅸ-10room４．Limestone(?)】yellowish,ｍａｘｄ：27,11：１１]hole②：５､5,Ｗeight：109r,ｓmoothandshjny
surfacehomuse
VIb：XV-9pit，Blackstone(shale?),ｍａｘｄ：32,ｈ：12,hole①：５，Ｗeight：(129r)，smoothandshinysurface
homuse,iburdrilled-holes・
VIIa：XI-10colridor3Terracotta,blackish,ｍａｘｄ：27,ｈ：17,llole②：５，Ｗeight：149r,inciseddecorations
onobverse．
VⅡa～ｂ：Ｘｎ－１３ｃｏｍｄｏｒ５、Marble，grayish-white，ｍａｘｄ：７２，ｈ：１８，１１０led：１１，Ｗeight：1219r，smooth
surfacehomuse．
Ⅵｂ：XV-9pit．Limestone(?),reddish,ｍａｘｄ：40,ｈ：12,holedI61weight：26.59r,smooUlsurfacebromuse．
､Ｌ89929．ProbablylevelVI：XXIII,XXIV-10deepsounding・Tenncotta,gray,max‘：45,ｈ；16,hole仏：９，
Ｗeight：249r、
VIIb：XIII-12corridor5・Terracotta,brownish,ｍａｘｄＩ２３,ｈ：13,hole①：７，Ｗeight：4.59r、
、ａ：XI-11bigwelLTelracotta1biconical,ｍａｘｄ：28,ｈ：１９.hole。：５，Ｗeight：119r・
VIIa：XII-12corridor4，Graystone，max①：４５，ｈ：８，hole‘：５，Ｗeight：(109r)，reusmgh0mfOssil-shell，
smoothsurfacehomuse
Vn：XII-11corridor2・Marble(?)，creamy，maxp：３９，ｈ：１０，Ｗeight：14.59r,unpeIforated，reusmghom
stonevesseL
Sulface：ＸⅡ,XIII-9,l0Marble,white,丘agmentofunlmownohject,ashaUowandwidegroovingfromcenter
toedge，probablytwoholes，ｓｍｏｏｔｈｓｕｪmce
V-VI：XIV-9mtheroom、Potsherd,maxの：40,ｈ：７，hole①：８，Ｗeight：８９r,notforlonguse
Vb：Ｘ-9．Potsherd1maxj：59,ｈ：10,hole②：８，Ｗeight：309r,notfOrlonguse．
Ｖ：room41Potsherd,ｍａｘｄ：58,ｈ：10,hole‘：10,Ｗeight：279r,smoothedgehomuse．
Ｖ：IX-12,l3conidor2・Potsherd,ｍａｘｄ：55,11：13,hole①：９，Ｗeight：339r,smoothedgehomuse．
Ｖ：XII-12rooml6、Potsherd,iragment，ｍａｘｄ：59,ｈ：１０１hole①：１２，Ｗeight：(209r)，smoothedgefrom
use．
Ｖ：ＸⅥ-9．Potsherd,maxp：64,ｈ：121holeめ：９，reusmgfrom"Scarletware"．
Ｖ：ＸⅥ-10weLPotsherd,ｍａｘｄ：67,ｈ：13,hole①：４，Ｗeight：499r,temporaryuse(?)．
IVa：XVI-11・Potsherd,max②：43,ｈ：７１hole。：10,Ｗeight：129r,temporalyuse/unused(?)．
125.
126 G263.
127.
128.
G260.129＿
G261.130.
131.
132.
133.
134. G264.
135.
G274.１３６．
137. Ｇ259.
G272
G270
G258．
138.
139.
140.
141.
142. Ｇ268.
143. Ｇ277.
G269.1ＫＩＬＬ
G275.145.
G276
G267．
146.
147.
148.
149.
150.
G271.151
152.
153.
154-
155.
156.
157.
G280
G279．
158.
159,
160.
テル・グツバ出土の遺物２２３
Ⅳｂ：XIV-13，Potsherd，coarsepotteryhagment，ｍａｘｄ：１０５，ｈ：１３～25,hole｡：１６，Ｗeight：(1229,,
ｓｍｏｏｔｈｅｄｇｅ
ｌＶ：XIV,XV-7・Potsherd,hagment,maxめ：79,ｈ：151hole①：11,Ｗeight(469r),shghtlysmoothedgefrom
use(?1
111～Ⅳ：XIII-13・Potsherd,uniimshed,max①：63,ｈ：10,Ｗeight：319r、
１１:Ｘ,Ｘ1-9,10．Potsherd,hagment,ｍａｘｄ：96,11：25,hole①：13,Ｗeight：（1569r),smoothedgefromuse．
ⅡI：XI-11bigwelLPotsherd,max‘：57,ｈ：15,hole。：14,Ｗeight：499r,smoothedge、
Unstratilied：XII,XIII-11,12．Potsherd,ｍａｘＰ：54,ｈ：９，hole②；９，Ｗeight：249r,notmrlonguse(?)．
Metalobjects(length：Ｌ,max]ｍｕｍｗｉｄｔｈｌＭｗ,thiclmess：Ｔｈ,maxlmumdiameter：Ｍｄ,ｗeight：Ｗｔ）
161,
162.
163,
164.
165.
166.
G136. VIIc：X-11mtheroundwaU5．（total4,totalweight：4339r)．ａｓａ"fOundationdeposit"、
Copper/bronze,unknown(knife?),Ｌ：157,ＭＷ：58,Ｔｈ：0.5～1,parterelybroken、
Copper/bronze,axe/adze(?),Ｌ：94,ＭＷ：42,Ｔｈ：７．
Copper/bronze,axe/adze(?),Ｌ：93,ＭＷ：41,Ｔｈ：6.5．
Copper/bronze，chisel，Ｌ：１８２，ＭＷ：14,Ｔｈ：１１．
１Ｍ89908．ＶＩＩｂ－ａ：X-11colridor4・Copper/bronze,axe/adze1L：97,ＭＷ：４３，Ｔｈ：７，Ｗｔ：1179r、
VIIc：XI-10coIridor4・Copper/bronze,soworknile(?),extantL：130,ＭＷ：52,Ｔｈ：1.5,Ｗt：339r,similar
shapetoNol67a･
Vnb-a：X-11corridor4、Copper/bronze,axe/adze,Ｌ：128,ＭＷ：55,Ｔｈ：９，Ｗｔ：2759r、
Sulmceson：ＸＩⅡ－９north-eastcomer・Copper/bronze,axe/adze,Ｌ：116,ＭＷ：48,Ｔｈ:8.5,Ｗｔ：1879r，
V-VⅡ(?）：ＸＶⅡI-10-140cm・Coppel/bronze,axe/adze,extantL：81,ＭＷ：43,Ｔｈ：11,Ｗt：1099r,broke、
Ⅳa～ｂ：XV-10northeastcorner、Coppel/bronzejdagger/knife，extantL：７９，ＭＷ：２０，Ｔｈ：１～1.7,Ｗｔ：
69r，
Vnb：ＸⅡ-12corridor5･Copper/bronze，dagger,extantL：63,ＭＷ：１９，Ｔｈ；３，Ｗｔ：８９r，
ⅥI：VI-10outsidecomerofthemudbrickstracture(granary)．Copper/bronze,dagger,extantL：144,ＭＷ：
27,Ｔｈ：５，Ｗｔ：259r、
VⅡ：Ⅵ-10agamstthemudbrickstracture・Coppe〃bronze，chisel，Ｌ：１５６，ＭＷ：１２，Ｔｈ：１６，Wt186gr，
squaresection
V：XIV-9southwest・Copper/bronze,unknown(pomtedobject),Ｌ：140,ＭＷ：６，squaresection,pomtedin
upperend
VII：ＩＸ－１０ｒｏｏｍ４ｉｎｔｈｅｗｅｌＬＣｏｐｐｅｒ/bronze，curvedchisel，Ｌ：１０３，ＭＷ：７，Ｔｈ：５，Ｗｔ：229r，square
section，ｓｍｇｌｅｅｄｇｅ
ｌＭ,89909.Ｖｂ：X-10inthebauULCopper/bronze，chisel，Ｌ：１１，ＭＷ：７，Ｍｄ：５．５，Ｗt：229r，round
section，double-edged
ProbablyVn：ＸⅥ-14-50c、．Copper/bronze，twochiselfragments，ａ）extantL：４０，ＭＷ：１０，Ｔｈ：７．ｂ）
extantL：47,ＭＷ：９，Ｔｈ：８，Ｗt：399r(togetherwithaandb),squaresection．
ⅥＩＣ：XI-9colridor4・Copper/bronzejneedle,Ｌ：59,ＭＷ；４，‘：１～3,Ｗt：３９r,roundsection1holenearto
theupperend
Vnc：Ⅸ-10room４．Copper/bronze,unknown(nailoriishhook?),Ｌ：26,ＭＷ：５，Ｗt：L5gr,squaresection，
rol1n｢lFrlsectionateacllends、
VIIc：X-11collidor4、Copper/bronze，unlmown(nail/drillorlishhook?),Ｌ：35,Ｔｈ：2.5,Ｗt：１grjsquare
section，roundedsectionateachend８．
VⅡａ：Ｘ1-9．Copper/bronze，chlsel,Ｌ：42,ＭＷ：５，Ｗｔ：３９r，squaresection，smgleedge，smallestchiseL
Ⅵｂ：ＸＶ－９ｍｔｈｅｐｉｔ、Copper/bronze，chiselhaghnent,extantL：24,ＭＷ：５，roundsection,double-edged
Ⅵａ：ＸＶⅡ-9,Copper/bronzejchiselhngment?，extantL：23,ＭＷ：８，Ｗｔ：７９r,squaresection
VIb：ＸＶ－９ｍｔｈｅｐｉｔ、Copper/bronze，chiselfragment,extantL：14,ＭＷ：１０，double-edged，
VIb：XV-9mthepit・Copper/bronze，chiselhagment,extantL：２８，ＭＷ：５，squaresection
VIIc：Ⅸ-10ｒｏｏｍ４．Copper/bronze，daggerfragment,extantL：２２，ＭＷ：12,Ｔｈ：３，shghtlycurvedend．
ⅥI：Ⅸ-10room4Copper/bronze,unknowncristatedobject,extantL：14,ＭＷ：22,Ｔｈ：３，
ⅥＩｂ：XIV-9,l0corridor5・Coppelﾆﾉbronze,ummown(hagment?),Ｌ：17,Ｍp：４，L-lettershapedobjectwith
roundedsection
VII：XI-10room3mthewalLCopper/bronze,bfagmentofHatohject,extantL：20,extantMw：26,Ｔｈ：１～
3,Ｗｔ：５９r、
ⅥI：XI-10cornerofcorridor2to3，Copper/bronze,unlmownobjects,extantL：12,extantMw：10,Ｔｈ：７，
probablyfragmentofaxe/adze．
VⅡｃ：X-11corndor4besidetheentrancetｏｒｏｏｍ３，Copper/bronze,horseshoe-shapedobject,Ｌ：68,ＭＷ：
０
ｓ
●
●
●
山
■
一万Ｊ６〔ｑ○院Ⅱ】【し。。【叩〕、（〕〈、】〉
（坐叩〉
〈ｈ）〈ｈＵ
ＴＩ－
『’’一一可Ⅱ上
G135
G138．
Ｇ１37．
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187,
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193
Ｇ１47.194.
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55,Ｔｈ：０．５～０７５，Ｗｔ：６９r，unknownpurpose“crescent-shapedpendant"?，tworowsofembossedcircle
decorations
Vnb：Xn-12colridor5entrance、Copper/bronze,horseshoe-shapedobjecthagment,extantL：66,ＭＷ：１０，
Ｔｈ：0.75,Ｗｔ：２９r,simjlarshapeanddecorationasmN0.194．
VIIa：虹I-12colridor4、Ｃopper/bronze,horseshoe-shapedobjecthagment,extantL：60,ＭＷ：９，Ｔｈ：0.7,
Ｗｔ：２９r、
VⅡｂ：X-11entranceofroom3，Copper/bronze,horseshoe-shapedobjecthagment，extantL：42,ＭＷ：７，
plam．
VⅡ：XVI-14-50cmCopper/bronze，chjsel(?）hagment，extantL：６５，ＭＷ：５，Ｗt：６９r，squ虹esection，
slighUytwisted
VⅡａ：XII-12comdor4･Copper/bronze1ilatbordwithsHghtlycurverdshape,Ｌ：81,ＭＷ：17,Ｔｈ：1.5,Ｗｔ：
l0gr,roundedmoneend
VIIa：XII-12comdor4、Copper/bronze,unknownobject,extantL：23,ＭＷ：21,Ｔｈ：４，Ｗt：３９r,rounded
end
VⅡ：XI-10Copper/bronze,unknownobjectfragment(?),extantL：19,ＭＷ：５，triangularsection,pomtedone
end(?l
V？：Ｖｎ,VIII-11,12．Copper/bronze,chisel(?)丘agment,extantL：36,Ｍ。：５，roundedsection．
Ｖ：ＸＩⅡ-11．Copper/bronze,nile(?)hngment,extantL：23,Ｍ｡：４，roundedsection,remainsofwood．
Ⅵ：X-14room35Copper/bronze，fishhookflagment,extantL：４８，extantMw：30,Ｍ。：10,Ｗt：119r，
headandpomtmissmg
ll：XVI-8sulface、Bronze，socketedtrilobatealrowhead，Ｌ：31,ＭＷ：１３，Ｗｔ：４９r，ProbablyAchaememan
penod
XVⅡ－６：surhce，Bronze,socketedtrilobatearrowhead,Ｌ：32,ＭＷ：１２．ProbablyAchaememanpeliod
nⅥ､89910.11：ＸⅥ1-7．Bronze,、ai]/stud-headdecoration(?),Ｍ②：35,Ｈ１11,Ｗt：139r,hemisplmdcalshape
oftwelvepetaledpattem，Iivetholeatthecenter,mold-made、
UnstratiHed：Ｘ-15．Bronze，tagmentoffibula，extantL：３２，Ｍ①：６１roundedsection，springandclasp
missmg、ProbablyAchaememanpeliod・
Ｇｒａｖｅ３：XII-6，Bronze,hngerling,Ｍ‘：20,Ｈ：５，togetherｗｉｔｈNo.115-117.ProbablySasanianpeliod、
IM8991LXIII-71slamicgrave・BronzebeUwithsuspensionloop，Ｈ：35,Ｍ。：29,Ｗt：339r,remamsof
cottonstring,smaUstonemthebell,mciseddecorationonbothsides・
IM89912XVII-111slamicgrave、Bronze,eaningwithcottontaxtUe，。：２６ｂｙ34,Ｗt：２９r,Circledecora-
tions
II：ＸⅡ,XIII-8neartheenhnnse、Bronze,unkownobject(Hatboad),Ｌ：60,ＭＷ：45,Ｔｈ：１，Ｗt：９９r、
ⅡⅡ：ＸⅡ7-50ｃｍ・Bronze/copper,plamHatboad,Ｌ：68,ＭＷ：16,Ｔｈ：１，Ｗｔ：５９r，
Ｇ１６２．１１：VII-8Hoor、bronze,Hatboad,Ｌ：105,ＭＷ：31,Ｔｈ：1.5,Ｗt：２４gr1
mL89913．Ⅱ：XIV-8Hoor･Bronze,necklace,Ｌ：187,ＭＷ：１４５，Ｗｔ：779r、
Ⅱ：ＸｎＩ－８－２２０ｃｍ．ｈon，sickleblade，Ｌ：エ58,ＭＷ：26,Ｔｈ：６．
Ⅱ：ＸⅡ-1Oeastcomer-300cm、Iron,bladetagment(siclde?),extantL：110,ＭＷ：１９
１１：ＸⅡ-7.ｋon,knife，extantL：94,ＭＷ：13,remamsofwoodatgripportion，twoironrivets．
Ⅱ：XV-10centralroom．ｈon,stud/naU(?)ofhemisphricalheadwithsquareironsheet,extantL：56,ＭＷ：３７，
roundedsection
Grave4：ＶⅡ1-14．Iron，cmseloraxe/adze，Ｌ：95,ＭＷ：44,remainsofwood、ProbablyPartmanperiod
Grave4：VIII-14、Iron,hagmentofpomtedobject,extantL：38,roundedsection・
Grave4：ⅥII-141ron,fragmentofummownobject,extantL：27,ＭＷ：14,squaresection・
Ｇｒａｖｅ４：VnI-141ron,awl(?),Ｌ：64,ＭＷ：10,remamsofwood,squaresection・
Ｇｒａｖｅ４：ＶＩＬ14．Irom,daggerwithironguard,Ｌ：250,ＭＷ：35,remamsoftextUeandwood，
Ｇｒａｖｅ４：Vm-14、Iron,Sickle,Ｌ：141,ＭＷ：２７．
Ｇｒａｖｅ４：ＶⅡ1-14．Iron,knife,Ｌ：78,ＭＷ：21,remainsofwood,andsheath-endobject，
Ｇｒａｖｅ４：Ｖ111-14.ｋon,knjfe，Ｌ：104,ＭＷ：１５，remainsofwoodandironlivet，
Ｇｒａｖｅ４：Ⅵ11-14．Iromjknile，extantL：96,ＭＷ:17,skintraceatgripportion，twobronzenvets、
Surface．ｈon,knife，extantL：１０８，ＭＷ：２３，skintracesatgripportion､ProbablyPre-IslamicPeriod・
Ｇｒａｖｅ４：VIII-14・Iron,unlmownobject，Ｌ：20,ＭＷ:23,Hatboadwithslightlycurvedsection,remamsof
wood
XII-10Grave・Ironjblaceletwithroundedtemlinals,Ｍｐ；52,roundedsection,periodunknown
XⅡ-1ＯＧrave・Iron,fragmentofblacelet,Ｍｄ：５５(?),togetherwithNo､230．
Ｇｒａｖｅ４：ＶⅡI-14Bronze,beUorbutton(?),extanth：９，Ｍ｡:15.
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テル・グッバ出土の遺物２２５
Boneohjects
ｍａｘ．
Ｗ、
ｍａｘ･
Dia．Fmdspot Type L， Tｈ RemarksandrefIistrationnumberＮｏ． Level
２３３１ＶⅡａ ｌＸｍ－１２Ｃ４１Needle `'１１:l鷺iil:iilWliiIj1jjii;ill;iif壷::鯛8９１６
２３４１ⅥIｂｌＸＶ－９Ｃ６１Ｐin/needle 5６ ５１１Fragment,roundmsection,pohshedsurface．
５１鯛Ｅｔ淵andr゜undinsecti…mooth２３５１ＶⅡａｌＸＩＩ－１２Ｃ４１Ｐ、 1００１８
Fragment，poushedsmfacehomuse．２３６１ＶⅡ｜ＸＶⅡ－１０Ｒ８－２１Ａｗｌ(Typeｌ）’５４１１３
Fragment，polishedhomuse，blackenedby
Hre．
２３７１ＶⅡ｜XII-13R8-21Awl(Typeｌ）’２２１９
Complete(?),polishedsurface丘omuseG197．Awl(Typeｌ）’９０１８５２３８１Ⅵ(?）｜Ｘｎ－４
Fragment，polishedhomuse．２３９１VIIb-clⅨ-10Ｒ４１Awl(Typeｌ）’３５１３
Fragment，Splmtedbone，pomtedtop，notfor
longuse．
２４０１ＶⅡ｜XVI-10moatlAwl(Typeｌ）’５３１８
Complete，机ｃｊａｃａ１ｉＤ"籾ehzhz商j，poUshedhom
use,blackenedbyfire．Ｇ194.ｍ89915.
２４１１ＶⅡｃｌＸＩＩ－９Ｃ４ｐｉｔｌｌＡｗｌ(Typeｌ）’１１３１１６
Complete，righttibia，smoothsurfacehom
useGl93．
２４２１ⅥIｃ ｌＸＩＩ－１２Ｃ３１Awl(Typeｌ）’２０４１２６
Fragment，'"ｅｍｃａゆ"伽efarα's4whitish-gray
colorbyflre．
２４３１ＶⅡｂ－ｃｌⅨ-10Ｒ４１Awl(Typeｌ）’４５１１３
12.51Fragment,roundmsection24411VblXIXII-11-121Awl(Type２）’６９
l61Nearlycomplete．２４５１ＶⅡlXV11-10R8-21Awl(Type２）’６９
２４１髄p鯛纈鰡(Hf慨蹴esofmb-２４６１ⅥIｃ ｌＸ－１１Ｃ４ Awl(Type２）’７７
２５１Fragment．Awl(Type２）’１００２４７１ＶＩｌｌＸＶｌ－１０
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enedbyfireG204．
２５６１ＶⅡａｌＸＩＩ－１０Ｃ３１Awl(Type３）’４０１１７１８
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ｕｓｅ．
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Complete，sheep/goat，〃/"α，polishedhDm
useG202．
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ＤｉａＮＣ Level Fmdspot Ｔｙｐｅ Ｔｈ． Remarksandregistrationnumber
ＣｏｍｂｉｎｆＯＩｍ，spUntedboneteethsetma
clayhaft,ovalclayhaft(L:50,Ｗ:40,Ｔｈ:３０
mm）madeofstrawtemperedfabric，bone
tooth（L：４９，max.Ｗ：８，Ｔｈ：５，，）with
poHshedpomtholnuse，presumablycomb／
beaterfOrmat/textUe-weavlng．
２７１１ⅥIＣ X－１１Ｃ４ Combmeater(?）
２７２１ⅥIC X－１１Ｃ４ ToothofComb(?） Complete，polishedtophomuse，identicalto
No271，
4６ ８
２７３１ＶⅡｃ X－１１Ｃ４ Toothofcomb(?） Complete(?),notfOrlonguse，3７ ５ ３
２７４１ＶⅡ XVll-9R8-2 Toothofcomb(?） Fragment，ｓｍｏｏｔｈｓｍｆａｃｅ3０ ７ ４
２７５１ＶⅡｃ X－ｌｌＣ４ Toothofcomb(?） Complete，poushedtopfromuse．4６ ８ ３
２７６１ＶＩＩｃ X－１１Ｃ４ ImkTIOWn ６ Fragment，smnyandpoHshedsurface，black-
enedbyfire．
3４
XVI-9moat poUsheⅣspatula(?）２７７１ＶⅡ 3４ 2６ ６ Fragment，unknownuse．
２７８１Ⅳｂ XII-7 PoUsher(?） 5８ 3７ 2-7 Fragment，curvededge，ponshedsulfacehDm
use．
２７９１Ⅱ XV-12pit Spatula(?） Nearlycomplete，spatulamform，Hatbone，
poUshedonbothsidqpomtedoneend・Ｇ１90.
1Ｍ89914
101 2１ 2,5
2８０１１１ XV-12pit Spatula(?） 1０ Fragment,birdbone(?),spatulamfOnn,high-
lypolishedonbothside,ｐｏｍｔｅｄｅｎｄＧ１９２．
5５ 1.5
２８１１Ⅱ XV-12pit Unknown 5７ l］ Fragment，Iibbone(?)，probablyshapeasm
No2790runnnismedboneobject．
1.5
2８２１１１ XV-12pit Spatula(?） 1９ Fragment，polishedonbothside，rounded
endG191．
3６ 1.5
2８３１１１ XV-12pit Spatula(?） 4０ 1８ ２ Fragment，polishedonbothside，rounded
end．
２８４１ⅥIC X－１１Ｃ４ Unlmown 4２ 1７ Fragment，probablyawL
２８５１ＶＩＩｃ X－１１Ｃ４ Unlmown 3９ 10 FragmentofspHntedbone，poUshedsu工face，
blackenedbyfire．
２８６１ⅥIＣ XI-lOC3 UI1Imnwn 5９ 2６ Fragment,鋤泣,shinysmacefromuse(?)．
2８７１１１ XV-12pit Unknown 8２ 醜 Fragmentofworkedbone，tracesofnlbbmg．
２８８１ＶⅡｃ XI-10C3 Unknown 119 2８ Fragment,partiallypoUshed(?)．
Ｋ Ｌ ＩＴｌｎＹ－． ａ 3
氾
乃
脚
市
布
汀
犯
門
１
０
１
２
３
４
７
８
８
８
８
８
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８
８
８
２
２
２
８８
Ⅷ
ｃＩＩＶ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｍ
ｍ
ｍ
Ⅱ
、
,.l１Ｃ
-11C4
-11C4
ⅥI-9R
-11C4
-11C4
I-91n[wlI
Ⅱ-７
,１２ｐｉ上
Ｖ－１２ｐｉｔ
Ｘ
Ｘ
ＸＩ－１０Ｃ３
ＸＶ言１２ｐｉｔ
ＸＩ－１０Ｃ３
/beater
I
〕
un now
el/spatul
H
n 111n(
kn
kn
nkno
IUm
llnkno
ｌｂｎｎ H
i
awtemperedfabn
-W ｂｍｍ
lishedpointiromuse，presumably
ib ile-weaⅥ 9
Hshedtoph0mu
j
ｎｏ上 ．
ent，slnoothsurhce
D U edtopfromuse
hinyandpohshedsurlace，blac腱
byH c・
mgment,unkn ・
mgment，curvededge，po1i i fm
･
Ｎｅ 】 ycomplete，spatulain OnTl，Hatb
H [ｈside,pomtedone ． 1 ．
IM
,birdbone(?),spatulain brm
I nbothside,pomtedendpG192，
ｎｂｂｏｎｅ(?)，probablyshapeasin
orunfi hiedboneobj ・
mgmcntjpolisl1c lm
c ・Ｇ１9
shedonbothside，ｒ()
・
ntJprobablyawl，
entofspli lishedsurlh
]､Ｃｌ(eｎｅｄｂｙ６ｒｅ
mgmentJ/jbm1sbimysurhcehomuse(?）
one,tracesofmbbing
t,ｐａ】rt lished(?）
テル・グツバ出土の遺物２２７◎
⑳
、 区 瓜１Ｎ
－１叩－』１０１１ハンレ研 蝋 LＩ／ ５○，蝋 回‘
角！
１ タグ・
Ｌ/、'燭， 〆 UＩ偶１ ｡，｛』臘岬Ｉ１１ＩＩｌⅡ‐ｌいＩ川脇』｝
’－１
，１－－－１
１１１１ノノＩ、
1－ ''’１ｒｌｊ
１ＩＩ
ｌｌＩ
ｌｌ｝
蟹Ｉ 篭葱 噂◎舸
岻
「
。
⑪,， 回,，鱈‘
１ ６
緬川嘘一‐●
５５ ！ 露鱒麹厭こう， 鶴1２２１４ 一一一 1７ 舅 1８Ⅱ
‐ ５ CⅢ
Fig.１６BeadsandpendantslromTeUGubba．
脚
'し」
228ラーフイダーン第Ｘ巻１９８９
~､〈
咽「。
〆｛6 錘ノー－７1９ 2０ 2２
2１
図
１
鰹
唾、 回国⑥０
２４２５
ｌ
腫
蕊
Ｉ
〔＝
、
￣■■ ⑥
Ｉ
Ｃ
加⑰
２８
１ilT11
鵬： 2６
2７ 2N 騒国陣醗唖鰯。。Ⅲ甲。別 (１￣画’￣＠ 露 3７316 3５3４ 3８
3６
(｢Tで）画－
国雫
４０
⑱‐。
厩‐Ｃ
回’＠
図‐。
画‐。唾“而嵐
3９
4３ 4５ 4６4４
「柵
騨
皿「露
蝿１画
画‐⑰
’１「｝
4７ 4９4８ 5[Ｉ 5１ 5２
万…陣Ⅱ一「○
陸「◎ ；： ０１。１１１ Mｉ ②○ｏ５５ｂ◎54ｈ ５５ｃ53ａ 553
Ｉ
5,ｍ 5６
Fig.１７BeadsandpendantsftomTeUGubba．
テル・グツバ出土の遺物２２９
|'iillmMliノ liiii 壁画／ Ｉ． □◎恥 陶澪百鼠Ⅲ 辱噂 客皿懸”回⑲
○
57ｃ
陣鰯珈團「、剛醐‐駒
、
ｌ
瀞
□‐鰻列国‐轡③。“
而一國釧
血‐騨釧函‐零回‐響
、⑰口②輌
亟＠ｍ
57,
570
戸テミニテー
ｌＩ
ＩＩ
－Ｓ～
〃ｗ則Ⅵ凧
ⅢⅢⅡ加〃
Ｉ
区〕
⑬
■砥■ｃ
聯
而 ５８ｆ 5８９
画：
58ｋ58］
ｌＩ
ＩＩlijL 蟹)剛，! 618ｍ ！蟻１ｍ回 iiTn3畔
蕊薄薄５９ｈＯ
59ｆ５９ｅ
錨ｍ－Ｉｉ;Ⅲ錘，！１３ ノ５ ■■■Ｕ』
Fig.１８Beadsand/orpendentshomTeuGubba．
230ラーフイダーン第Ｘ巻1989
0０００ ロ
○○・Ｅ
ＤＯＯＣ○ＯＯｏＯＯｏｏ
篝１mm1,,.篝iLIi'i'1himi徳iiiJi,ilJUI:.；､鑿鑿． ｏＯＯＯＯＯＯｏ ＝■
Figl9aReconstractionofN０．６０beads(necldace)．
四一回
。⑤、
③－ｏ畑
￣
⑥
6m
回・鋤黒懐堕當国‐⑬舳
回
‐
○
川
煽
個
縄
悩
廻
汕
画「蘭幽幽濤回「⑤帥
③１．地
￣J
o
60a
血‐０町６０ｃ 60Ⅱ 1108
！●眉
60ｍ画６０ｍ
風Ｕ‐＠Ｍ 鴎
I
C二j6Oo 罐
、皿‐＠Ｍ
60Ⅱ
ＩＮ
Ｉ（ 図
。
Ｉ￣
、胴！．（
＜]￣Z=＞60「 6m60ｓ
霞
煙 口 農試サ鱸隠喬
62ｃ６２Ｕ ○○。｡
、’3,剛Cfh｡
O2e
二℃
６２ｈＯ-＝628
Fig.１９bBeads，pendantsandsheUlmg丘oｍＴｅＵＧｕｂｂａ
テル・グッバ出土の遺物２３１
回‐⑥□酉回Ｃ□回ＩｌｌｉＩ：゜員６３ｆ
1Ｍ囚‐ｏ剛
－
回‐⑥田
③‐。
Ｐ
Ｃ
剛 o
63In63ｈ 631（
夢謬簿辮蕊６３ｖＭ皿一⑰’１１:１，⑤．⑥６３，６３Ｄ６３Ⅱ
画趣’＿
圏Ⅱ風蕊１日63Ｗ ６３Ｚ◎鋤□”
Ｉ 轍！ 'ｎ万J〕 E'一二一、 C二ＢＥ６３ｇｇ６３m ６３fｆ６３Bｅ６３DC
鱒 』、 獄、～■~－－
(ＬⅢ C亡臓Ⅱ (ＴＯ Ｃｺｰｪｰﾆ、、
６３１１631ｍ ６３ｋｋ
－－－－－－へ 〆
、
、
グ
'
聯！回礼、、 nm○○６３｢｢６３sｓＩＪＰ’一ノ 』〃‘ 〆－房〆－－■－－－ ＝E垂三二二コ
６３００
１－一一一一一 ６３叩＝=二
６３ｍ
菫■■■』 5cｍ６３ｍｍ
Fig.２０Beads，pendantsandsheUringshomTeUGubba．
232ラーフイダーン第Ｘ巻1989
'－－，Ｊ
iﾉ'''１〉
Ｍｄ６４ｃ
６４ｈ
蓬壷'罐6４８
〆ｉ“ 64ｆ６４ｅ
､
ノ
□￣－－□ニーコ
６４９
6９1１７ 6８6６
□噂 １Ⅱ ○二、`ゴコ三二､グ幹
7０ 7１ 7３ 7４7２
１
‐
Ｊ
、
ノ
ノ
、
グ
、
グ
ヘミ、ＩＩｌＪｒ夕刀‐し
｝
、 １
１
､
○
１
E＝３１ ‘ｺﾆﾖ｡､ ７６C)二コ｢） 7７7５ 7９7８5cｍI
Fig.２１Beads(?)，pendantandringsofsheUhomTeUGubba
テル・グツバ出土の遺物２３３
二○輌凧川洲》‐、
〆幻川ⅢＶ、、、
凧川ｗ‐。’
pＦ１Ｄ ０一＝て~〕8０
8１ 8２
晒匝働簿
ロ可 皿回
｡ｏ８４ｄＭｅ蔵 8５３ ８５ｈ
８４ａ Ｍｂ －－－－－～〆～
グ、
’､
③
「
。
”
》ｏ耐
ｎ=￣〕Ｆ－ｎ 0｡｡O●｡｡｡｡｡｡□｡
０６３ ８６ｂ ８６ｃ
⑪
⑪
、ＵＩＣ、
⑥⑰
｡ｏ
８７ｃＢ８ａ
回零Ｗ川山寓園－１画”
０
１
．
皿
〔
Ⅲ
ｕ
‐
◎
川
ｈ
Ｕ
ａ
Ｊ
⑪凛川川Ｗ「⑥鐙・血”
⑪「・鋤零＠跡
鱈１， 鰹選嵩
８９ｃ８９．B9e 899
B９ｂ ⑪■⑰Ⅷ轍
ロロ○
８９ｉ
厄Ｄ ＯＴ=う
８９ｋ８９１ I 5,ｍ
Fig.２２ＢｅａｄｓａｎｄｒｉｎｇｓｋｏｍＴｅＵＧｕｂｂａ
234ラーフイダーン第Ｘ巻１９８９
ダニ 〆夛虹 蕊○､漣,， 95､豊96 9７9４ 祷駅ＷＦ、塗三 １０３1021００
＝
～
－－
－
１０７ １０８
１
１
110
一 ＝
１１１
１０N
１１５
Ｔ
Pl
lO
UI
ll
lD
lU
I1
IUbl､１，
，，t）
０
ググジ
『
Ｉ
． １０cｍ
117１１６
Fig.２３GlassobjectsfromTeUGubba．
テル．グツバ出土の遺物２３５
--－－－〆グー､、／’、
ノﾍ
、
－－－－￣~ヘー
ン 、
／ 、'、、／,｡､､､ 鍵Ｉ
．;：.｡..‐,...;－．１
１i識
〆ノＬ二コ
１２１
＝￣ <－１１～＞llB 119 120
－－－－￣－－－､、〆、'シダ■
１
１
，
、
百
；｡ Ｐ、､１１－〃、 Ｌ』
〃､、 ノ
／
'
一一一勺少屯 ノ
、／
、〆～￣～～－－－デー
、
、
－－－－
－~Ｔ124
ご￣>ｲｰｰ く二）-（＿～
１２３ －－戸二意;；1２２
鯵
グー￣￣￣～～、〆、'
／ノ
ー
’
１
１
１
ｌ
～
、
へ
、
一一／〆
１
＜=~ﾌマーーー
１２６
…■■＝＝
１２８
こ’｜つ￣~=、 1２９1２７
錘‘）＝二五二＝'識￣=￣13[Ｉ
＜）-(－つ こ_Lエゴノ132
1３３P二輪か ｡、{'
⑳ 蜜）■刀、ａつ〃 獺～>-(つ
１３４
と＝ﾌﾞー
1３５
こ】ヨつ
届■■■』 Eニニユー｢、１０cｍ 137136
Fig.２４Stonespmdlewhorlsand/ｏｒ“button”/beadhomTeUGubba．
236ラーフイダーン第Ｘ巻1989
灘１．…‐Ｉ
「~）（~、 ご~)-ｲｰﾌく）--<7つ 1401391３０
蕊蟻
`<qlMji9、。皿１４１ １４２ /ｺﾞ､、、
1４４l4IH
ざ
；?j轍蕊
,｡(雲蕊･･･Ｐ･ルハf…､I･蝿,,軒
二四UFO●。■● 1４６
叱司
1４７
－－－－－－－､〆、''－－．．ハー、|、 鴎 ′ 『慰跨ノ 。145
､
ごn､ ⑪;！1４８
1５０
■、
ｊ■
１
１ ’'
／
！。 ん、 ミミ；151
－，5２10cｍＩ
Fig.２５Stoneandterracottaspmdlewhorls,unknownstoneobject(152)fromTellGubba．
テル・グッバ出土の遺物２３７
＝～＝二二.＞
F－－Ｏ｡
仁三コ
１５３ ａｎ154 155 156
Ｌ１ｔ
、
、へ
一一一一／
／ノー
Ｉ
グーーベ、'－－､､
'、－
訣盆
ヒーロ
1６０
157 1５１１{5８
Ｉ
／－－－－－－－－－￣～〆〆、
ノ
’
、
、
、、〆、グ
グ
グ
／７へ
l、 ノ －－－－へ
〆＞－－~､
／鰯ノ
、
113
1６１ 1６２
lｐ「Ｉ
1６６
1６５
Ｉ 10cｍ
164
Fig.２６PotsherdspmdlewhorlshomTeUGubbａ
238ラーフイダーン第Ｘ巻1989
＝￣＝ｒｌ
〆 ､、
、）
1１
'
『
1， １
’
－１６７ａ
凸、
′､
凸
８
Ｉ
》」一』》旧いいい』啼艸汕叫》酉〉
一 ロ一三一一一
l６７ｈ l67c 168
－－
シー
－－１６N
〆､
ｈ
Ｉ Ｉ
Ｌ＿」１７２
173 一一一一帆二一一一一》
171 ０170 １０ｃｍ
Fig.２７Coppel2/bronzeobjectshomTeUGubba．
テル・グツバ出土の遺物２３９
ロ加
雌En-Ｉ ￣、 Ｉ □‐－０ (／ 182一○ ０－字Ｐ舟
1８１一○
|Ｅ－１
ＶＪ
□
□
□ Ｉ １
１８３
Ｉ ！_･ｄｏ－□
177 ７ ８
ロロー
180
□１８４1７９
1７６ 臼ぃ二噸「創椰“》一鼠』一噸
□
１１
□１８８
１１
○１８５
lI
GlEI
１９３
蝉｝&叺型’1，１９１１９１１９０jU'ロロ 剛Ｉ【｡Ｉ
１８７
lLJj ◇－１０ﾉノー■ ■■1９７ 1９８
１９９
9５
r-o
l-o
202
邑 、⑭ｌｒ２０１ ○○
戸幟ＮⅧⅧ附腱剛Ⅲ
20Ｍ ムム綴iir､、
２０５ ２０６２０７
｡↓
Ｃヱニコ
２０９
○ '2,3,
Ｉ－ｉＩ
ｒへ'１
'１丁 ''
１１需上一;１２０ １０cｍ210 211
Fig.２８Copper/bronzeobjectsfromTeUGubba．
240ラーフイダーン第Ｘ巻1989
１
216
器
217
lと＃ 218
鱸
、
ｌｌｒ－ 囚臺醗
ｌ
Ｅ目＝＝ヨヨ
蝋Ｚ-Ｆ＝￣Ｉ 〃
兜
229
'
224 瞳Mｙ
「 ￣■～
÷
ｻﾞ
226
収Ｉ ０ ｜
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
227
” 篭’
0１０ｍ
￣
、
、
ノ
2２８
１０ｃｍ
Fig.２９Copper/bronze(214,232)andironobjects(others)hfomTeUGubba．
テル．グツバ出土の逝物２４１
づ=① ￣ ハロⅡ１ ｜
か
Ｉ0－
○- ！
2３６234Ｉ
233
【Mｎ 235
Ｉ 237
｜
」 ＩＴＩＩ 2４２`、２４０ 〃=、２４１C二コ２３９
2３８
Ｂ
ｌ
Ｉ
１
グ０１０１
Ｉ雌 Ｉ－戸I｜/kll 2４６
2４５2４３ 2４４
ハ
１t
,i，
_ｉｌ
雌 鯉2４７ 10cｍ 2４８ 2４９I
Fig.３０BoneobjectsfromTeuGubba．
242ラーフイダーン第Ｘ巻１９８９
ハ
1０１１
四ｍ 2５２251 2５３
$ 曇慧'｜|Ｉ 蝋 Ｉ iｉ( ］ull 」
2５６ 257255254
'MⅢ '|Ｉｄ雑翻心2５８ 2５９ 2６０
2６１ 2６２
Ｂ､
！
2６３
2６４
Ｕ １０cｍ2６５ 2６６
Fig.３１BoneobjectstomTeUGubba．
テルグツバ出土の遺物２４３
一○
Ｐ
2６８ 2６９ 27m
ハ
ノ1
1（
AJI
「Ｉ 蝋Ⅲ
２７２２７３２７４
ili､、、､Ｐ咄 隣？」 Ｊ
Ｊ
275グヂ
271
詞
、Ｉ！ 。，Ｉ､)－１I/O’0P－コ－－－■■－￣－－－－－－－－－－－－-１７－=－－－－フーーミーーニ
276 2７７ －=ＬＡ－２７８
Ｉ Ｉ ibLJM蝋一２８３２８２１１－２８１－２８０
一一、
２７９
鰹 １１
284 ２８Ｆ 286
10cｍ
Ｉ
2８７
2８８
Fig.３２Boneobjectsandworkedbone(284-288)丘omTeuGubba．
ＰＬ３８
鱸騨．魁繍鱗繼《 5１
１４
5０ 2２4６3９1６
⑤｡Ｏ鯵０．⑬ ｡，ＧＩ
３１ 3５ 2６2４ 2５ 3７4１3２3０
◎轡○鯵。幾＠⑨０
2９2３ 3４4４ 2７4３ 2８ 38 3３
蝋 ⑨鞠⑨⑨ ｡ ．
4７ 4０4５ 4９4２ 4８ 3６ 5２
BeadsoftheJarndatNasr-Early Dynasticlpenodα，
iｉ
Ａ ■
、1日
■ ３6５グ
６
（；－－－W弓{
７
I
浄，…←`班.鋤･I1lY
L■唖
１１
1９ ．●や
国碗､YH二謡し Ⅱ劇,Ｕ､，qd
jiil1ik
●
1５ ２
ｌ蝋ｉ
蕊,jAib ■｜［■■E&亜ッ
１２
Ｐ
lii
５ ４ 8 １
BeadsandpendantsoftheJamdatNasr-EarlyDynasticlperiod．６．
TellGubba
ＰＬ３９
Ｚｄ
'篝''iiiii11,，
Ｌ
黙
Ｌ
鑓 紗慰」息蝋ﾌﾞト
５７beads，EarlyDynasticlperiodα、Ｎｏ．
蕊非鱸蕊iiji1
,童
'lii1iiii'i1iiiIiI;i;h篝鑿,M鱸 瀞1iiili'i1ii''ｉｉｉ鑿i,1,,鑿篝霧！ 咀習￣■ ■.■■”『
６０beads,JamdatNasrperiod６．Ｎｏ．
TellGubba
ＰＬ４０
爲己；
■
②叩
賎
翠醸
鱸 ・や。直呂扮呵寓］ｇ【目［⑩召］Ｃ吻冨の四灘八 ､国謬】 二Ｐ 、ili鑓Ｉ 霧で一睡鍾字Ⅱ「，一二弓苔､ 弘一
。。
園二二回⑮］で園鰄蝋蝋罰鶴 :]『碗■z１
ﾛh
闇i蕊Ｉ
、Ｌｑ鰯li識 鑿Ｌ 輌馴11lii1I ．己○項。□湯口ｚ葛で日昌一⑫ご函Ｐｍｃ．○塵
－０
ず銃炳勧回ＭⅦＩⅡ胡讓畠９口 臼 囚鰹灘Ｉ趣
毛別 ０「
霧鑿l爵i露鶴i， １ 汀
己
ＰＬ４１
＝勺
虹鰊塾
7０
6７ 6９7６ 68
7１
四
到岸～ぜ
蕊 エ
甑 7７B２
Lll1lllIlii1illiiI1li
7９7８7３7５ r8Io：
sheuringsoftheJamdatNasr-EarlyDynasticlperiod．α・Stone(82)ａｎｄ
ろ露鱸艀
7２6６
7４
、 騨糊
6399ＢＩＧＩ6３6３ BICl1｡。
3 鯆顎jpn '9戸凸
‘ 典 一・Ⅱ０肝夘ｑ－．ＪⅦ
６８kｋ B3ff63hｈ63m64.
SheⅡobiectsoftlleJamdatNasrperiod(mosUyblackenedbyfre)．６．
TellGubba
ＰＩｏ４２
つ j鳥壼`ミノ、蕊 ソ蚕Ｐ９ i鑿ｉｒ．:H典邊…‘ａ
ｂ64064.
禅； !（ 鍵懲伽ｈｊ'『！６４ａ
■
G34gb-d 爵Ⅲ
■１
囮
麺
詞Wi1ﾂ鬮籍Aii，
ｅ6311 Ｇ３４ｇａ
品
'i鐵露'i＿ 鏑 鰯 弓H宇目日１戸瀞 」 ＝型円鍔 鱸 肝、!』亀亀露雰ト 臘鼈轤鐵｡□64巳 s4f
1察ト
リ！劉
一ＣＪｕｍ￣n
【獺￣、Ｔｌ、
ｑ８
Ｐｄ
品■Ⅱ
巳
凸
「
ｆ群・OＡ
團1８ｆ 1７ 2０
SheUobjectsandunworkedsheUs， spacerbeads(17, 18)andpendant？ (２ O)oftheJamdatNasr-EarlyDynastiｃｌｐｅｒｉｏｄ
TellG1Tbhzn
PＬ４３
5３
5４
G33５
Ｗ■，U｛，司喀－コ鞠
矼
ロゴｌＵｕ
T電， 墜繍
6２
Ｇ３３４
蕊i,､翻臘;;:ダ Gii蝋
議
蝋
刑愈ｋ
ｌ諺内 ＧＲｎｑ G3gB
蟻⑩ 鱸⑭ ⑨qlZ篭, 8５ 9１ 9０ 9２灘 欝
挙豚 懲欝》薮 蕊凸出
鑿 i、鵜 鍵鋏
●露鑿
Ｇ３４Ｂ B７8９
54,62,84,Ｇ334, Ｇ335,Ｇ338,Ｇ339； Pre-Achaememam85； Islamic:others)．Beads丘omvanousspots(JamdatNasr:５３，
TellGnIhbH
ＰＬ４４
詳而雲Ｉ－ｆｖ茸
1０５ 1１０111ｇＢ
，霧塞=｡‐～ぞ !｛饒 ｒＹＪＬｌ・OA B Ｕ
」
F1:Ｉ」‘ド
ーーゥー■診
一謡孕鍵手。
－
Ｎ
蟻謹鍵劉
1,6104 109107
弓化
1１３ 114 1１２
欝
ｊ１ｔ鐘
庫虹
１$:！’蝋 西垣ｆ二F回■凹巫鑿； 1０８ ;均 １１７鐵9７ 1DＢ 日胆1０２ 鱸glg1 1０１＝
Z篭
ｋ 1
g９ｂ9５ ９６ 9４ 1１６ 1１５１０ロ
GIassblaceletsandbotUesiromtheLaterperiod。
TellGubba
ＰＬ４５
鱸
1301291３７140
■屍一
臣尾孕弓Ｉ“
触割弓｡と色
粋砲
q名
1３４1２６ 1２２123
軒＝
■
｣浜
■
1３６1２０１３日1３９
α･StDnespindlewhorIsoftheJamdatNas隆EanyD〕masticlp巳riod．
● 霧 藍蟹－９露iilllilliliiiiiiiiii1iiii１４Ｂ 1441４２騨函脇l提F鶴§.‘ 1４７
1２５
1２１
■
1 E鐸
ゴ
ＢＰ
轡､j〆"１５２
1５１1５０ 砧
部
,蕊。
1４６143 1４５1１９
Stoneandte江acottaspindlewhorlsoflheJamdatNasrEarlyDynasticlpeliod．b・
TellGubba
ＰＬ４６
:鋸
蕊
纐
蝋
●
け
綴 【
1７２
１６Ｂ
1７１
1７０
Copper/bronzeobjectsoftheJamdatNasrEarlyDynasticlpeliod．
TeUGubba
Ｐ1．４７
鍵
1８９
蟻， 1７３ 1７４ 1７
； 霞'iｉｉ 187
1881８５
'『
198
患．
が 擬》■】■鑿；
1801８６1９３1７９ 1７８1７７
objectsoftheJamdatNasr-EarlyDynasticlpenodCopperﾌﾟbronze
TellG1Uhh宛
Ｐ1．４８
199
Horseshoe-shapedobjectsoftheJamdatNasrperiodα、
|；！； ；ｉｉ ：鑿lｇ７ｂ 鑿
1８３202
184 鐘:=蒄罎皀曇：
ｉｉｉ饅籔鶏ｉ鍵鑿麹
1９２
§:imi鱸懸､鯵鐘譲曇懸
1９０
鍵200
６． Copper/bronzeobjectsoftheJamdatNasr-EanyDynasticlpeｴiod
TellGubba
Ｐ1．４９
２１１
２１Ｒ円蕊iiiiiii
２１０
■団
面
9J
畷。２０８
Ⅲ
押
下
Ａ
205206､
｡■蕊霧 ２３２ 209巧缶砧
Ⅲ
鰊 ●汀,j白坊小 汐而も『KOc岸LL
i瀞F辱…２１４ B6aB6b 860
Bronze/copperobjectsoftheAchaemenian(205-207,208?,212,213a,213b,214),Parthian/Sasanian(209,232),un
known(86a-c:probablyParthian/Sasanian)andlslamic(210,211)pe1iod
TellGIIbIm
ＰＬ５０
蕊ISi 燭ＢＩｑ
21Ｂ ５
219
2６
鍵
７
図2挺
６
215
honobjectsoftheAchaemenian(215,216, 218),Parthian/Sasanian(others)penod
TellGubba
ＰＬ５１
』
：
nｒ．。
「
…
！
どｌＧＩｇ
樹 ､榊
！ 』屯旦了回較灸｝鱸
243235 21618 241234 醒阻
』邸 llilil 242
240 254245236 2掲巴 255
、２４８図5101 253246247
oftheJamdatNasr-EarlyDynasticlperiodBoneobjects
TellGInbhzn
ＰＬ５２
ｂ
。
‐
１
←伽罰》唾黙
！
鱗，
…
262 26s 257 261
曇
249 2５１ 256 258
264凹躯」 265 269 267
ｊｌ;｛
鐘，
271 275266 勘KO：
Boneobjects oftheJamdatNasr-EanyDynasticlperiDd．
TellGubba
Plo53
278273274 1０巴鰯２
7~q魑礫
１１１’
蝋
､!
鱸 鱸
2842802Ｂ１ 286285田1G脚
'iIllllllilllllllili鍵Ｉ282 277287283
bonesoftheAchaemenian(279-283,287)andJamdatNasrEarlyDynasticl(others)period．Boneobjectsandworked
TellGubba
